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プロローグ




「今、なんて言ったの……？」

「悪いけど、莉り々り子このことは最初からそれほど好きでもなかったんだ。だから別れよう」

　聞き返した莉々子に、慈悲のない言葉が浴びせられた。軽い口調の割に衝撃的な内容というギャップのせいか、すぐに理解ができない。

「ウソ、でしょう？」

　最初から好きじゃなかったなんて、悪い冗談としか思えない。そうじゃなかったら、これはよくない夢だ。

　けれど隣に座る彼は決してジョークを飛ばしている顔でもなければ、莉々子が夢を見ているわけでもなかった。前を向き一点を見つめた彼の目には、これまで向けられていた優しい眼差しは微み塵じんもない。

　莉々子が欲しい『ウソだ』という言葉と笑顔の代わりに、彼の口から重く長いため息が漏れる。本心だと言っているも同然だった。

　ようやく事態の深刻さに気づき、唇が震えだす。鼓動は速まり、焦点も合わない。

　……一年半も付き合ってきたのに？　どうしてそんな言葉が出てくるの？

　ふたりで一緒に過ごした時間が気持ちの伴わない中身のないものだったなんて、信じられない思いでいっぱいだった。

　ゴールドを基調とした重厚感のあるアンティーク調の『セントルイーズ』は都会の隠れ家のようなバーだ。カウンターに置かれたランプが優しく光を放つ幻想的な雰囲気の店には、高級感が溢あふれる。

　ここは、初めてのデートで彼に連れてきてもらった場所。それから何度となくふたりで通い、歳を重ねて昔を振り返ったときに『ふたりで初めて行ったよね』なんて思い出話に花を咲かせられるような存在になるはずだった。

「……いきなり、どうして？」

　唇だけでなく声まで震える。

「『相あい沢ざわコンツェルン』と言えばわかるだろう？　父親はそこの最高経営責任者なんだ。俺はグループ企業の社長。つまり、莉々子とは生きる世界が違う」

　ウソ……。

　相沢コンツェルンといったら、酒類や飲料、食品業界における日本でのシェアがトップクラスの企業だ。

　彼が御曹司だという話を聞かされたのは、今夜が初めてだった。普段から仕事のことをあまり話したがらず、莉々子も無理に聞き出すことをしなかった。気が向けばそのうち話してくれるだろうと、食品関係の会社で働いていること以外、知らなかったのだ。

　今思い返してみれば、持ち物や服装は高級ブランドが多く、車はハイグレード。御曹司を匂わせる部分はあった。デートで一流レストランに連れていってもらったこともある。でも、社会人になりたての莉々子は、年上の男性とはそういうものなのかと思っていた。

　実家暮らしという理由で、彼の自宅へ行ったこともない。会社のことを内緒にしていたのも、莉々子がその程度の相手だったということなのだろう。

「莉々子のことは特別好きってわけじゃなかったけど楽しかったよ」

　彼の口から信じられないような言葉が次々と溢れてくる。

　大切な場所で、そこまで残酷な言葉を聞くことになるとは予想もしなかった。胸の奥から怒りにも似た悲しみがせり上がる。それを制御することができず、気づいたときには莉々子の頬を涙が伝っていた。

　バッグを掴つかみ、逃げるように店を出る。

　なんて惨めなのか、こんなときに限って雨が降り始めていた。かといって、それを気にする余裕もない。雨に濡ぬれることもいとわず、おぼつかない足取りで歩く莉々子の頭の中は、霧雨のように白く霞かすんでいた。

　なにも考えられず、なにも感じない。

　そのとき、呆ぼう然ぜんと歩く莉々子の行く手を阻むように人が立ちはだかる。

「キミ、大丈夫？」

　男はそう言いながら、おもむろに莉々子の頬にハンカチを当てた。

　雨が降りしきる中、ゆっくりと目線を上げていき、そこでハッと息を呑む。それは莉々子の見知った顔だった。

　雨に濡れてはらりと落ちた艶やかな前髪の隙間から、意思の強そうな切れ長の瞳が覗のぞく。

　彼は莉々子に気づいた様子はなかった。だが、それも無理はないだろう。莉々子が一方的に知っているだけだから。

「こうしていても濡れるだけだ。行こう」

「あ、あのっ……」

　彼は莉々子の肩を抱き、素早くタクシーを止めたかと思えば、そこに莉々子を押し込めた。

　拒む隙もない。拒絶する気力すら残っていなかったと言ったほうが正しいかもしれない。さっきの店に、心ごと置き去りにしてきたような感覚だった。

　行き先がわからず不安に思うことも、このあとの自分がどうなるのかも、考える余力がない。感じる心と考える頭、両方が欠落した状態で、ただタクシーの揺れに身を任せた。




　数十分後、連れられてきたのは彼のマンションだった。彼は莉々子をソファに座らせ、タオルを手渡す。

「……ありがとうございます」

　莉々子がお礼を言うと、彼は隣り合わせで腰を下ろした。

　音のない静かな部屋。莉々子を置き去りにして、ただただ時間だけが流れていく。ポツンとひとり取り残されたようだった。

　彼の淹いれてくれたコーヒーを飲んで徐々に気持ちが落ち着いたところで、ふと自分の置かれている状況に気づく。

「あの、どうして……」

　なにを聞きたいのか悟った彼が、「さっきの店で隣に座っていたんだ」と答える。

「そう、だったんですね……」

　どうやら彼は別れ話を聞いていたようだ。こっぴどく振られた場面を見られていたとは恥ずかしい。

　莉々子は肩をすぼめて小さくなった。

「キミのことがなんとなく気がかりで、気づいたら店を出て追いかけていたよ」

　莉々子が泣いていたのも見たのだろう。見ず知らずの女を心配して、雨の中をわざわざ追いかけてくるなんて、と複雑な心境だった。

「大丈夫か？」

　不意打ちで温かい言葉と視線を向けられ、いったん収まったかに思えた悲しみが再び湧き上がる。

　今までの私たちはなんだったんだろう……。

　込み上げてくる感情を抑えきれず、涙が溢れてくるのを止められなかった。握り潰されたように胸が苦しい。呼吸すらうまくできず、流れる涙のままに肩を小さく震わせた。

　彼がその肩をふと引き寄せ、莉々子を抱きしめる。

　莉々子はそれに抗うことなく身体を預け、彼の胸に顔を埋めて泣きじゃくった。

　信じて疑わなかった愛は幻だった。未来に見えた幸せも思い違いだった。

　これまでの一年半が莉々子のひとり舞台だった真実を突きつけられ、あとからあとから涙が激しく流れた。

　ひとしきり泣き、ようやく呼吸も落ち着いた頃。ゆっくりと顔を上げた先には、なにも言わずにずっと莉々子を包み込んでくれていた彼の優しい瞳があった。

「すみませんでした」

　慌てて離れようとしたが、引き留められる。彼は、涙に濡れた莉々子の頬を滑らかな指先でゆっくりとぬぐった。

「少しは落ち着いた？」

「……はい」

　本当は、心の中はまだぐちゃぐちゃ。細く長い糸が複雑に絡み合って、とても解けるような状態ではない。でもこれ以上、彼の好意に甘えていつまでもしがみついているわけにもいかない。

　コクンとうなずき彼から離れようとしたが、そこで再び合った目からなぜか逸らせなくなった。絡み合った眼差しに、どこか感じる熱。強い視線が莉々子を捕らえ、振り切らせてもらえない。

　ゆっくりと近づく彼の顔。逃げようと思えば逃げられる。それなのに、莉々子は彼の唇が触れる直前にそっとまぶたを閉じた。

　莉々子の傷を癒すように、労るようなキスが続く。

　キスのぬくもりをこれほど感じたのは初めてだった。粉々に砕け散った心が、少しずつ形を取り戻していく気がする。

　受け身だった莉々子が応えるように彼の腕にしがみつくと、腰を強く引き寄せられた。深くなっていくキスに、莉々子は我を忘れて溺れていく。

　愛が欲しかった。誰でもいい、冷え切った心を束の間でも温めてほしかった。だから彼に抱き上げられベッドに下ろされたときも、抵抗する気持ちはこれっぽっちもなかった。

「莉々子……」

　バーにいたときに名前も聞いていたのだろう。彼の甘い声が鼓膜を震わせ、再び降りてきた彼の唇に莉々子は自分から口づけた。

　莉々子にとって、それは現実離れしている夜だった。まるで映画の中の主人公のよう。自分ではない、ほかの人の話を聞いているような感覚だった。




　ところが翌朝目覚めると、そこには紛れもない現実があった。隣には、激しく求め合った男が寝息を立てている。

　私、なにしてるんだろう。しかも彼となんて……。

　成り行きで一夜限りの関係を持つなんて、今まで考えられないことだった。

　彼を起こさないようにそっとベッドを抜け出し、まだしっとりと濡れている洋服に着替える。音を立てないように身支度を整え、急いで部屋を飛び出した。
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　――三年後。

　どの季節が好きかとの問いに、莉々子はいつも〝春〟だと答える。それも、四月のほんの数日間。

　通勤時に必ず通る道は別名『桜さくら街かい道どう』と呼ばれ、桜の季節にはピンク一色に染まる。その光景は、国内はもちろんのこと海外の観光客からも賞賛されるもので、その時期になるとＳＮＳは桜街道の美しい写真で溢れるようになる。

　中でも莉々子のお気に入りは、視界いっぱいに咲き誇る桜が一斉に散るときだ。空も地面も、とにかく目に入るものすべてが桜色に埋め尽くされ、言葉で言い表せないほど美しい。満開の桜もいいけれど、それが風にハラハラと舞う景色は別格なのだ。

　今年もあと数日もしたら、その姿を見られそう。

　その日を楽しみにしながら地下鉄の駅から地上へ出ると、生暖かい風が莉々子の頬を撫なでていく。目の前には満開の桜。通勤途中の人たちも、ところどころで立ち止まりながら圧巻の景色にスマホをかざしていた。

　私も撮影しようかな。

　そう思いつつ取り出したスマホの時計が、八時半まであと五分を切っていることに気づく。

　いけない、遅刻しちゃう。

　スマホを急いでバッグに戻して慌てて駆けだす。すると軽く吹きつけた風が、肩より少し長い莉々子の髪と、シフォン素材の白いブラウスや淡いイエローのフレアスカートをふわりと乱した。




　倉くら木き莉々子が勤める『朝あさ菱びし商しょう事じリビングソリューション』は創業六十九年の総合商社『朝菱商事』を親会社に持つ会社で、分譲・賃貸マンション・物流施設・商業施設・オフィスビルなどの開発・運営・売却事業を展開する住生活関連を担う。

　大学卒業と同時に入社した莉々子は、この春で勤続丸五年の二十七歳。半年前に生活資材部から総務部に異動し、主に社内イベントの企画・運営や、備品・機器の調達、社内設備に関する事務作業などを担当している。

　朝菱商事リビングソリューション、通称〝朝ソリ〟の本社はオフィス街の一等地に建つ二十階建ての自社ビルで、建築当時は『さすが朝菱！』と多方面から賞賛の嵐だったようだ。設計者が有名なデザイナーということもあり、その価値も高い。

　一階から五階はレトロモダンな旧きゅう居きょ留りゅう地ちを思わせる雰囲気を漂わせ、ミラーガラス張りになった上階は最新のオフィスビルにも引けをとらないデザインとなっている。築三十年が経ち、あちらこちらに老朽化は見られるが、莉々子はむしろその風情をとても気に入っていた。

　一階のロッカールームでバッグをしまい、五階の総務部のドアを開く。

「おはようございます」

「莉々子ちゃん、おはよう」

「おはよう、莉々ちゃん」

　既に出社してパソコンに向かっていた数名から挨拶が返された。

　総務部は、四十二歳の部長、木き村むらを筆頭に総勢十五名という大所帯。和気あいあいとした明るい職場で、莉々子はみんなから『莉々子ちゃん』や『莉々ちゃん』と呼ばれている。

　今朝までに送られてきたメールの確認をしようとパソコンを立ち上げている莉々子の隣の席では、鎌かま田た志し乃のが電話で備品の発注をしていた。

　彼女は莉々子より三つ年上の三十歳。ストレートのワンレンボブは、莉々子が入社したときから変わらないスタイルで、目も口も大きい派手な顔立ちにとても似合っている。百六十五センチある長身のスレンダー美人は、困ったときに助けてくれる、頼もしく優しい先輩だ。

　美しく大きな二重まぶたをしたかわいらしい顔立ちの莉々子だが、身長は平均的、平凡で特徴のない顔だと自分では思っていて、そんな志乃に憧れている。

　ふと総務部の電話が鳴り、後輩の男性社員、松まつ永なががすかさず受話器を持ち上げる。呼び出し音の鳴り方からして内線だろう。

「はい、総務部松永です」

　彼は莉々子より二歳年下の二十五歳で、主に社内設備の現場担当。癖毛を生かした無造作ヘアに、愛あい嬌きょうのある少し垂れ気味の目をした中性的な顔立ちをしている。最近、不動産部に所属する同期の女の子と付き合い始め、毎日ウキウキだ。

「承知いたしました。すぐに伺います」

　松永は電話を切ると、向かいの席から顔を覗かせた。

「莉々子さん、ちょっといいですか？」

「うん、どうかしたの？」

「秘書室から電話で社長室に呼ばれたんですけど、俺、今から木村部長を追って地下に行かなきゃならなくて」

　松永が人差し指を下に向ける仕草をする。

「そっちが終わり次第すぐに向かいますから、先に話だけでも聞いてきてもらえませんか？」

「社長室でなにかあったの？」

「異臭がするそうなんです」

　社長室で異臭……。

　莉々子は一瞬ためらったものの、仕事を選り好みするわけにはいかない。

「なんせ秘書室からの依頼だし、対応が遅れるといけないので」

「そうだよね、わかった」

　まだ電話中の志乃にメモ書きで【社長室へ行ってきます】と伝え、総務部をあとにした。

　エレベーターに乗り込み、目指すは役員室のある二十階、このビルの最上階だ。

　それにしても、異臭ってなんだろう。

　現場のことはまったくの素人のため、莉々子には見当もつかない。行ったとしても、本当に話を聞くだけで終わりそうだ。

　そんなことを考えているうちに最上階へ到着。扉が開いた途端、階下とは別世界が広がる。

　ライトグレーの絨じゅう毯たんが敷き詰められた通路は、いつも賑にぎやかな五階フロアとは違い、ピンと張り詰めた空気に包まれている。余計な装飾のないすっきりとした内装はかえって重厚感を醸し出しており、何度来ても緊張を強いられる場所だ。

　内線のあった秘書室のドアをノックすると、社長秘書の上うえ田だがすぐに顔を出した。

「総務部の倉木です。先ほど異臭の件でお電話を受けたので参りました」

　頭を上げ下げして目線を合わせると、彼女は冷たい目で一いち瞥べつした。

「あなたで対応できるんですか？」

　淡々とした口調で率直な意見を言われて動揺する。

「あ、いえ……。すぐに担当の者は参りますが、ひとまず状況を確かめてからと思いまして……」

　しかし納得のいかない様子の上田は、「そうですか」と表情も崩さず返事をした。

　取締役の秘書たちはどの人も同じメイクに同じヘアスタイルをしていて、どことなく冷たい印象もあるせいか、莉々子は一方的に苦手意識を持っている。ただ、凛りんとした仕草は見習いたいところだ。

「では、こちらへどうぞ」

　上田に案内されて通路を挟んだ向かい側にある社長室へ入ると、三十二歳の若き社長、望もち月づき直なお人とはデスクに両肘を突き、莉々子に目を向けた。切れ長の美しい瞳を一瞬だけ見開き、そのまま莉々子をじっと見据える。そこにいるだけで存在感があり、華のある雰囲気は社内でも随一だ。

　まさか異臭のする部屋に望月が残っているとは思わず、彼の目の持つ特有の鋭さに一瞬ひるみながら、莉々子は「お、お疲れさまです」と慌てて挨拶をする。

　すると、彼は真顔だった目元にわずかに笑みを浮かべ、「お疲れさま」と返した。

　クールで無愛想だという噂うわさをたまに聞くが、それはおそらく望月の発するオーラに圧倒されるからだろう。例え人混みの中であっても、彼の放つ強い空気感ですぐにその姿は目につくに違いない。涼やかな目元や細く通った鼻筋のせいで鋭い印象のある顔立ちは、一糸乱れぬアップバングの黒髪が拍車をかけているように思える。

　百八十センチ以上という長身の効果もあり、上質なスリーピースのスーツの着こなしはモデル並みに抜群。女性に媚こびないクールなところがいいと、社内でも絶大な人気を誇っている。

「異臭の件で参りました」

　そう言ってから莉々子が息を吸い込むと、強烈ではないが確かに変な匂いがした。焦げくさいというか、煙っぽい匂いだ。

　いったいどこからこんな匂いがするんだろう……。

「では、私は下がりますので、くれぐれもよろしくお願いしますね」

　上田が退室し、莉々子は望月とふたりきりになった。

　いっそのこと社長も出ていってくれるとありがたいのにな。さすがに社長とふたりきりだと緊張しちゃう。松永くん、早く来てくれないかな……。

　上田が出ていったドアを心許なく眺めていると、望月から声をかけられた。

「キミにわかるのか？」

　望月も莉々子ひとりでは心配なのだろう、目を細めて訝いぶかった。おろおろとした態度からも、設備関連に関しては見るからに素人。不安を覚えるのもわかる。

「申し訳ありません。すぐに担当の者は参りますが、先に状況を確認しようと思いまして……」

　上田のときと同じように答える。

　望月はまだ納得がいかない様子で莉々子を鋭く見つめた。

　早くしてくれという空気が漂い、ものすごく居心地が悪い。匂いの種類はわかっても、それがどういう原因なのか莉々子には判別しようもない。

「あの、いつからこんな匂いがしていましたか？」

「少し前だ。出勤してきたときは匂わなかった」

「そうですか……」

　場つなぎの質問のあとになにを聞くべきかわからず沈黙が訪れる。

　松永くん、お願いだから早く……！

　祈りに近い思いで莉々子が待ち焦がれていると、社長室のドアが忙しなくトントン！とノックされた。

　社長に会釈をしながら入ってきた松永を見て、思わずパッと顔を輝かせる。

「莉々子さん、どうですか？」

「ちょっと煙っぽい匂いはするんだけど……。社長が出勤されたときには匂わなかったみたいなの」

　鼻をクンクンさせた松永が「あぁ、これは！」と、なにかをひらめいたように手のひらを拳でポンと叩たたいた。

「実は、少し前に木村部長が地下で防災対策のチェックのために自家発電を稼働させたんです。恐らくその匂いがダクトを通って社長室にまできてしまったのかと思います」

　なるほど。異臭は自家発電のせいだったようだ。

　すぐに原因がわかり、莉々子はホッとした。

「自家発電はもう止めておりますので、しばらくしたら匂いも消えると思います。ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

「一時間後に来客があるんだが」

　それまでに匂いが消えるのか心配なのだろう。望月は少し不満そうに片方の眉をピクリと動かした。

「数十分もあれば大丈夫かと思います。本当に申し訳ありません」

「そうか、そういうことならば仕方ないだろう。来てもらって悪かったな」

　頭を下げた松永を望月が労う。

「いえ！　なにかございましたら、いつでもお呼びください。では、これで失礼いたします」

　松永と揃そろって莉々子も頭を下げ、ふたりが望月に背を向けたときだった。

「ちょっと待て」

　不意に望月が呼び止める。

「……なにかほかにもございますか？」

　松永が首を傾げながら振り返ると、望月がおもむろに立ち上がる。ふたりの方へずんずん歩み寄り、ほんの数歩で目の前へやってきた。莉々子の足だったら十歩は必要だろう。

「そこに埃ほこりがたまっているように見えるんだ」

　望月はそう言って、莉々子のすぐ横の壁の天井近くにあるダクトを指差した。

「……本当ですね」

　莉々子たちが見上げるようにすると、細かな鉄てつ格ごう子しには確かに埃が付着している。もしかしたら中はもっと汚れているかもしれない。

「お客様がいらっしゃるまで、あと一時間あるとおっしゃいましたよね？」

　松永の質問に、望月が腕時計を確認してから「ああ」と答える。

「奥はまた後日ということで、ひとまず手前だけでも掃除させていただけないでしょうか？　埃がお客様の目に留まることはできるだけ避けたいので」

　望月の来客ならば企業のトップクラスがメイン。そういった人たちに会社の不備を見せたくないという松永の意見には、莉々子も賛成だった。清掃が行き届いていないことは、一番の減点ポイントだ。

「時間がかからないのであれば頼む」

「すぐに準備しますので少々お待ちくださいませ」

「待って」

　道具を取りに行こうと社長室を出ようとした松永を、莉々子が即座に小声で引き留める。

「私が取りに行ってくる」

　異臭事件に首を突っ込んだ手前、このあとを松永ひとりに押しつけるのは気が引ける。でも、社長室に望月とふたりきりになるのはできれば避けたい。

「え？　でもわかりますか？」

「脚立と掃除用具で大丈夫？」

「あとはドライバーも必要ですね」

　松永の指示にうなずいた莉々子は急いで総務部に戻り、指示されたものを社長室へ運び込む。

　早急に終わらせないと、社長から部にクレームがきたら大変。そんな焦りがあったからか、莉々子の運んでいた脚立が社長室の壁にコツンとぶつかった。その瞬間、社長室が暗闇に包まれる。ちょうど照明のスイッチを押してしまったようだ。窓にブラインドが下ろされているため、かなり薄暗い。

「おい、なにしてるんだ」

「も、申し訳ありません」

　険のある望月の口調に莉々子がビクンと肩を震わせていると、松永が慌ててスイッチを探った。

　すぐに明るくなった室内で、望月が細く長く息を吐き出す。

　……もしかして暗いのが苦手なの？

　意外な反応に呆気あっけにとられていると、望月から「早く済ませてくれ」と急かされ、「は、はいっ」と松永に道具を手渡した。

「莉々子さん、プラスのドライバーを取ってもらってもいいですか？」

「はい」

　道具箱から指定のものを取り、莉々子は彼に手渡す。

「ハンディークリーナーを取ってください」

　次々と言い渡される松永の指示に、莉々子はてきぱきと手を動かす。だけど監視するかのように社長にそばでじっと見られていたのでは、作業しづらい。

　せめてデスクの方にいてくれればいいのに……。

　そんなことを思いながら、およそ二十分後、松永によりダクトの清掃は無事に完了した。

「大変お待たせいたしました。また改めてクリーニングはさせていただきますので、今日はこれで失礼いたします」

　ふたり揃って頭を下げて退室しようとすると、「ちょっと待ってくれ」と望月に再び呼び止められた。

「まだどこか不具合が……？」

「いや、キミじゃない」

　尋ねた松永に望月が首を横に振る。そしてその目は、莉々子へ向けられた。

　え？　私？　いったいなんだろう。

　莉々子はドキッとして軽く息を吸い込んだ。

「ちょっと残ってくれ。航空券の手配を頼みたい」

　……こ、航空券。なんだそんなこと。

　ホッと胸を撫で下ろして息を吐く。

　ただ、航空券は秘書の上田から依頼されることが常。望月から直で頼まれるのは初めてのことだった。

「はい。かしこまりました」

「それじゃ、俺は先に総務部に戻っていますね」

　松永は脚立などの荷物をすべてひとりで持ち、エレベーターへ向かった。

　あっ、私、手ぶらだ。

　莉々子はそこで、メモ帳も筆記用具も持っていないことに気づいた。

「社長、大変申し訳ありませんが、少々お待ちくださいませ」

　焦って社長室を飛び出す。

「あ、おい！」

　望月に呼び止められたようだったが、それよりも迅速対応が肝心だと、その声を振り切る。

　大慌てで総務部から戻ると、望月は悠然と自分のオフィスチェアに座っていた。

「お待たせして申し訳ありません」

「どこへ行っていたんだ」

「メモなどを持ち合わせていなかったので総務部まで取りに行ってきました」

　呼吸を整えながら、持ってきたものを望月に見せる。

「そのくらい、ここにだってある」

「社長室のものをお借りするのは気が引けますので……」

　気安く『貸してください』とは、とてもじゃないけれど言えない。

「航空券はどちら行きを手配すればよろしいでしょうか？」

　メモ帳を広げペンを手にしながら望月のデスクへ歩み寄る。

「上しゃん海はい行き」

　朝ソリでは現在、中ちゅう国ごくで日系企業向け工業団地の分譲を推し進めている段階だ。それは、並みいる競合企業を押しのけ、望月の手腕で勝ち取った事業でもある。社長になって四年、朝ソリの目覚ましい成長は望月の功績によるものが大きい。

　親会社である朝菱商事の社長、望月源げん之の助すけのひとり息子ではあるが、朝ソリの社員間では親の七光りで社長の椅子に座っている印象は持たれていない。それは、肩書きに見合う仕事を確実にこなしているからだろう。

「お日にちはいつでしょうか？」

「来週の火曜日。できれば午前中で頼む」

　望月の要望をひとつずつ書き留め、「承知いたしました」と莉々子が顔を上げると、なぜか彼がクスッと笑う。

　なんだろう……。私、どこかおかしいのかな。

　目を瞬かせて望月を見つめる。

「ちょっと来い」

　どういうことなのかわからず、その場に立ち尽くしていると、今度は手招き付きで莉々子を呼び寄せた。

「ほら、来いって」

　訳がわからないままおずおず近づけば、立ち上がった彼はポケットからハンカチを取り出し、それを莉々子の頬にそっと当てた。

「あのっ……」

「汚れてる」

　先ほど松永と掃除用具のやり取りをしたときに、埃が頬に付いたのかもしれない。思わず身じろぎをして顔を遠ざけようとすると、「動くな」と望月が鋭く睨にらむ。

　そんな目で凄まれたら、嫌でも動けなくなる。全身が硬直して金縛りにでもあったようだった。

　やけに真剣な眼差しで顔の汚れを望月がぬぐうから、申し訳ないのと恥ずかしいのとで莉々子の鼓動が速くなる。

「よし、取れたぞ」

「も、申し訳ありません。ありがとうございます……。では、航空券の手配が完了次第、秘書室の上田さんにご連絡いたしますので」

　ボソボソとお礼を口にし、「失礼いたします」と社長室をあとにした。




　望月から頼まれた航空券を手配し、朝ソリのビルの隣にある旅行代理店で発券してもらうと、ちょうどお昼の時間となった。

　向かった社員食堂は、今日も大いに賑わっている。二階のワンフロアをすべて使ってかなり広いうえ、女性向けのメニューや成人病予防にもなる定食が豊富に取り揃えてあり、外食する人はほんのひと握り。財布にも優しい値段設定で、莉々子はほぼ毎日社員食堂でランチをとっている。

　テーブルで向かいに座る沢さわ田だ真ま紀きは、社長室での出来事を話す莉々子の話をニコニコ顔で聞いていた。

　莉々子と同期入社の真紀は松永の彼女と同じ不動産部に所属し、細面で儚はかなげな顔立ちをした日本美人。本人によると、幸の薄い顔立ちを和らげるために栗くり色いろのショートカットで快活なイメージを演出しているそうだ。

「それでどうだった？　我が社きってのイケメン御曹司とふたりきりの時間は」

　真紀はからかうように言って、食べ終えたトレーを脇へよけた。

「べつになにもないから」

　望月に顔の汚れをぬぐってもらったことを思い出して莉々子の目が泳ぐ。まさかあの場面で望月にそんなことをされるとは思わなかった。

「あら？　なーに？　その反応は」

　真紀が身を乗り出して目を細める。

　すかさず鋭く突っ込まれ、莉々子はギクッとした。

「や、やだな、なにもないの。真紀は、私がイケメン御曹司を苦手なことは知ってるでしょう？」

　動揺を隠すために唇を尖とがらせ、真紀を軽く睨む。顔の汚れを取ってもらったことは、なんとなく告白できなかった。

「もちろん知ってるけど」

　真紀はそれでもなにかを期待するかのように笑う。

「うちの社長は、御曹司っていうおいしい地位の上にあぐらをかいているようなタイプでもないと思うけど？　肩書きに負けない仕事ぶりだし」

「でも、御曹司はみんな同じだと思う」

　仕事ができることは認める。朝ソリの業績が上昇の一途を辿たどっているのは、望月の手腕によるものだということもわかっている。だが、御曹司に変わりはない。

「莉々子もいい加減、昔のことは忘れたほうがいいんじゃない？」

「それはわかってるけど……」

　そう簡単に忘れられるのなら苦労はしない。

「まあねぇ、あんな振られ方をしたら莉々子みたいにトラウマになっても仕方ないけどさ」

　真紀はすっかり冷めたお茶を一気に飲み干した。

　――あれは、社会人一年目の夏のこと。

　大学時代の友人たちと遊びに行った海で、莉々子はある男性と出会った。少なくとも莉々子は運命の出会いだと信じて疑わなかった。というのも、就職祝いで両親からプレゼントされたネックレスを海で失くし、それを見つけてくれたのが彼だったのだ。

　おそらく会ったときから莉々子は彼に惹ひかれていたのだろう。なにしろ背は高いし、顔は俳優かと見まがうイケメン。そのうえ、四つ年上ということもあって包容力まである。

　しばらく友達として付き合っていたが、莉々子からのアプローチで恋人に昇格。それから一年半、順調に交際を続けていたが、ある日突然、『最初からそれほど好きでもなかった』という耳を疑う言葉で振られた。

　それならどうして一年半も付き合ったのか。一カ月、二カ月の付き合いならわかる。たまたまフリーだったし、そのうち好きになるかもしれないと思い、とりあえず莉々子を彼女にしたというのなら。それがどうして一年半も。しかも大手企業の御曹司だということも隠して。

　そんなひどい振られ方をしたおかげで莉々子は恋愛に臆病になり、それからずっと彼氏もいない。莉々子がイケメン御曹司を遠ざける理由はそこにあった――。

　そして莉々子には、真紀にも話せずにいることがひとつある。それは、振られた現場にあの望月が居合わせたことだった。望月は、泣きじゃくる莉々子がどこの誰かもわからないままマンションへ連れ帰り、気が済むまで胸で泣かせてくれ、そのあとはベッドで朝まで。

　あれから三年弱。莉々子と顔を合わせても、望月になんのリアクションもないということは、そのときのことは忘れたか、気まぐれに慰めた女の顔は記憶の彼方に追いやられているのだろう。間近で接した今日も、莉々子に気づいた様子はなかった。

「ねぇ莉々子、実はこんなものがあるんだけど」

　そう言って真紀がテーブルの上を滑らせたのは、なにかのチケットのようだった。

「これ、なぁに？」

「『ル・シェルブル』の最上階にあるラウンジのカクテル券。取引先からもらったんだけど、莉々子に譲ってあげる」

「えっ、いいよ、私は。真紀が行ったらいいのに」

「実は期限が今日までなの。でも私、今夜は都合が悪くて。だから莉々子が代わりに行ってきて」

　ル・シェルブルは、誰もが一度は名前を耳にしたことのある一流ホテル。格式が高く、莉々子は今まで一度も行ったことはない。

「せっかくだけど、私もちょっと……」

　真紀が一緒ならまだしも、ひとりでそんなところへ行くのは気が進まない。

「そんなことを言わないの。ここで新しい出会いがあるかもしれないじゃない」

「私になんて、誰も声をかけようと思わないから……」

「自覚がないみたいだけど、莉々子は友達の私が羨むくらいの美人さんなんだからね？　目はパッチリだし、ぽってりした唇は色っぽいし。知ってる？　男の人が女の人のどこに美しさを感じるか」

　そんなことは知らないと、首を軽く横に振りながら真紀を見る。

「横顔なんだって。莉々子の横顔は特に綺き麗れいなの。顎から耳にかけてのラインなんて、女の私でも惚ほれ惚ぼれしちゃうんだから」

「……ありがと」

　突然、褒めちぎられて、どう返したらいいのかわからない。そこまで言われたのは初めてだ。

「あ、私の言葉、信じてないでしょ」

　真紀は目を細めて莉々子を軽く睨んだ。

　おそらく真紀は、自信の持てなくなっている莉々子を励まそうとしてくれているのだろう。そう解釈して、「信じてるよ」と微笑み返す。

「ともかく、いつまでも元彼の言葉に縛られているんじゃなく、次のステップに進もうよ」

　そうして莉々子は半ば強引にチケットを握らされ、行くことを約束させられてしまった。




　その夜、おっかなびっくりといった様子で莉々子が足を踏み入れたのは、ル・シェルブルのラウンジだった。

　ドレスコードとか平気なのかな……。

　オフホワイトのアンサンブルニットにグレンチェックのフレアスカートという格好をした莉々子は、心細い思いをしながら店内に足を一歩踏み入れた。もしも服装のことでスタッフに止められたら、そのときは素直に引き返すしかない。

　控えめな照明の店は黒を基調としたシックな内装。落ち着いた雰囲気が素敵で、莉々子は吸い寄せられるようにしてカウンターに腰を下ろした。ピアノの生演奏らしく、静かな音色が流れている。元彼にも高級なレストランに連れていってもらったことはあるけれど、何度経験してもこういった場所は慣れない。

　敷居の高いラウンジで無料のチケットを出すことを躊ちゅう躇ちょしつつも、意を決してバーテンダーにチケットを見せる。すると、「かしこまりました」とチケットを収め、「なににいたしましょうか」とスマートに注文を聞いてくれた。

　カウンターに置かれたダイキリに口をつけたとき、聴いたことのあるメロディが莉々子の耳に届く。ジャズ風にアレンジされたその曲は、少し悲しげでありながら美しい旋律だった。

　これ、なんていう曲だったかな……。

　心の中でラララと歌いながら、なんとはなしにピアノの方へ目を向ける。するとそこに思いもよらない人物がいて、莉々子は思わず二度見した。

　自分の目をここまで疑うのは初めてだ。一度ギュッと目を閉じ、もう一度見開く。そうしてもやはり、その人物を見間違えたわけではなかった。

　望月直人、朝ソリの社長だったのだ。

　どうして社長がここで生演奏なんて。ピアノ、弾けるんだ……。

　呆ほうけたようにその姿を見ていると、ふと望月の流し目が莉々子へ向けられた。弾いている曲調のせいなのか、会社で見たことのある鋭い目とは違い、どこか憂いを帯びたような瞳だった。

　瞬間、莉々子の身動きが封じ込められる。ドキッとしたのは、思いもよらない場所で思いがけない人物が想定外のことをしていたからだろう。なにかを捕らえるように、強く莉々子を見つめる目に射すくめられる。

　多くの社員を抱える会社のトップが自分に気づくはずはないだろうと、絡んだ視線をなんとか外し、その目に背を向けてピアノの演奏に聴き入る。ところが望月を気にしないようにすればするほど、心臓はどういうわけか早鐘を打った。

　その胸の鼓動をごまかそうとダイキリを飲み干したときだった。

「こんばんは」

　いきなりかけられた声に横を見ると、そこに望月が立っていた。

　驚いた声を上げそうになるのをこらえ、莉々子も「こんばんは……」となんとか冷静に返す。ぎこちなく目を前に戻して手持ちぶさたに空のグラスを弄ぶ。

　どういうつもりだろう。私が朝ソリの人間だとわかって声をかけたのかな……。今日の昼間、松永くんと社長室に行ったときは、私の名前もわからない様子だったけど。

　気にしていない素振りを装いながらも、全神経を右隣に注ぐ。

「ひとり？」

「は、はい……」

　莉々子が恐る恐るそちらを見たときだった。

「あの……」

　後ろからかけられた声に望月と揃って振り返ると、そこには莉々子と同年代くらいの女性が三人立っていた。どの女性もドレッシーなワンピースに身を包み、高級ラウンジに慣れた雰囲気だ。

　社長の知り合いなのかな？

　莉々子が不思議そうに眺めていると、真ん中に立つ黒髪の女性が一歩前へ出た。

「望月さん、今夜こそはご一緒させてください」

　そう言う彼女の一歩後ろで、ふたりの小柄な女性が胸の前で手を組み、一心に望月を見つめる。

「悪いけど連れがいるんだ」

　連れって、もしかして……私？

　ポカンとしていると、望月が突然莉々子の肩を引き寄せる。振り返った状態だったものだから、変な体勢で彼の胸に抱き込まれた。

　ちょっ……！

　とっさに彼の胸を押すが、思いのほか腕の力が強い。

「それじゃ、いつならいいんですか？」

「残念ながら彼女と付き合ってるから、それは永遠に無理だ」

『彼女』というフレーズで望月は莉々子を一瞬見やり、三人に向かって唇の端に妖艶な笑みを浮かべた。

　彼女って、まさか私のこと？

「そんな……」

　三人連れの女性から悲鳴にも似た声が漏れる。

「そういうわけだから失礼するよ」

　望月は莉々子を引きはがし、その手を取って「莉々子、行こう」と席を立った。

「えっ!?」

　望月に唐突に自分の名前を呼ばれ、呆気にとられる。

　私の名前、知っていたの？

　莉々子が不思議そうな目を望月に向けると、彼が自分の口に人差し指を当てて〝しっ〟という仕草をする。どこかいたずらっぽい色をにじませた瞳に、莉々子の鼓動が跳ねる。

　仕方なしに口をつぐみ、莉々子は彼にされるがままになった。

　いったいどうなっているの……。

　ラウンジを出ても手はつながれたまま。痛みを感じるわけもないのに背中がヒリヒリと焼けつくような感覚がするのは、さっきの三人が莉々子をじっと見つめているからにほかならない。

　乗り込んだエレベーターの扉が閉まった瞬間、ようやく莉々子の手は解放された。

「あの方たちのこと、よろしかったんですか？　お知り合いなんじゃ……？」

「一方的な知り合い」

　切り捨てるように答えた望月は、エレベーターの壁にもたれて腕を組んだ。長い足を軽く交差させ、莉々子を流し目で見る。

「一方的、ですか？」

「追いかけ回されてるだけだから、名前すら知らない」

　それはつまり、〝追っかけ〟なのかな。そんな存在までいるなんて、やっぱり社長は違う……。

「なにか不満か？」

「はい？」

「今、ものすごく深いため息をついただろ」

　望月が目を険しくさせる。

「いえっ、気のせいです」

　無意識のため息が、気づかずに漏れたのだろう。

　そうこうしているうちにひとつ下の階でエレベーターが止まり、扉が開く。降り立った望月のあとを追うと、とんでもない光景が莉々子の目の前に広がった。毛足の長い絨毯には美しい模様が描かれ、天井が高く広い通路には絵画が飾られている。

「どちらへ行かれるんですか？」

　スタスタと歩くその背中に声をかけると、「部屋を取ってるんだ」とあっさり答える。

　部屋って……。

　当然ながら変な想像をして身構える。

「ほら、行くぞ」

　呆然と立ち尽くしている莉々子に望月が振り返る。片手をポケットに入れ、目線だけ部屋の方へ流した。

「莉々子が考えているようなことをするつもりはないから安心しろ。飲み直したいから付き合ってもらうだけだ」

「そ、そうですよね……」

　私ときたら、なにを考えているんだろう。大企業のトップが目立たない事務職の社員に手を出すはずがないのに。

「ここだ。入れ」

　カードキーをかざした望月が扉を開けた。

　ミツバチが甘い香りに誘われるように、その奥から発せられるゴージャスなオーラに吸い寄せられるがごとく足がふらふらと前へ出る。そして、中へ入った莉々子の口からは自然と「わぁ」という感嘆の声が漏れた。

　とてつもなく広いスペースにリビング、ベッドルームがゆったり贅ぜい沢たくに配置され、高価そうなアートや調度品で演出された部屋はエレガントな雰囲気で満ち溢れている。天井までの大きな窓の向こうにはインナーバルコニーまであった。

　三十五階のラウンジが最上階ということは、ひとつ下の階のここは三十四階。つまり部屋の中では最上階なのだから、ホテルの最高ランクの部屋だ。きっとスイートルームに違いない。さすが一流企業の社長だ。

　望月の慣れた様子からは、この部屋によく泊まっていることがうかがえた。

　莉々子が部屋に驚いているうちに望月がルームサービスを頼んだらしく、サービスワゴンを押したスタッフが現れ、テーブルにシャンパンやおつまみを置いていった。

「座って」

　指示されるままに真っ白な革張りのソファへ腰を下ろすと、ほどよい張りが身体を包み込み、ここでもまた莉々子の口から「わぁ」と声が漏れた。

「いちいち反応が新鮮だな」

　望月がからかうように言う。

　こんな部屋に慣れているほうがおかしいと思う。やはり御曹司は苦手だ、と莉々子は小さくため息をついた。

　人ひとり分を空けて隣に座った望月が注いでくれたグラスを持ち、気持ちを落ち着けるために「いただきます」と口をつける。

「ところで、社長はどうしてラウンジでピアノを弾いていらしたんですか？」

　副業ではないだろうけど、すごく様さまになっていたから今日だけでもなさそうだ。

「たまに息抜きで。ここの副社長とは高校時代からの友人なんだ」

　望月はそう言いながら長い足を組み直し、背もたれにゆったりと身体を預けた。

　その友人にプロ顔負けの腕前を見込まれて、気の向いたときに弾いてほしいとお願いされているそうだ。社長だけあって、交友関係もさすがだと思わずにはいられない。

「さっき弾いていたのはなんていう曲ですか？」

　莉々子がハミングしてみせると望月は突然吹き出した。

「音痴なのか」

　クククと肩まで震わせる。

「ひ、ひどいです」

　即座に抗議はしたが、望月があまりにも楽しそうにするから、莉々子はつい見入った。会社ではめったに見られない笑顔だ。

　そんな顔をして笑うんだ……。会社の女の子たちが見たら、悲鳴にも似た歓声を上げるかもしれない。

　不意に、望月があるメロディを口ずさむ。

「あ……それです」

　莉々子は思わず人差し指を突き出した。さっき望月がラウンジで弾いていたのは、その曲だ。

「ショパンのエチュード十の三　ホ長調。通称、別れの曲」

「すごく素敵な旋律ですね」

　望月が弾いていたシーンを思い返す。愁いを帯びた横顔を思い出して、不本意にも莉々子は胸を高鳴らせた。

　それにしても、本当においしいシャンパンだな……。

　喉をツツツと通るから、つい莉々子のピッチが早くなる。

　空になったグラスに望月が三杯目を注いだ。

「社長はいいですね。いつもこんなに贅沢な部屋で高級シャンパンを楽しんだりして。お金も地位もあるうえにピアノまで弾けるイケメン御曹司なんて、世の男性から恨まれそうですね」

　社長を相手にしているというのについ軽口を叩く。

「なにも、順風満帆に生きてきたわけじゃない」

　望月が謙遜する。自分の会社に勤める社員を前にして、自慢げに『そうだろう？』と言えなくて当然だ。

「ですが、日本屈指の総合商社である朝菱商事の御曹司ですし、グループ会社で社長をしている時点で私のような庶民とは違います」

　きっと生まれたときから道筋が違うのだろう。約束された輝かしい未来に向かって、一直線に栄光の道を進んできたことは想像にたやすい。

「……俺は隠し子だ」

「はい……？」

　望月が突拍子もないことを口にするから、莉々子が小首を傾げて聞き返す。

　今なんて言ったの？　『隠し子だ』って聞こえたけど、まさかね。幻聴が聞こえるほど飲みすぎたのかな。

　目を瞬かせて望月の次の言葉を待っていると、彼のまっすぐな眼差しが莉々子に注がれた。

「俺は、朝菱商事の代表取締役社長、望月源之助の隠し子なんだ」

　酔いが一気に覚めた気がした。

　でもそうだとしたら、なぜ社内では彼の息子として通っているのか。そんな噂を聞いたこともなければ、誰ひとり疑っている者もいない。結婚後十年で離婚した源之助が息子を引き取ったという話は違うのか。

　どこか陰の差した望月の顔を莉々子は呆然と見つめる。

　なに不自由なく生きてきたものだとばかり思っていた莉々子は、望月がそのような重いものを背負っているとは想像すらしなかった。

　社長なりに大変な人生だったのかも……。

　ところが、莉々子が同情的な気持ちになっているその前で、望月は突然クスクスと声を上げた。

「……どうしたんですか？」

「冗談だ、冗談。まさか真に受けるとは思わなかったな」

　クククと面白そうに笑い続ける。

　えっ、冗談？　そんな……。

　呆けたようにする莉々子を横目に、望月はまだ白い歯を見せる。

　自分の生い立ちを偽って人の気持ちを弄ぶなんてひどい。

　スカートをギュッと握り締めたあと、グラスを少し乱暴にテーブルに置いて莉々子が立ち上がる。

「私、帰ります」

　だから御曹司は嫌なの。人の心をなんだと思っているの？　いくら庶民だからって、心までおもちゃのように扱うなんて最低。

　苦い思いが込み上げ、三年前に振られたときのことが一気に思い出された。

『最初からそれほど好きでもなかった』

　あのときの言葉まで蘇よみがえり、胸が詰まるように苦しい。

　……やだな、三年も経っているのに。

　バッグを持ってドアへ突き進むと、「莉々子、待て」と後ろから望月に手を取られた。その拍子によろけた身体が壁にぶつかる。

「放してください」

　力任せに引くものの、掴まれた手は外れない。

「悪かった」

「やめてください」

「ほんとに悪かった」

　グイと強く手を掴まれ、望月に向き直させられる。

「……おい、なんで泣いてるんだ」

　そう言われて初めて、莉々子は自分が泣いていることに気づいた。慌てて涙を手でぬぐうと、次の瞬間、なぜか望月の腕に抱き込まれた。

「社長……？」

「頼むから泣くな……」

　絞り出すような声が耳の奥に響く。

　三年前と同じだった。涙が溢れて止まらない莉々子を慰めた、あの夜と。

　望月の腕のぬくもりを思い出して、複雑な気持ちになる。

　あまりにも長い時間、腕を緩められる気配がないので、「もう泣いていませんから」と言うと、望月はようやく莉々子を解放した。確かめるように顔を覗き込む彼の目が、やけに切なく揺れる。

　ひどいことをしたのは望月なのに、莉々子のほうが申し訳ない気持ちになる。

「なんだか……ずるいです」

　正直に不満をぶつけると、望月は訝るように軽く小首を傾げた。『なにが？』と言っているように見える。

「社長が笑えないジョークで私をからかったのに、傷ついたような顔をするなんて」

　莉々子が唇を尖らせると、望月はその表情をフッと和らげた。

「……だな。よし、飲み直そう」

　望月は気を取り直したように莉々子の手を強引に引き、再びソファへ座らせると、新しいグラスにシャンパンを注ぎ直した。

「ほら、飲め」

　それを莉々子へ差し出す。

「私、もう帰ろうと思うのですが……」

「まぁそう言うな。もう少し付き合え。足りなければもう一本追加してもいい」

「これだけあれば十分です……！」

　まだたくさん残っているのにもう一本だなんてとんでもない。

　望月が莉々子の手を取りグラスを持たせる。

「さっきの話、悪気はなかったんだ。ごめん」

「もういいです。私もつい昔のことを思い出しただけですから」

　勢いあまってついそんな話を持ち出したことをすぐに後悔する。

　望月が当時のことを覚えていない確証はない。顔が記憶に刻まれていなくても、莉々子の話をきっかに、あの夜のことと結びつける可能性もある。できればそれは避けたい。恥ずかしいところを見せたうえ、成り行きで身体を重ねたのが自分だと気づいてほしくなかった。

「昔のこと？」

　望月が隣で身を乗り出すから、莉々子はどうしたものかと焦る。

「あ、いえ、大したことではないので……」

　そうごまかすほかにない。ところが望月は「大したことがないのなら話せるだろ」と食い下がる。

「……単なる失恋話ですから」

　莉々子がそう言った瞬間、望月の瞳が頼りなく揺れた。

　もしかしたらなにか思い出したかもしれない、と莉々子はヒヤッとする。

「失恋？　どんな？」

「話すほどのことでも……」

　そうはぐらかしたが、話せとばかりに望月の強い視線が莉々子を突き刺す。それをよけることも跳ねのけることもできず、莉々子はその先を話さずにはいられなくなった。

「一年半付き合った人に『最初からそれほど好きでもなかった』と言われたんです。それ以来、怖くて恋もできなくなりました。その人が御曹司だったので、そういう人のことは苦手です。……望月社長もそうですね」

　そこまで言うつもりはなかったが、余計なことまで口からぽろっとこぼれる。いつになく舌が滑らかなのは、お酒のせいなのかもしれない。望月を相手にしてそんなことを言えるのも、高級シャンパンで気持ちが大きくなったせいだろう。

「心外だな」

　ボソッとつぶやいた望月は、涼しげな目を細めて莉々子を睨むようにしていた。アルコールで麻ま痺ひしていたはずの神経が急に研ぎ澄まされるほど鋭い視線だ。

　莉々子は思わずソファにもたれていた背筋を伸ばし、姿勢を正した。

「莉々子の前の男がたまたまひどい男だっただけで、世の中のそういった人たちをひとくくりにするのは横暴だ」

「……私ひとりの男性の好みが偏っても、住む世界の違う御曹司は痛くもかゆくもないんじゃないかと」

　我ながら的を射たことを言ったと思った。

　さすがの社長も、これでなにも反論できないだろう。

　ところが、莉々子のそんな思惑は簡単に覆される。

「そういう屁へ理り屈くつは好きじゃない」

　ほかの意見に惑わされるほど望月の意思は弱くないようだ。

「社長がべつに好きじゃなくても……」

　望月に好かれるとは莉々子も思っていない。もともと生きる世界の違う人だ。

「その考えを矯正してやる」

　望月が、莉々子をひときわ強い視線で見据える。

「……はい？」

　矯正って、どういうこと？

「俺を好きにさせるから覚悟しろ」

「なにを言って――」

「俺と付き合え」

　莉々子を遮って、望月がとんでもないことを言い放った。

「……気は確かですか？」

　シャンパンを飲みすぎて、どうかしてしまったのではないか。

「心配しなくとも確かだ。とにかく、わかったか？」

「いえ、わかりません」

　莉々子は首を大きく横に振る。そんな話に乗れるわけがない。

　気が確かなのだとしたら、社長も元彼と同じなのかもしれない。たまには違う世界の女性と付き合ってみたいという好奇心の一種。御曹司の気まぐれ。飽きれば、三年前のようにポイと捨てられて終わり。そんな結末のわかる恋なら、最初からしないに越したことはない。もう二度と傷つきたくはないから。

「まぁわからなくてもいいだろう。ともかく莉々子は俺と付き合う。そういうことだ」

　なんて強引な……。

　莉々子は言葉を詰まらせて望月を見つめた。

「……どうしてなんですか？」

　社長がそこまで頑なになるようなことじゃない。私に執着することはないだろう。

「三年前のことを覚えているか？」

　唐突に聞かれて混乱する。

「三年前って……」

　私が振られたあの夜のことを言っているの？　それともまったくの別件？　ただ、三年前といったら、社長と私の間にほかの接点はない。

　莉々子の鼓動が徐々に速まっていく。

「莉々子がこっぴどく振られた夜のことだ」

　はっきり断言され動揺した莉々子は、ハッとして彼を見た。

「私だと気づいていたんですか」

「まあね」

　莉々子が驚いて尋ねると、望月は小さく息を吐きながら目を伏せ、ゆっくりと足を組み替えた。

「三年前に会ったのは偶然。莉々子が朝ソリの社員だとは思いもしなかったよ。莉々子の存在に気づいたのは今から半年前だったか。たまたま社内で見かけて、まさかと思ったよ。ここ半年間は中国での事業推進で日本にはあまりいなかったから、それが落ち着いたら連絡を取ろうと思っていたんだ」

　半年前といえば、莉々子が生活資材部から総務部へ異動した頃だ。

「莉々子はあの夜、俺が朝ソリの社長だと気づいていたんだろう？」

「社員なら社長の顔がわからないことはないです。あの夜はその……すみませんでした」

　あのことは一生封印して生きていくものだと思っていた。振られた夜に別の男に抱かれるような軽率な行動をしたことが信じられなく、許せなくもあったから。

「俺はあの夜からずっと、莉々子のことが心に引っかかったままだった」

　思わぬ告白をされ、思考回路が寸断される。

　望月はそんな莉々子をじっと見つめた。その瞳に切実な色を見て戸惑う。

「どうしてなにも言わずに姿を消したんだ」

「だって、振られた直後にあんなこと……」

　できることなら、あの一夜をすべて消したかった。振られたことも、望月に抱かれたことも。なにもかもなかったことにすれば、どれほど楽になれたか。

　手痛く振られた悲しい記憶と、その直後に勤め先の社長に抱かれた軽率な行動。そのどちらも、いまだに莉々子の心にしっかりと爪痕を残している。

「俺はこうして莉々子を見つけることができてよかったと思ってる」

　望月に手を握られた莉々子は、突然の展開に混乱していた。

　社長が、あの夜から私のことを？　そんなことあり得ない……。

　望月の言葉をどうしても鵜う呑のみにすることができない。望月のようになんにでも恵まれている男が、莉々子のような平凡な女に興味をもつとは考えられないから。それは、三年前の元彼との恋愛ではっきりとわかったことだ。

　もう恋はしない。そう決めて、この三年間を生きてきた。つらい思いはもう二度としたくない。相手が御曹司なら未来はわかりきっている。あのときと同じ結末が待っているに違いないもの。

　望月の話をシャットアウトするように、莉々子はカマンベールチーズをひと切れつまみ、シャンパンで流し込んだ。




　まぶたに感じる日の光が、莉々子に朝だと告げる。半覚醒の状態でまどろみながらベッドの上に足を滑らせると、いつもと感触が違うような気がした。

　こんなに張りのあるシーツだった？　素肌を優しく撫でるような、こんなに滑らかな毛布だった？

　そんな疑問が浮かび、ゆっくりと目を開ける。

　……ここ、どこ？

　窓から光が差し込んで明るいのに、部屋には煌こう々こうと明かりが点いていた。

　ハッとして上体を少し起こすと同時に、こめかみに激痛が走る。なにかで思いきり殴られたような痛みだった。

「イタタタ……」

　頭を押さえながら部屋を見渡し、ようやく昨夜のことを思い出す。大きなベッドでふと隣を見ると、スヤスヤと気持ちよさそうに眠っている望月がいた。

　う、ウソ！

　毛布に隠れていた自分の身体を慌てて確認すれば、ブラジャーとショーツのみという恐るべき下着姿だった。

　まさかこれは……〝そういう行為〟があったのとは違うよね？　〝あのあと〟なら裸だよね？

　自分の身体に問いかけてみるものの、猛烈な頭の痛みが邪魔して探れない。

　とにかく早くここから出よう。三年前のように社長と身体の関係持ってしまったのだとしたら、あまりにも軽率だ。

　莉々子の頭の中には、とにかくこの部屋から逃げ出すことしかなかった。

　ベッドサイドのソファに丁寧に畳まれた洋服を急いで着て、取るものもとりあえず、もつれる足で部屋を飛び出した。










散る桜、舞い降りたキス




　今日からまたいつもと変わらない一週間が始まる。

「莉々ちゃん、なんかお疲れモード？　週末に遊びすぎちゃった？」

　隣の席の志乃が、髪を耳にかける仕草をしながら莉々子を見て微笑んだ。彼女もいつもと変わらず美しい。

「金曜日の夜にちょっと飲みすぎました……」

「そうだったの」

　志乃が口に手を当てて、ふふふと笑う。

　望月とひと晩一緒だったことはさすがにこの場では言えない。幸いにも身体に〝行為〟の痕跡は見つけられなかったけれど、下着姿で望月の隣に寝ていたこと自体、とんでもない大失態だ。

　あの朝、莉々子は慌てて自宅アパートに帰ってシャワーを浴びた。そうすることでなんとか記憶を呼び起こそうとしたが、望月に三年前の話を聞かされたあとからよく覚えていない。

　それもこれも、ひたすらシャンパンを飲み続けたせいだ。予想もしていなかった望月の言葉をアルコールの力で突っぱねたかった。

「金曜日の夜から引っ張るなんて、莉々子さんも疲れがなかなか抜けないお年頃ってやつですね」

　向かいの席の松永が茶化す。

「まだそんな歳じゃありません」

「そうですか？　目の下にクマができてますよ」

「えっ、本当!?」

　引き出しに入れていた小さな手鏡で確認すると、松永の言うとおりだった。久々にひどい状態。あれからいろいろと考え込んで、全然眠れていないのは事実だ。

「志乃さん、ちょっと直してきてもいいですか？」

「うん、いいわよ」

　メイクでどうにかなるのか不明でも、直さないよりはマシだろう。

　ロッカールームへ行こうと席を立ち、莉々子が総務部を出るためにドアを開けようとしたときだった。ドアノブを掴みかけた手が空を切ってドアが開き、彼女の前に背の高い人が立ち塞がる。

　一瞬のうちに、嫌な予感が背中を駆け抜けた。ついこの前、強引さの中に甘さを秘めた男の放つオーラをそばで感じたばかりだった。

　恐る恐る目線を上げていった莉々子は、見事に的中した予感にヒヤリとした。望月が現れたのだ。

「お、おはようございます……」

　莉々子がボソボソと挨拶をすると、その背後から「望月社長！　おはようございます！」と部署のメンバーが次々に声を上げる。

「こんなところまでいったい……？　なにかございましたか？」

　部長の木村が不安そうに歩み寄る気配がした。なにしろ総務部にわざわざ望月がやってくることはほとんどない。いったい何事かと不審がるのも当然だろう。

「いえ、特にありません」

　そう答えてから莉々子へ下りてきた望月の視線に、なにを言われるのかと胸が張り詰める。

「忘れ物だ」

　望月が気を持たせるようにして紙袋を莉々子に突き出した。その目がいたずらっぽく揺れる。

　忘れ物って……？

　ゴソゴソと音を立てて焦りながら中を確認すると、なんとそれは莉々子が脱ぎ捨ててくたくたになったストッキングだった。

　実はホテルの部屋を飛び出してすぐにそれを忘れたことに気づいたが、すでに扉はオートロックで閉まったあと。チャイムを鳴らして望月を起こすことは避けたくて、そのままにしたのだ。

　まさか望月が丁寧に持ち帰って、こうして届けるとは予想だにしなかった。

　捨ててくれればよかったのに、と思っても、莉々子はそれを声にも出せない。なにしろ先ほどから彼女の背中には、みんなの視線が痛いくらいに突き刺さっているから。

「あ、あ、ありがとうございました」

　莉々子がつっかえながらお礼を言って望月にそそくさと背を向けると、部内の空気を感じ取ってくれたのか、ようやく彼が立ち去る気配がした。

　ふぅと大きく息を吐き出し、紙袋を小さく丸める。

　本当に勘弁してほしい。

　顔を上げると、部長以下、全員の目はまだ莉々子に向いていた。

「忘れ物ってなんですか？　社長がわざわざ届けるってよっぽどですよ。どこになにを忘れたんですか？」

　松永が興味津々に尋ねる。

「あ、えっと……」

　ホテルにストッキングを忘れたとは、とてもじゃないけれど言えない。

「た、大したものじゃないの。ちょっと、ね」

　かなり怪しいだろうと莉々子自身も思う。もしもこれが別の女性、例えば志乃だったら、莉々子も絶対にふたりの仲を疑うだろう。

　現に、いつも優しい目をしている志乃が、どことなく湿気を含んだ眼差しで莉々子を見ている。完全に疑惑を持っているに違いない。

　しかし男性陣はその話題にすぐに飽きたのか、「まぁ今度は社長室に忘れ物なんかしないようにね」と言いつつ仕事に戻っていった。

　忘れ物をした場所が、彼らの中で社長室になっていて助かった。この前の異臭騒ぎのときに置き忘れたと思ってくれたのだろう。

「志乃さん、本当になんでもないんです」

　ムキになるほうがかえっておかしい気もしたが、変な誤解はなるべく避けたい。

　志乃は「そう」と軽く微笑み、パソコンに向かった。

　それを見届けてから小さく丸めた紙袋を机の引き出しの奥にしまい込み、莉々子も各部から届いたメールの確認を始めた。




　それから十分ほど経ったときのこと。総務部の内線が鳴り、松永が即座に応答する。

「はい、すぐに参ります。……え？　倉木、ですか？」

　そう言いながら、向かいの席のパソコンの横から松永が顔を覗かせる。

　なんだろうと思いつつ「私？」と莉々子が自分の胸を指差すと、松永は首を傾げながらうなずいた。受話器を置いた彼が「莉々子さん、ご指名ですよ」と意味深に笑う。

「誰から？」

「社長です」

「え!?」

　思わず床をポーンと蹴った弾みで、キャスター付きの椅子がデスクから遠ざかる。またしてもみんなの注目を集めてしまった。

「どうして指名なんて」

「そんなの知りませんよ。なんか、この前頼んだチケットがどうとか言っていましたけど」

　チケットならば、発券して秘書の上田に渡したはず。便の変更でもあったのだろうか。

「わかりました。行ってきます」

　社長室へ行くことは気が進まないが、仕事ならばそうも言ってられない。

「社長、莉々子ちゃんのことが気に入っちゃったのかね」

　腰を上げた莉々子を木村がからかう。

　莉々子がついジトッと睨むと、「さてと、私は巡回にでも行ってこようかな」と木村は逃げるように総務部を出ていった。

　この際だから、社長にはストッキングは届けなくていいと、ひと言伝えておこう。彼のデリカシーのない行動のおかげで、みんなにからかわれた、と。

　向かいにある秘書室を通さず、莉々子にしては珍しく鼻息荒く社長室をノックすると、中から「どうぞ」と返事があった。

「失礼します」

　莉々子が中へ入るなり、望月が「寝不足か？」と首を傾げる。

　なんのことかと莉々子がポカンとしていると、「クマがすごいぞ」と指摘され、そこでようやく思い出した。メイクでクマをごまかすためにロッカールームへ行こうとしていたのだ。そこへいきなり現れた望月に衝撃的なことをされ、すっかり忘れてしまっていた。

「社長がいけないんです！」

　説明を端折って、莉々子はつい不満をぶつける。

　望月のせいでクマができたわけではないが、化粧を直しに行けなかったのは半分、彼の責任とも言える。

「ずいぶんな言いがかりだな」

　望月はデスクで両肘を突いて莉々子をじっと見据えた。目の端には笑みが浮かぶ。

「どうしてストッキングなんて……」

　一番言いたかったことはこれだ。クマはこの際、置いておこう。

「連絡先を知らないんだ。直接持っていくしかないだろう」

　望月は不満そうに顔をしかめた。そうしてもなお端正な顔立ちが崩れないことに、莉々子はつい感心する。

「それはそうなのですが……。でも、届けるようなものではないと思うんです。そのままホテルのゴミ箱に捨ててくだされば」

　莉々子は懸命に説明する。

「金持ちは嫌いだと言っておきながら、自分の物を捨て置くというのは論理的におかしいな」

　背もたれに身体を預け、望月がニヤリと笑う。

　その言葉に莉々子はギクッとした。痛いところを突かれて反撃ができない。

「と、とにかく、ああいうことはもう……おやめください」

　望月を論破することは無理だろうと諦め、莉々子は要望だけを伝える。

「それじゃあ、莉々子に用事があるときは？」

「私に用事を作らないでいただけると……」

　仕事上ならともかく、今回のようなことは勘弁してほしい。総務部のみんなにからかわれて大変だから。

　ところが望月は再びデスクに両肘を突いて手を組み、「そういうわけにはいかない」とやけに強い視線で莉々子を見た。

　だけど莉々子には、望月の言いたいことがひとつとして理解できない。

「この前も言っただろう。俺を好きにさせると」

　望月が強く見据えるから、莉々子は思わず背筋が伸びる。彼の視線には抗えない力があるように思えてならない。それはときに優しく、ときに甘い。だから三年前のあの夜も、莉々子は望月の手に導かれるまま車に乗り、唇を合わせ、身体を重ねた。

　でも、あれはあの夜限り。彼を好きになることは、この先もない。

「先日もお話ししましたが、無理です」

「その理由は？」

　望月に切り返され、莉々子の目が泳ぐ。『そんなものはないだろう』と言っているように見えるまっすぐな目から逃げるような格好になった。それでも必死に頭を働かせる。

「……私、彼氏がいるんです」

　パッと思いついた最適な理由だった。これで望月もなにも言えないだろう。

　莉々子が頼りない自信を胸に彼を見ると、望月はまるで真偽を探るかのようにその目を鋭くさせた。

　逸らしてはならない、と莉々子は目に力を込める。

「恋愛はもう懲りているんじゃなかったのか？」

　そういえばそうだった、と莉々子は思い出す。先日スイートルームで、望月にそんな話をしたばかりだ。

「それはその……そうだったんですが、彼のおかげでまたできるように……」

　明らかにおかしな言い分だと思う。莉々子は自分でもどうしたらいいのかわからなくなった。発言がちぐはぐで、どうにも収拾がつかない。

「それじゃ、その彼氏とやらに会わせてもらおう」

「……はい？」

「その場しのぎのウソの可能性もある」

　完全にばれてるじゃない。

「ウソ、じゃないです……」

　ウソにウソを重ねる莉々子の唇は震えていた。

「それならば紹介できるだろう？」

　なにかを企むように望月が目を細める。見つめ合った視線にパチッと火花が飛び散った気がした。

「……わかりました」

　退路を奪われ、了承するよりほかになかった。

「今夜、この前のラウンジで」

「今夜ですか!?」

「彼氏なら、莉々子のワガママくらいなんてことはないんじゃないか」

　おそらく莉々子のことを試しているに違いない。彼氏がいるとは思っていないのだろう。望月は、片方の口角だけを上げてみせた。

「ル・シェルブルのラウンジですね。わかりました」

「楽しみにしてる。それじゃ俺は来客があるから下がっていいぞ」

「チケットは……？」

　そのために莉々子は呼ばれたはずだった。

「それは莉々子を呼びつける口実にすぎない」

「そんな……」

　莉々子は自分が弄ばれているとしか思えなかった。

　やはり庶民はおもちゃくらいにしか考えていないのだ。こうなったらなにがなんでも〝彼氏〟を紹介しなければ。

　固く決意していると、社長室のドアがノックされた。顔を出した秘書の上田は、莉々子を見て『どうしてあなたがここに？』といった険しい表情をしてから、「お客様がお見えですが」と望月にお伺いを立てる。

　その隙を見計らって「失礼いたしました」と莉々子は部屋から退散する。

　一目散に彼女が向かったのは、松永のところだった。

「松永くん、ちょっといい？」

「な、なんですか？」

　彼の腕をむんずと掴み、総務部の部屋から引っ張り出す。

「お願い！　私の彼氏になって……！」

　莉々子が両手を顔の前で合わせてお願いすると、松永は目をこれでもかというほど見開き「はぁ？」と盛大な声を漏らした。

「莉々子さん、俺に彼女ができたばかりだってこと知ってますよね？」

「もちろん」

　莉々子はうんうんとうなずく。毎日浮かれているのをさんざん目にしている。

「それなのにどうして俺に告白なんて」

「告白じゃなくて、彼氏のふりをしてほしいの」

　付き合い始めて間もないラブラブの松永に、いくらなんでも告白する勇気はない。もちろん松永に対する恋心も存在しない。

「ふりぃ？　余計にふざけるな！って感じですよ」

　松永が大げさに顔をしかめる。

「そんなこと言わないでほしいの。お願い」

　訴えかけるように松永を見る。彼に断られたら、ほかに頼める人はいない。

「いったいどうしてそんなことを？」

　松永は大きくため息をつき、腕を胸の前で組む。呆あきれているのは手に取るようにわかった。

「実はね、望月社長が私に友達を紹介するって強引で」

　彼氏が架空なら、友達も架空。望月から直々に『付き合え』と言われたことを白状できるはずもない。あちらこちらでウソを重ねることに胸が痛んだ。

「社長が自分の友達を莉々子さんに？　なんでまた？」

「さ、さぁ、なんでだろうね？」

　不思議がる松永に、莉々子もめいっぱい首を捻る。演技がこれほど難しいことだとは思いもしなかった。

「松永くんも、私が恋愛はもう懲り懲りで、イケメン御曹司が苦手なことは知ってるでしょ？」

　莉々子は以前、恋愛の話になったときに松永にもそんな話をしたことがあった。

「……はい、まぁ」

　松永はうなずきながらも不審そうに眉をひそめる。

「社長の友達だったら絶対お金持ちに決まってると思わない？　私、そんな人を紹介されても困ると思って、とっさに『彼氏がいます』ってウソをついたの。そうしたら、『それじゃそいつを紹介してみせろ』って」

　あたふたしながらも、莉々子はなんとか偽りの説明をする。松永がどんな反応をするのか不安で、少しうつむきながら彼の様子をうかがった。

「なんか腑ふに落ちませんね」

　松永が腕を組んで首を捻る。

「え？　なにが？　どのへんが？」

　ギクッとしながら莉々子が聞き返す。次々と質問をぶつけるあたりは、ますます挙動不審だ。

「全部。どうして社長がそこまでムキになって莉々子さんを友達に紹介するんでしょうか」

「そ、それは……。とにかく、私が断るには彼氏を連れていかなきゃならないの。それで、その役を松永くんにやってもらいたいの。松永くんしかいないの。だからお願い。今度おいしいものをごちそうするから！」

　なりふりかまってはいられない。莉々子が必死になってお願いすると、松永もようやく「わかりましたよ」と納得してくれた。

「今回だけですからね？　おいしいものも、金に糸目をつけないって約束してくださいよ？」

　なんとも恐ろしい念押しをして、彼は総務部へ戻っていった。




　その夜、松永を伴った莉々子はル・シェルブルへやってきた。

「おぉ、すげぇ」

　さっきから彼は、隣でそれしか言っていない。キョロキョロと見回しては感嘆の声を漏らし、おのぼりさん丸出し。最上階にあるラウンジに着いてもそれは同じで、眼下に広がる夜景を見てさらにヒートアップした感じだった。

　その夜景を堪能できるカウンター席に案内してもらったタイミングで、店内に黄色い声が上がる。何事かと松永とふたり揃って振り返ってみれば、ちょうど望月が入ってきた。今夜も追っかけがいるようだ。声の方を見たら、この前と同じ顔ぶれだった。

　座ったばかりの椅子から立ち上がり、松永が「お疲れさまです」と頭を下げ、その隣で莉々子も同じように挨拶をする。黄色い声が聞こえていないのか、ただ無視をしているのか、望月は軽く手を上げてスマートな様子でふたりの前に立った。

「……こちらが私の彼、松永くんです」

「松永です！」

　片手で隣の松永を差すと、望月は莉々子から視線を横へとずらし彼を見た。

　両手を脇に揃えて、松永がピンと背筋を伸ばす。彼なりに緊張しているようだ。

「……総務部の？」

「社長に顔を覚えていただいているとは光栄です」

　相当嬉うれしいのか、松永はやけにご機嫌に「お座りください」と望月に席を勧めた。

　望月と松永に挟まれるようにして座った莉々子は、居心地がとても悪い。

　今夜は失態をさらすわけにはいかないと、莉々子はウーロン茶を、松永はジンライムを頼んだ。

「それにしても、社長のご友人に莉々子さんを紹介って――うっ……」

　余計なことを言い始めた松永の脇腹に、莉々子の肘鉄がお見舞いされる。手加減はしたつもりだけれど、松永は思いのほか苦しそうだ。

「ちょっ、莉々子さん、なにするんですか」

　小声で抗議する松永を望月から見えないようにしたが、「俺の友人に？」と当然ながら望月が聞き返す。

「あぁえっと、ここの夜景ほんっとに綺麗ですね」

　それを遮るように、莉々子は脈絡のないことを言ってみる。

「莉々子さん、知らないんですか？　ここの夜景は恋人たちの憧れるスポットナンバーワンですよ」

「そうなの？」

　それは知らなかった。ここに素敵なラウンジがあることは、真紀にチケットをもらって初めて知ったのだ。

「松永くんもここは初めてでしょ？」

「はい。思った以上の景色ですね。今度里り穂ほと――うっく」

　松永をもう一度肘で小突き、きつく睨む。

　本物の彼女の名前をここで出さないで！

　とはいえ、莉々子もなんのためにここへ来ているのかを忘れ、松永と呑気にいつものような会話をしたことは否めない。なんとか形勢を整えようとウーロン茶で喉を潤すと、今度はどこからか軽快な音楽が聞こえてきた。

「あっ、ちょっと失礼します」

　そう言って松永が莉々子たちに背を向け、スマホで通話をし始める。なんだか嫌な予感に包まれたそのとき、彼がくるっと振り返り、いきなり「ごめんなさい、莉々子さん」と立ち上がった。

「え？　なに、どうしたの？」

　すると松永がコソコソと莉々子に耳打ちをする。

　なんと彼女の里穂が風邪をひき、彼に今すぐ来てほしいということだった。

「そんな……もうちょっとで済むから付き合ってよ」

　小声でお願いしても、首を縦に振る松永でないことは莉々子もわかっている。なにしろ今は、付き合い始めて一番ふたりが盛り上がっている時期。彼女と莉々子のどちらをとるのかは一目瞭然だ。

「本当にすみません、莉々子さん」

　顔の前で手を合わせるという、莉々子が何度も彼にしてみせた仕草を松永がする。

「社長、すみません。急用ができたのでお先に失礼します」

　よほど彼女のことが心配らしく、松永は転がる勢いで店を出ていった。

　望月とふたりで残された莉々子。横からはとてつもなく嫌味な視線が注がれているのを感じる。

「彼氏、行っちゃったな、莉々子」

〝彼氏〟部分を強調して、望月がからかうように言った。偽りだと完全に見破っているのだろう。

「そ、そうですね、急用なので仕方ないです」

　それでも莉々子は演技を続け、出されたウーロン茶を飲んで隣の様子をうかがう。

　このあとどうしたらいいの!?　でも、一応は彼氏を紹介したわけだし、今夜の用事は済んだと思ってもいいのかな。ということは私、帰ってもいい……？

「あの、では、私もこれで……」

「人選ミスだな」

　バッグを持って莉々子がそそくさと立ち上がると、望月がボソッとつぶやいた。

「彼氏のふりをしてもらうなら、もっと演技のマシな男にしろ」

　ずばりと指摘されて動揺する。このまま逃げ切ろうとした莉々子の目もく論ろ見みは、見事に外された。なにも言い返せずに唇を震わせていると、望月は流し目で莉々子を見て意地悪な笑みを浮かべる。

「まぁ座れ」

　莉々子の座っていたスツールを引いた。

「最初からウソだとわかってたよ」

「……最初って、私が『彼氏がいますから』と言ったときですか？」

　望月は思い出したように口元を軽くほころばせながらうなずいた。

「人間は、ウソをつくときにはそれがばれないように必要以上に相手の目を見つめるものだ」

　言葉もなかった。まさにそのとおりだった。目を逸らしたらアウトだと思い、強烈に望月を凝視した自覚が莉々子にはある。心の中を覗き見されたようで恥ずかしい。

「ほら、座れ」

　もう一度促されたが、素直に応じられない。望月の言葉に流されるわけにはいかないのだ。

　莉々子は彼に一礼する。

「すみません、やっぱり帰らせてください」

「莉々子、待て」

　望月の声に足を止める気はなかった。




　翌日、出勤早々軽い調子で「昨日はすみませんでした。大丈夫でしたかぁ？」と聞いてきた松永に、莉々子は鋭く睨むことで答えた。

　あの状態を大丈夫だと思うなら、相当鈍い男だ。

「おいしいものをごちそうしてくれるんですよね？」

「そんなわけがないでしょう？　大失敗だったんだから」

　最初からウソを見抜かれていたことは黙っておくことにした。

「ところで里穂ちゃんの具合はどう？」

「熱があるので、今日は休ませました」

　付き合い始めて早々に彼女のアパートで半はん同どう棲せいを始めた松永は、今朝もそこから出勤してきたそうだ。

　とにかく、今度なにか人手を必要とするときには人選に気をつけよう。

　莉々子は密かな決意を胸に午前中の仕事を終えた。




　お昼になると、社員食堂お決まりの席にはすでに真紀が陣取っていて、莉々子の姿を見つけるや「こっちこっち！」と手を振る。そして、向かいに座った莉々子のランチトレーを見て「それ全部食べるつもり？」と目を見張った。

「うん、ちょっと食べて発散しようかなと思って」

　今日の莉々子のメニューは『フライてんこもり定食』だ。ヒレカツにエビフライ、男爵コロッケという、まさに揚げ物が〝てんこもり〟。こんなメニューを頼んだのはさすがに初めてで、正直なところ食べ切る自信はない。

　ここでは成人病予防のメニューや女性向けのライトなものも好評だが、食べ盛りの若い男性向けメニューもきちんと取り揃えられている。

「いったいなにがあったの？　そういえば、あのチケットはちゃんと使えた？」

　昨日、真紀とはランチタイムがずれて、ラウンジで望月がピアノを弾いていたことも、そのあとの話もまだしていない。

「うーん……」

　いろいろありすぎて、なにから話したらいいのか。

　フライにソースをかけながら莉々子が頭の中を整理していると、「ここいい？」と志乃が現れた。

「もちろんです。どうぞ」

　隣の椅子を引いて、志乃に座ってもらう。

　今日の彼女のランチは、おからの煮物とごぼうサラダにご飯と味み噌そ汁しるという超ヘルシーなもの。〝これぞ女子〟というメニューだ。大盛りのフライとの違いを見せつけられ、莉々子は今さらながら恥ずかしい。

　志乃も真紀同様に「そんなに食べるの？」と驚いていた。

「ところで今朝、莉々ちゃんが松永くんと話してた〝大失敗〟って、なんの話だったの？」

　唐突に志乃が莉々子に尋ねる。今まさにその話をしようと思っていたところだ。

「昨日の月曜日もふたりでコソコソしていたでしょ？」

「あ、はい……」

　志乃にはしっかり見られていたようだ。

　真紀が「なんの話？」と興味津々に莉々子を見る。

「実は社長とちょっとありまして……」

「ちょっとって？」

　志乃の目が鋭くなったような気がした。まさか社長が話題に上るとは思いもしなかったのだろう。

　昨夜のことを話すには、真紀にもらったチケットを持って莉々子が訪れたラウンジで望月にばったり会った話からしなければ、うまく説明ができない。

　望月の追っかけから逃げるために一緒にラウンジを出て、部屋で飲み直すことになり、酔っ払ってそのまま朝を迎えたことをひと思いに話すと、ふたりとも絶句して固まった。その顔には、『もしかして社長と一線を越えたの？』という疑惑が満ちている。

「念のために言っておくけど、〝そういうこと〟にはなってないからね？　志乃さんも勘違いしないでください」

　それぞれに念押しすると、からかうような目で「本当に？」と莉々子を見た真紀とは対照的に、志乃は複雑な表情を浮かべていた。

　もしかしたら志乃は、莉々子のとった行動を女性として恥ずべきことだと思ったのかもしれない。以前、恋愛話になったときに、長年片想いしている相手がいると莉々子は聞いたことがある。これは想像にすぎないが、志乃は貞操観念がしっかりしていて、莉々子の行動が軽率に映ったのではないか。

「それじゃ、この前の忘れ物って、そのときのものだったの？」

　志乃が小首を傾げる。

「……そうなんです」

　さすがに中身がストッキングだったとは言えない。

「忘れ物って、なんの話？」

　真紀がテーブルに身を乗り出す。

「あ、それはね……大したものじゃないんだけど、ホテルの部屋に忘れ物をしちゃって、社長が総務部に届けてくれたの」

「へぇ、大したものじゃないのにわざわざ？」

　真紀がニヤニヤと目を細める。どうやら彼女は、莉々子と望月の間に〝なにか〟があってほしいと期待しているようだ。

「それで、松永くんとのことがどう社長につながるの？」

　志乃が話の軌道修正をする。

「あぁ、えっとですね、イケメン御曹司が苦手だと言ったことに社長が怒って、その考えを改めさせてやるとかで……」

「改めさせるって、どうやって？」

　ふたりの探るような目が向けられ、莉々子はなんとも居心地が悪い。

「……俺と付き合えって」

「えー!?」

　ボソッと答えると、真紀は悲鳴に近い声を上げた。

　即座に「しーっ！」と口に人差し指を当ててトーンダウンをお願いする。

　一方、志乃は放心したように莉々子を見つめていた。

「松永くんに彼氏のふりをしてもらおうと思ったんだけど、社長にウソがばれて大失敗」

「それじゃ、付き合うの!?」

　真紀がさらに身体を乗り出す。上半身がほぼテーブルに乗っているような状態だ。

　その質問に、莉々子は首を横に振った。

「断ったよ。住む世界が違いすぎる」

　正確に言うならば、〝逃げた〟が正しい。望月は莉々子に好意があるようなニュアンスを含ませていたが、それを鵜呑みにすることはできなかった。女性に不自由することのない彼が、三年も前のたった一度の関係を忘れられずにいるとはどうしても考えられない。

「付き合わないのね？」

　繰り返して聞く志乃に、「はい」と莉々子はうなずいた。

　はっきりと返事をしたわけではないけれど、莉々子の気持ち的に望月と付き合うことは〝ない〟と断言できる。

「でも今の話を社内の女子社員が聞いたら、莉々子は恨まれるだろうね」

「……それを言わないで」

　莉々子の苦手なイケメン御曹司は、みんなの大好物。女子社員からの人気は絶大なのだ。

　そこでふと、垣間見た望月の切ない目を思い出して、莉々子の鼓動がトクンと軽く跳ねる。

　やだな、私ってばなにを思い出してるのよ。

　頭を軽く振り、その残像を振り払った。

　ここ数日のうちに自分の身の上に起きたことはとにかく話せた。あとはこのフライの山を崩すだけだ、と莉々子はタルタルソースをたっぷりつけたエビフライを口に運んだ。




　三日後。備品台帳を整理しているうちに、気づけば総務部は部長の木村と莉々子のふたりだけとなっていた。腕時計を見れば、午後六時。退勤時間を三十分過ぎている。

　私もパソコンをシャットダウンしたら帰ろう。

　そう思いつつ莉々子が「ふぅ」と息を吐きながら背伸びをすると、木村が申し訳なさそうにひょっこりと顔を覗かせた。

「莉々子ちゃん、申し訳ないけど今日は先に帰らせてもらうよ」

「あ、はい。私ももう帰りますから大丈夫です。お疲れさまでした」

　座ったまま頭を下げて莉々子がマウスを操作していると、総務部内に内線が鳴り響いた。

「はい、総務部倉木です」

《秘書室の上田です。社長室の蛍光灯が切れているので、すぐに交換をお願いしたいのですが》

　現場担当は誰ひとり残っていない。

「申し訳ありませんが、担当者が退勤しているので明日の朝一でもよろしいでしょうか？」

《それは困ります。明日は朝から来客の予定もありますので》

　それならばもう少し早く声をかけてくれればいいのに、と不満をもったが、蛍光灯は予告して切れるわけではないから仕方ないだろうと思い直す。現場のことはちょっとしたフォローしかしていないが、蛍光灯の交換なら外して新しいものをはめ込むだけだ。

「承知いたしました。すぐに伺います。……あの、ちなみに社長はいらっしゃるんでしょうか」

　莉々子が恐る恐る尋ねると、なんでそんなことを聞くのかと思ったのか、上田は少し間を空けてから《望月社長は出張中です》と答えた。

　そういえば中国行きの航空券を手配したのは自分だったことを思い出す。

「そうなんですね。では、これから伺いますので」

　望月の不在にホッと胸を撫で下ろした。ラウンジから逃げるように帰ったあとでは顔を合わせづらい。

　脚立と蛍光灯を抱え、社長室へ向かう。莉々子がエレベーターから降りると、内線をくれた上田がそこで待ちかまえていた。

「申し訳ありませんが、私は用事があって帰りますので、あとはお願いしてもいいですか？　秘書室の人間はもうすでに退勤しているんです」

「かしこまりました」

　エレベーターの前に彼女がいたのは、早く帰りたかったからだろう。

　社長室の施錠は警備室に依頼することとなり、莉々子がひとり社長室へ入ると、蛍光灯が二本切れていた。念のために三本持参していたので、事足りそうだ。

　設置した脚立に危なっかしい足取りで上り、切れた蛍光灯を外しては下りる。そうして新しいものを持って脚立に上ったときだった。

　誰も入ってこないだろうと思っていた社長室のドアがいきなり開き、驚いた弾みで蛍光灯が手から滑り落ちていく。あ！と思ったときには、室内にパリン！という軽い破裂音が響いた。

　慌てて脚立から下りると同時に、「莉々子？」という声が耳に届く。まさかの望月の登場だった。

「大丈夫か？」

「申し訳ありません！　すぐに片付けますので！」

　大急ぎで総務部から掃除用具一式を持って莉々子が戻ると、なんと望月が素手で蛍光灯を拾っていた。

「社長！　私がやりますから！」

　怪け我がをさせてしまったら大変だ。

　軍手をはめた手で望月を制したが「ふたりでやったほうが早い」と、彼はやめる気配がない。莉々子は仕方なしに、「ありがとうございます」とお願いすることにした。

　あの夜のあとだけになんとも気まずい。莉々子は早く片付けて退散したいと願うばかり。分厚い軍手をはめた手で大きな破片を拾っていく。

「蛍光灯の交換は現場の担当だろう？」

「そうなんですが、上田さんから蛍光灯が切れていると連絡をいただいたときには私しか残っていなかったんです。どなたもいらっしゃらない社長室で作業をして申し訳ありません」

「いや、それはかまわない。帰って早々、莉々子の顔を見られたし」

　不意打ちで甘いセリフを言われて頬が熱を持つ。莉々子にとって都合の悪い話になるのを恐れ、慌てて別の話題を振る。

「……ちゅ、中国へ行ってらしたんですよね？」

「たった今帰ってきた」

「そうですか……」

　ところが、せっかく振った話題もすぐに尻すぼみになる。次はなにを話そうかと考えているうちに、フロアは綺麗になった。

　さっさと作業を済ませて退散したいが、莉々子はスカート。さっきは誰の目もなかったためかまわずに脚立に上ったが、今度はそうもいかない。どうしようかと莉々子が慎重に蛍光灯を持つと、望月が「俺がやるよ」とひょいとそれを取り上げる。

「えっ」

　莉々子が戸惑っているうちに、望月は手際よく蛍光灯の設置を完了させた。

「すみません。ありがとうございました……」

　軍手を外して頭を下げる。そして顔を上げたところでふと、望月の髪に目が留まる。

　ピンクの……あれは桜の花びら？

　彼女の目線に気づいた望月が「なんだ」と訝る。

「あ、いえ、そこに……。ちょっと失礼します」

　そう言って手を伸ばして花びらをつまみ、彼に見せた。

「桜か。風が強かったからな」

「風が？」

「……ああ」

　莉々子が聞き返したことを不思議に思ったらしく、望月は間を空けて返した。

「すみません、急ぎますのでこれで失礼します」

　こうしている場合ではない。社長がいれば施錠を警備室に依頼しなくても大丈夫だろう。

「あ、おい！」

　彼に呼び止められたが、脚立と古い蛍光灯を抱えて大慌てで社長室を出る。

　急いで身支度を整えて社屋を飛び出すと、桜の花びらが風に吹かれて一斉に舞っていた。ビル風に追われて、まるで大きな竜巻のようにゆっくり夜空へ高く、高く散っていく。

　風に巻き上げられる髪とスカートを押さえながら莉々子が見上げれば、ビルの隙間から顔を覗かせた夜の空と花びらのピンクのコントラストがとても綺麗だった。

「莉々子、なにしてるんだ」

　不意に声をかけられ振り返ると、キャリーバッグを引いた望月がいた。

「見てください、この景色」

　目の前を指差すと、望月が莉々子の隣に並んで立つ。

「今年の桜も今夜で見納めだな。これが見たくて急いだのか」

「はい。大好きな景色なんです」

　咲き誇っている姿よりも、儚く散っていく姿。これを見られるのは、また一年後だ。

　そうして時間を忘れて眺めていると、莉々子の視界がふっと遮られた。次の瞬間、唇に柔らかい感触。キスされたことに莉々子が気づいたのは、その唇が離れて望月が優しく笑ったときだった。

　突然のキスとその笑顔にドキッとしつつ一歩飛びのく。

「莉々子、俺と恋をしないか」

　少なくとも冗談を言っているような顔ではなかった。まっすぐ注がれる眼差しに、不覚にも莉々子の胸が高鳴る。

「……私、もう恋はしないって。それに、御曹司は苦手なんです」

「それはそれ、これはこれだ。莉々子の過去と俺との恋愛は別物だと考えて」

「でも……」

　莉々子が反論したそばから強く腰を引き寄せられ、もう一度唇が塞がれる。よける隙もないキスは、ひときわ強い一陣の風に吹きつけられるまで続いた。




　磨き上げられた真っ白な車体。高級車として名高いエンブレム。望月の運転する車に乗せられ、莉々子は押し切られる形で彼のマンションを訪れていた。なにやら渡したいものがあるらしい。

　ワンフロア当たりの戸数が少なそうな低層マンションは、一歩足を踏み入れたそばからため息の連続だった。なんとドアマンやポーター、フロントコンシェルジュまでいて、バレーサービスもあるらしい。超一流ホテル並みのサービスだ。

　大理石や御影石など、素人目にもわかる素材がラグジュアリー感を醸し出している。

　三年前にも一度訪れてはいるが、あの当時は周りを見る余裕がなかったせいで、莉々子はこの景色にいっさい見覚えがない。

「適当に寛いでて」

　望月にそう言われたが、庶民の莉々子には座ることもはばかられるような室内空間だ。いかにも高そうなソファや調度品はアースカラーで統一され、今いるリビングダイニングだけでも三十畳はあるだろう。その一角には、漆黒のグランドピアノが鎮座していた。窓の向こうには広いバルコニーも見える。

　コーヒーの香りが立ち込めたと思ったら、望月がカップをふたつ持ってソファに腰を下ろした。

「座らないのか？」

「す、座ります」

　不思議そうに莉々子を見上げた望月との間をふたり分ほど開けて、ちょこんと座る。のこのことついてきたことを早くも後悔し始めていた。あの夜のことが嫌でも蘇り、顔が熱くなる。

「なにも襲ったりしないから、そこまで警戒するな」

　まるで莉々子の考えを見透かしたように望月が呆れる。ドキッとして見た彼は、怪しむように目を鋭くさせていた。

「でもさっきは……」

　いきなりキスをされたと苦情を訴えようと思ったが、不意に望月の唇の感触が蘇り、莉々子の頬が紅潮する。

「そうだったな」

　莉々子がなにを言いたかったのか察したらしい。でも、まるで忘れていたような口ぶりだ。望月は軽く笑い、優雅に足を組みながらコーヒーに口をつけた。それがまた絵になるのが莉々子はちょっと悔しい。

　今まで何人の女性が莉々子のようにこの部屋を訪れたのだろう。先ほどのように半ば強制的じゃなくとも、社長ならたやすいだろう。彼に誘われて拒める女性がいるとも思えない。彼には、持ち合わせた静かな雰囲気の中にどことなく拒絶しがたいものがある。

「コーヒーは嫌いなのか？」

　莉々子はそこで我に返り、「いえ、好きです」と急き立てられるようにカップを持ちひと口飲んだ。

「おいしい」

　香ばしい匂いがフワッと鼻から抜けていき、その余韻までも美味。きっと高級な豆なのだろう。莉々子はこの部屋の雰囲気にすっかり呑まれていた。

「ごく普通の豆だ」

「そうなんですか……って、私の考えていることがわかったんですか？」

　口には決して出していないのに、さっきから莉々子の頭の中は丸裸だ。

　弾かれたように彼を見ると、その口元にニヤッという笑みが浮かぶ。

「莉々子のことだから、俺の部屋にあるものはどれも高価なものに違いないと嫌悪感を持っているんじゃないかとね」

　嫌悪感を持ってはいないが、おおまかに言えばそのとおりかもしれない。なんて優れた洞察力だろう。

「どうだ、違うか？」

「ごもっともです」

　莉々子は素直に認めた。

「このコーヒーカップだって、特別高いものじゃない」

「そうなんですか。ル・シェルブルのロイヤルスイートに泊まって、いかにも高そうなシャンパンを飲んでいらしたから……」

　てっきり何万もするような、どこかの高級ブランドなのかと思っていた。

「あの部屋にはたまに気晴らしで泊まるが、シャンパンは友人からの誕生日プレゼントだ」

「誕生日って、あの日がそうだったんですか？」

　驚いて尋ねた莉々子に、彼は「ああ」と短く返事をした。

「……おめでとうございます」

「めでたい歳でもない」

　遅ればせながら祝うと、望月は照れくさそうに笑った。

　望月によると、シャンパンはあのホテルの副社長からのプレゼントだったそうだ。

　そういえば、ピアノもその彼に頼まれてたまに弾いていると言っていたっけ。でも、誕生日をひとりで過ごしていたということは、本当に恋人がいないってこと？　私のことはからかっているだけで、付き合おうというのも本気じゃないとばかり……。

　莉々子は複雑な気持ちだった。望月が放った『俺と恋をしないか』という言葉が、頭の中をリフレインして鼓動が速まる。

「なんにでも贅の限りを尽くしているわけじゃない。金持ちとひとくくりにまとめられるのは心外だ」

「……すみませんでした」

　ここはしおらしく謝るしかない。

　元彼の仕打ちは大罪だ。おかげで莉々子の目には厄介なフィルターが装着されてしまったのだから。

「あの、ひとつ確認したいことがあるんですけど……」

　望月の視線がゆっくりと莉々子へ向けられる。

「この前の夜、ホテルで話したことと、さっき桜の下で社長がおっしゃったことは本気ですか？」

　彼は思い返すようにいったん目線を外してから、再び莉々子を見た。

「本気だ」

　望月がそう断言した途端、莉々子の心臓がドクンと音を立てる。恋はもう凝りたはずが、望月があまりにも真剣な表情を見せるものだから心にさざ波が立った。かといって、すぐにイエスとうなずくこともできない。『最初からそれほど好きでもなかった』という元彼のセリフの勢力が、いまだに巨大すぎるのだ。

「……少し考えさせてください」

　それでも譲歩したほうだと莉々子は思う。

　望月は「いい返事を待ってるぞ」と、意外にも待つことに応じた。そして、おもむろに立ち上がると、持ち帰ったキャリーバッグからなにかを取り出して戻る。

「中国土産だ」

　彼が差し出したのは、望月の手のひらより少し大きなチューブ型の物体だった。

「ほら、手を出せ」

　言われて反射的に出した莉々子の手に彼がそれを乗せると、ずっしりとした重みを感じた。

「これ、なんですか？」

「ハンドクリーム」

　意外なお土産に目を見開く。

「秘伝の漢方薬を練り込んだものらしく、手荒れに効果があるそうだ。匂いはちょっと鼻につくかもしれないが、美を追求する中国人女性の間で人気があるらしい。この前のダクト清掃といい、さっきの蛍光灯の付け替えといい、現場の手伝いをすることもあるだろう？」

「ごく稀まれですが」

　もしかして、手伝いで手が荒れることもあるだろうと思ってハンドクリームを？

　そんな些さ細さいなことに気づく望月の繊細さに驚いた。

「気に入らないみたいだな」

「あ、いえ、違うんです。ハンドクリームは重宝するので嬉しいです。ありがとうございました」

　頭を下げると同時に、軽く圧迫された莉々子の胃からキュルルルーという音が鳴る。とっさにお腹を押さえたが、望月の耳にはしっかりと届いたようでクククと笑われた。

「なにか食べてくればよかったな」

「よかったら、なにか作りますか？」

　言ったそばから後悔したが、もう手遅れだ。望月は「それじゃ頼む」と立ち上がり、莉々子をキッチンへ案内する。

　とはいえ、男のひとり暮らしのお手本のように冷蔵庫には飲み物がメイン。手軽にチャーハンにできる冷凍ご飯もない。三日間の海外出張のせいもあるだろうが、食材になるようなものは見当たらなかった。

　莉々子が途方に暮れていると、望月がパントリーから「使えそうなものはこのくらいか」と言って、缶詰や乾物、それから乾麺を取り出す。その中にパスタの麺を発見し、「それ、使ってもいいですか？」と莉々子は指差した。ペペロンチーノなら具材はほとんど必要ない。

「もちろん」

　望月は麺を茹ゆでるための大きめの鍋を引っ張り出し、「楽しみにしてるぞ」と莉々子にプレッシャーをかけてキッチンから出た。

　莉々子が水をたっぷり張った鍋をＩＨで温めつつパスタの封を切っていると、ふと耳にピアノの音色が届く。顔を上げると、望月がグランドピアノの前に悠然と腰を下ろし弾いていた。莉々子がラウンジで聴いたのと同じ曲だ。ショパンの別れの曲。美しい旋律がリッチな空間にマッチして、耳にとても心地いい。

　ピアノを弾く姿の華麗さに思わず見入る。右斜め後ろの角度から見える、少しうつむいた横顔。そこから漂う色気に、うっかり胸を高鳴らせた。きっとピアノを弾いていることの相乗効果だろう。イケメンでピアノも弾けるとは罪深い。

　桜の木の下でキスされたことを思い出して、莉々子の鼓動はさらに加速した。

　そんな莉々子を現実に引き戻したのは、グツグツと煮えたぎった鍋の中の水泡だった。それが弾け、頬に飛んだのだ。

「熱っ！」

　莉々子がつい大きな声を上げると同時にピアノの音がやむ。

　心配してくれたのか、望月が「どうした」とキッチンへやってきた。

「いえ、なんでもないです」

　そうは答えたが、莉々子がいつまでも頬に手を当てていることで察した望月は、素早くＩＨを切り、冷凍庫から氷をひとつ取り出して布巾でくるんだ。

「これで少し冷やせ」

「……ありがとうございます」

　氷を頬に当てる莉々子を望月がじっと観察する。おかげで莉々子はする必要のない緊張に包まれた。

　そこまで心配するような火傷やけどではない。ちょっとお湯が跳ねただけだ。

「もう大丈夫ですから」

　顔から氷を放すと、望月が「赤くなったな」とすかさず頬に触れる。

「へ、平気です」

　顔を背けることでその手から逃れたが、今度は肩に下りた手に軽く引き寄せられた。そしてまばたきするほどの時間で彼のひんやりとした唇が火傷部分に触れ、莉々子の身体が一瞬で強張る。

　よけられなかったのは、さっきのキス同様にあまりの早業だったから。棒立ち状態でいると、次には気を持たせるように口へ移動した唇が軽く触れて離れる。そして、もう一度ゆっくりと重なった。

「どうしてよけない」

「えっ……」

　望月の問いにギクリとした。

「今のはよけられただろ」

「そ、それはっ……」

　そのとおりだっただけに言い訳すら出てこない。望月の唇が頬から離れたときにキスを回避できたはず。

「今のはイエスととっていいってことだな」

「待ってください。違うんです！」

　慌てて否定する。突然のキスで身体がフリーズしたからだ。

「まぁいいだろう。今度は気をつけろよ」

　望月が鼻で軽く笑う。

「はいっ？」

「火傷だ」

「あ、あぁはい」

　キスに注意しろということなのかと思ってしまった……。

　すると望月は、ポケットに片手を突っ込んで莉々子に背を向けた。

　それからあとのことを莉々子はよく覚えていない。自分が今後、望月とどうしたらいいのかわからないうえ、彼とのキスばかりが頭を占拠したせいだ。望月がやたらと『うまい』を連呼したことはよく覚えているから、ペペロンチーノはなんとか完成したようだ。

　莉々子の意識がきちんと現実世界に戻ったのは、望月の車で送られたアパートの前。望月は莉々子の頬にキスをして、ほのかに甘い余韻を残して走り去ったのだった。










危ういミッション




「――ちゃん、莉々ちゃん」

　名前を呼ばれたことに気づき、ハッとして我に返る。

　私ときたら、仕事中にぼんやりするなんて……。

　莉々子は慌てて表情を引き締めた。

「今日は朝から様子が変ね。どうかしたの？　なにかあった？」

　隣の席の志乃が莉々子の顔を覗き込むようにして首を傾げる。

「あ、いえ、大丈夫です」

　昨夜のことをここで白状するわけにもいかず、一時間ほど前に自分で淹れてきたコーヒーに口をつけるとすっかり冷めきっていた。

「……もしかして社長とまたなにか？」

　志乃が声をひそめて尋ねるから、コーヒーを噴き出しそうだった。志乃が鋭いのか、それとも莉々子がわかりやすいのか。とにかく今は仕事中。余計なおしゃべりをしている場合ではない。

「な、なにもないです」

　莉々子が頼りなく否定すると、志乃は莉々子に聞こえるか聞こえないかというくらいの小さなため息をついた。

「そう。なにかあったら話してね」

　志乃が柔らかく微笑んで再び仕事へ戻ったところで、引き出しからハンドクリームを取り出す。それは昨夜、望月からお土産だと渡されたものだ。

　彼の言っていたように匂いは薬っぽいが、今までになくしっとりと潤う。さすがは中国四千年の歴史が生んだ漢方。

「それ、なに？」

　匂いで気づいたのか、志乃が興味津々に莉々子の手元を見てからハンドクリームに手を伸ばした。

「……中国製？」

　パッケージの中国語を見た志乃がポツリとつぶやく。

「そうみたいです」

「匂いがすごいわね」

「でも、かなりしっとりするんですよ」

　志乃にも「どうぞ」と勧めると、彼女は早速手に塗った。

「伸びはあまりよくないけど確かに潤うわね」

「そうなんです」

「これ、どこで買ったの？」

「あ、えっと、実は友達の中国土産で……」

　望月にもらったものだとはすんなり言えない。

「志乃さんも自由に使ってください。ここに入れておきますから」

　莉々子がデスクの引き出しを開け閉めしてみせる。

「そう？　それじゃあお言葉に甘えて、また使わせてもらうわ」

　志乃がにっこり微笑んだところで、木村が「そろそろ行こう」とふたりのデスクへやってきた。このあと木村と志乃の三人で、完成したばかりの『新しん千ち葉ば物ぶつ流りゅうセンター』へ向かうことになっている。

　それは、朝ソリが開発を手がけた大手食品メーカー『株式会社アビー』の物流センターで、二週間後には落成式も控える。稼働後の運営も朝ソリが担っているため、落成式の案内から進行のいっさいを取り仕切ることになっている。イベントの手配は総務部の仕事でもあり、その下見のためだった。

　一時間後、到着した三人の目の前には、広大な敷地に横幅およそ三百メートル、奥行き百メートルの巨大な建物がそびえ立っていた。

　朝ソリではいくつか物流センターを手がけてきたが、ここまで大きなものはかつてない。大型トラックの出入りが安易にできる広い間口が設けられており、一度に何台もの荷下ろしが可能だ。

「すごく大きいですね」

「国内でもこれほど大きな食品の物流センターはないからね」

　驚く莉々子に木村が補足する。

「では、中へ入ってみよう」

　志乃も莉々子も、口を半開きにして感心しながら建物の中へ入った。広々とした空間は真新しく白い床が光って見える。

　すると、そこにいた十人ほどのグループがひと塊で動いた。その中に望月の姿を見つけて、莉々子の鼓動が跳ねる。

　社長も来てたんだ……。

　いつも上質な仕立てのスーツを身にまとっている望月は、ワイシャツにネクタイを締め、その上にペールブルーの作業着というスタイルだった。見たことのない姿が、莉々子の目に新鮮に映る。少し離れた場所からでもその存在感は隠しようがなく、きっと顔が見えなくても望月だとわかるだろうと思われた。

「二階建て構造にしては、それを支えるための支柱が少ないように見えますが」

「それでしたら、間口となる左右方向に二階床を支える室内柱を七メートルごとに設けた構造となっております」

　現場責任者が手元の資料を見せながら、質問をした望月に説明をする。広い空間にはまだなにもなく、反響した声が莉々子たちにも届いた。

「その程度で間に合うものですか」

「構造学上は問題ありません。また、二階床は軽量素材としましたので十分に支えられると考えます」

「屋根材はどうなっていますか？」

「二に重じゅう葺ふき屋根構造となっておりまして、水密性・高断熱性共に非常に優れた屋根システムを採用いたしました」

　望月はその後も壁の素材や床材に関する質問を続け、現場責任者に熱心に確認を重ねていく。

　正直言って莉々子は、社長である望月がそこまで突っ込んだ話に触れるとは予想しておらず、その真摯な姿勢に驚かされ、まぶしくもあった。それは木村も同様で、「さすが社長」と隣で唸うなる。

「一昨年のインドの工業団地プロジェクトの成功も、社長あってのものだったからね」

　望月に尊敬の眼差しを向ける木村は、どこか誇らしそうにも見えた。

　インドの工業団地プロジェクトとは、インドの大手財閥と共同で開発、運営を始めたものだ。入居企業への管理・運営サービスは高評価を得ており、インド政府から最優秀工業団地賞を受賞した経歴もある。国内消費者市場の旺盛な需要が見込まれるインドでは工業団地開発への期待が高まっており、朝ソリはそれに見事に応えた形だ。

　莉々子たちが望月一行を遠巻きに眺めていたときだった。不意に望月の視線が莉々子たちに向けられ、その瞳が一瞬見開かれる。現場担当に「ちょっと失礼」とひと言断った彼が、莉々子たちの方へ歩いてきた。

「社長、お疲れさまです」

　先陣を切って挨拶をした木村に続いて、莉々子と志乃も「お疲れさまです」と頭を下げる。

「お疲れさま。今日は？」

　望月がざっと三人を見渡し、木村で目を止めた。

「私どもは、二週間後に迫った落成式の会場の下見で参りました」

「そうですか」

「社長もお忙しい中、遠くまで大変ですね」

「いえ、アビーへの引き渡し前に入念なチェックは必須ですから」

　精せい悍かんな顔立ちをさらに引き締めて答えたあと、望月は莉々子へ視線を移す。

「あれ、使ってみたか？」

　ハンドクリームのことだとすぐに察したが、木村と志乃のいる前でどう会話をつなげたらいいのか戸惑った。

「あ、はい……」

「匂いは大丈夫だったか？」

　どうしてこんな場面でその話を！

　とっさに見た志乃の口から「匂い？」という言葉が小さく漏れたのを莉々子は聞き逃さなかった。

　ハンドクリームの匂いは、ここへ来る前に志乃と話題にしたばかり。普通に考えれば、それがなんであるかわかるだろう。

　莉々子の心臓は嫌なリズムで刻まれていく。

「だ、大丈夫です」

　ぎこちなく目線を逸らして莉々子があたふたとしていると、「では、まだチェックが残っていますので」と社長は現場スタッフの元へ戻った。

　木村と志乃に気づかれないように細く息を吐き出す。志乃の反応が怖くて顔を見られない。志乃は今、莉々子への疑惑で満ちているはずだ。

「あのハンドクリーム、社長からもらったの？」

　疑問に思って当然のことを志乃が質問する。

「……中国へ出張していたそうで、大量購入してきたハンドクリームが余ったからとか言って、社内でたまたますれ違ったときにいただいて」

　ウソから追い立てられるように早口で言い終えて、そこで初めて莉々子が志乃の顔を見ると、予想に反して笑顔を向けられた。

「そうだったんだ。それはラッキーだったわね」

　志乃は変に勘繰らなかったようだ。そのことに気をよくして、莉々子も「そうですね」と笑顔で返す。

「では、私たちも落成式の確認をしようか」

　木村の言葉に「はい」とふたり揃って返事をしたのだった。




　その週末の日曜日。

　休みということもあり十時過ぎまでゆっくりベッドで過ごしていた莉々子は、シャワーを浴びてブランチをとっていた。メープルシロップとシュガーパウダーをたっぷりかけたフレンチトーストは、休日お決まりのメニューだ。

　半分ほど食べ終え、ベルガモットが強く香るアールグレイを優雅に飲んでいたときだった。ベッドサイドに置いたままのスマホが着信を知らせて音を響かせる。

「はーい」と言いながら急いで手にした莉々子は、そこに表示された名前にドキッとさせられた。望月だったのだ。

　先日、望月のマンションを出る直前に連絡先は交換したが、あまりにもぼんやりとしていたせいで記憶が封じ込められていたようだ。

　出ようか出まいか悩んでいる間も粘り強く鳴り続ける。

　こうしてスマホを睨んでいても始まらない。意を決して応答をタップし耳に当てた。

《寝てたのか？》

　莉々子が言葉を発するより早く望月が口を開く。

「い、いえ、起きていましたけど……」

《ならよかった。今、前にいるんだ》

「前って……？」

　まさかと直感した次の瞬間、《莉々子のアパートの前だ》との返答。

「わ、私のアパートの前ですか!?」

　莉々子がつい素っ頓狂な声を上げるのも無理はないだろう。友人ならまだしも、相手は勤め先の社長。突然電話をかけてきて、すぐそこまで来ていると言われて混乱しないわけがない。

《部屋は何号室だ》

　動揺した弾みで、思わず「二〇四です」と答えてしまう。

《わかった》

「あの！」

　引き留めようとしたときには、すでに通話は切れていた。

　ぼんやりしている場合じゃない！

　アパートの前からこの部屋までは、階段を使って一分程度。慌てて立ち上がり、脱いでそのままにしてあったパジャマを布団の中へ、ソファに乱雑に置いてあった雑誌や本をクローゼットに押し込む。テーブルに散らかっていたコスメの類は、すぐそばにあったコンビニの袋に投げ入れた。

　そこでタイミングよく部屋のチャイムが鳴る。ドアを開けると、そこには本当に望月がいて、莉々子はなんだか不思議な気分になった。

　日曜日だというのにスーツ姿。薄いブルーのワイシャツにブラウンのスーツ、ネクタイはスーツと同じ色味のベースに水色のドット柄だった。

「おはよう」

「……おはようございます」

「あがっていいか？」

　莉々子が返事をするより早く、望月は玄関に入り靴を脱いだ。

　莉々子の部屋は玄関と直結してダイニングキッチンと小さいリビングがあり、引き戸一枚隔てたところにベッドルームがある。その引き戸を開け放ったままだったので、玄関からは部屋全体が丸見えだ。

　望月は「ほう、けっこう綺麗にしてるんだな」と言いながら、ダイニングテーブルにあったフレンチトーストをひょいと指でつまむ。

「あっ、待っ――」

　時すでに遅し。莉々子が制止しようとしたときには、望月の口の中だった。

　私のごはんが……。

　呆気にとられて莉々子は立ちすくむ。

「うまいな」

「あ、りがとうございます。ところでいったい……？」

　どんな用事があってアパートまで来たのか。莉々子が首を傾げる。

「一緒に行ってもらいたいところがあるんだ」

　望月はそう言いながら、指についたシロップをチュッと舐なめた。

「一緒に？　どこへですか？」

「それはこれに着替えてから教える」

　持っていた紙袋を望月が突き出す。そこには有名ブランドのロゴが印刷されていた。

「……なんですか？」

　無理やり手渡された紙袋に莉々子が手を入れると、中から出てきたのはネイビーの膝丈ワンピースだった。ジョーゼットシフォン素材でウエスト部分の切り替えが、美しいドレープを描いている。

「莉々子が着るんだ」

「私が？　どうしてですか？」

「質問は着替えてから受け付ける」

　望月はそう言って莉々子を回れ右させ、ベッドルームへ押し込み引き戸を閉じた。

　だけど簡単に納得できることではない。着替えてどこへ連れていくつもりなのか、それを聞かなければ動きようがない。

　閉められたばかりの引き戸を開き、莉々子は「教えていただけなければ、着替えられないです」といつになく強気に言い放った。

「教えたら、着替えて絶対に行くんだな？」

　望月が目を細めて莉々子を見据える。その様子から、おすすめのスポットとはとうてい思えない。なにかいわくつきの場所ではないのか。

「場所にもよりますが……」

「用事が済めば、うまいものをごちそうしてやる」

　望月の言葉にぐらんぐらんと気持ちが揺さぶられる。フレンチトーストをお預けにされた空腹感が、莉々子を甘く誘惑した。どんなおいしいものだろうかと瞬時に想像する。

「……わかりました」

　自分の意思の弱さに呆れた。

「そうと決まれば、早く着替えよう」

　優雅に笑みを浮かべた望月が、莉々子の鼻先でドアを閉める。

　おいしいものをごちそうしてくれるという言葉に乗せられ、うっかりどこへ連れていかれるのかを聞きそびれた。しまったと思ったが、あとで聞けばいいだろうとすぐに楽観的に切り替える。紙袋からワンピースを取り出し、莉々子は自分の目の前にかざした。

「私に似合うのかな……」

　大人っぽく落ち着いたイメージと自分とは、どうもかけ離れているように思えてならない。志乃だったらぴったりだろう。

　志乃といえば、あのハンドクリームのやり取り以降、別段変わった様子はなく、望月と莉々子とのことを疑うようなこともない。

　私たちがあまりにも不釣り合いだから、妙な仲になりようがないと思ってくれたのかな。付き合おうと提案されたことも、社長の悪ふざけだと納得してくれたのかもしれない。

　そんなことを考えながら着替えていると、痺しびれを切らせた望月から声をかけられた。

「おい、まだか」

「あ、はい今……」

　莉々子が背中のファスナーを慌てて上げた瞬間、「開けるぞ」とドアが開けられた。彼女を見るなり、望月が目を瞬かせる。

「……おかしいですか？」

　なんの反応もないので莉々子が尋ねると、望月は「……いや」と言いつつ、ぎこちなく視線を外した。

　やっぱり変なのかな……。そうだよね、高級ブランドだし、私には見合った格好じゃないんだろうな。

　わかっていてもつい落ち込む。

　ところが望月が「よく似合ってる」とどこか照れたように微笑むから、莉々子まで恥ずかしさで頬が熱くなった。




　望月の車で連れてこられたのは、石塀に囲まれた建物の前だった。中はうかがい知れないが、屋根つきの門構えからして伝統的な日本家屋のように見える。看板には【日本料理】とあった。

　ここでおいしいものをごちそうしてくれるのかな。あ、でも、着替えてからまだなにもしていないから違うかな。

　ひとりであれこれ思い悩んでいると、望月は運転席で莉々子へ身体を向けて「実は」と切り出した。

「今日ここで、見合いがあるんだ」

「お見合い？　どなたのですか？」

「俺の」

　望月がさらりと言って自分を指差す。

　社長のお見合いがこれからここで？　そこに私をこんな格好で連れてきたということは、つまり……！

　莉々子は大変なことに気づいた。

「む、無理です！」

　両手を大きく横に振って拒絶をアピールする。

「察しがいいな。だが、ここまで来てそれはないだろう。約束が違うぞ」

「それは私のセリフです。お見合いの席に乗り込むんですよね？　そんな大それたこと、私にはできません！」

　莉々子は必死に訴える。勤め先の社長の見合いを破談にさせるという恐ろしいことをどうしたらできようか。

「顔も知らないような相手との結婚が決まっているなんて、不ふ憫びんだと思わないのか」

　望月が心情に訴えかける作戦に出てきた。眉尻を下げて、まるで雨に濡れた子犬のように莉々子を見つめる。

　そうされると無下にもできないが、かといって莉々子も困る。

「それは気の毒だなとは思います。でも、それが宿命というか、仕方ないことのようにも……」

　会社の発展のために政略結婚するのは、お金持ちの世界ではよくあることだろう。家柄や肩書きなどの見栄の張り合いだ。

「俺は、自分の人生を『仕方ない』というひと言で済ませるつもりは、これ以上ないんだ」

　望月がきっぱりと言い切る。

　これ以上って？　今までなにかを我慢してきたことが社長にはあるの？

　莉々子にしてみれば、思うままに暮らしてきたようにしか思えない。望月が我慢をしてきたとはとても考えられなかった。

「これまで好きに生きていらしたんじゃないんですか？　私とはまったくレベルの違う世界で」

　それなのに結婚に関してはワガママを聞いてほしいとは、ちょっと自分勝手な気がする。一般論だと、人生が思うようにいかない人間が大半だろう。

　莉々子の放った言葉に望月の顔が曇る。

　ちょっと言いすぎたかも……。元彼に対する恨みが、今の言葉に込められているのはなきにしもあらずだ。

「これまでの人生を否定するのは確かに都合がよすぎるかもしれない。だが、そうしたいと思う出会いがあったから、こうせずにはいられないんだ」

　不意を突いてたじろぐほどの望月のまっすぐな目に見つめられ、莉々子はなにも返せなくなった。

　その出会いって、まさか私……？

　大きく跳ねた鼓動が早鐘のように鳴り響く。そんなことを言われて動揺しないほうがおかしいだろう。

「とにかくここまで来たんだ。頼むから一緒に来てくれ」

　熱心に口説かれて揺れ始める莉々子の心。望月に平身低頭され、どんどん心が一方に傾いていく。目の前の望月が、ほんの少しだけかわいそうになってしまった。

「わかりました。その代わり……」

「その代わり？」

　望月が小首を傾げる。

「ル・シェルブルのブッフェをごちそうしてください」

　そこのブッフェはたびたび雑誌でも紹介されていて、莉々子は一度行ってみたいと以前から思っていた。

「ブッフェ？　それでいいのか？　高級フレンチとかイタリアンのコース料理じゃなくて？」

「いろんなおいしいものをたくさん食べたいんです」

　静かすぎる店で緊張しながら食事するよりも、そのほうがずっといい。

　望月はポカンとしてからゆったりと微笑み、「わかった。そうしよう」と運転席から降り立った。そのまま助手席へ回り込み、ドアを開けて莉々子を降ろす。

「俺のことは社長じゃなく、〝直人〟と呼ぶように」

「直人、さん……」

　急に名前で呼ぶのは照れくさくてたまらない。とてもじゃないけれど、すぐには慣れない。うっかり『社長』と呼んでしまいそうだ。

　私、演技なんてできるのかな……。

　大きな不安とこれまで感じたことのない緊張が莉々子に襲いかかる。

「お見合いということはつまり、社長のお父様もいらっしゃるんですよね？」

「ああ」

　数あるグループ企業を束ねる朝菱商事の社長、望月源之助。一生お目にかかることはないと思ってきた彼と、このタイミングで会うことになるとは……。

「じゃあ行くぞ」

　望月に手を引かれて屋根付きの門をくぐると、目の前がいきなり広く開ける。美しく丸みを帯びた松、綺麗に刈り込まれた芝生、真っ赤な橋が架かった池と、手入れの行き届いた日本庭園はいかにも高級料亭の佇たたずまいだ。

　玉砂利に等間隔に配置された丸石を渡って入口の戸を引くと、ベージュの着物に赤い帯の女性に出迎えられた。

「望月様、いらっしゃいませ」

　さすがは朝ソリの社長だけあって顔なじみの店らしく、女性は凛とした仕草でお辞儀をしたかと思えば、莉々子を見て目を丸くした。望月はこれから見合いだというのに、どうして女性連れなのかということだろう。

　なにか言われたらどうしようかと莉々子はヒヤッとしたが、格式がある店のスタッフが余計なことを口にするはずもない。その女性は気を取り直したように、莉々子たちを静々と案内した。

　先ほど門から入ったときに見えた立派な庭を左手に見ながら進み、一番奥の座敷の前で立ち止まる。

「こちらでございます」

　気づかれないように莉々子が小さく深呼吸を繰り返して緊張を和らげようとしていると、望月は彼女の手をギュッと握った。莉々子が彼の顔を見上げると、口パクで『大丈夫だ』と言う。

　とはいえ、この状況で緊張しない人はきっといないだろう。恋人を演じるだけでなく、見合いの席に乗り込まなければならないのだから。

　激しく打つ鼓動を落ち着ける術はない。莉々子の緊張は極限に達しようとしていた。障子が開けられ、目の前の光景をなんとか気丈に見据える。

　左手には清せい楚そな感じのする見合い相手とその両親、右手には社内報の写真でしか見たことのない朝菱商事の社長である源之助と、三十代後半くらいの女性が座っていた。

　薄紅色の着物を着て長い髪をアップにした、色白で優しそうな顔立ちの美人。見た目の年齢からしても、離婚して出ていった母親ではなさそうだ。だとすれば、兄弟の話を聞いたことはないけれど、望月には姉がいたのか。目元がよく似ている。

　当然のことながら、十個の瞳が一斉に莉々子へ向けられる。もちろん好意的と呼べるものではない。

「直人、そちらは？」

　源之助が不快感たっぷりの声で彼に尋ねる。これ以上低いトーンを聞いたことがないほどの重低音だ。白髪交じりの豊富な髪を七三分けにし、莉々子が写真で知っている穏やかな顔を険しくさせ、眉を歪ゆがませていた。

「こちらは倉木莉々子さんです」

「朝菱商事リビングソリューション総務部の倉木莉々子と申します」

　望月に続いて自己紹介をして、頭を下げすぎと思うほどに腰を折った。

「なぜここへ連れてきたんだ」

　源之助の瞳が静かな怒りに揺れる。

「申し訳ありませんが、この結婚はいたしかねます」

　望月はまっすぐに源之助を見据え、毅然とした態度を貫いた。

「なに!?」

　源之助が声を荒げたので、莉々子は思わず肩をビクンと弾ませた。

「こちらにいる莉々子さんは、僕の恋人です」

　五人の視線が再び莉々子に注がれる。先ほどより数倍も攻撃力のあるものだった。

　隣から『なにか言ってくれ』という空気が漂ってきたのを察知し、莉々子は「直人さんとお付き合いさせていただいております」と震える唇をなんとか動かしてはっきりと言葉にする。心臓は今にも口から飛び出しそうなほどに暴れていた。

「口を慎みなさい。先方に失礼だ」

「この度はわざわざこのような場にお越しいただいたのに大変申し訳ありませんが、今回のお話は辞退させていただきます」

　父親の叱責をものともせず、望月は落ち着き払ったように相手の女性に向かって丁寧に頭を下げた。

「さぁ行こう、莉々子」

　望月が手を取って歩きだそうとするので、莉々子は慌てて「失礼いたします」と頭を下げた。

　つい今しがた莉々子たちを案内してくれた着物の女性が引き戸付近に立っていて、事の成り行きを唖あ然ぜんと見ているのが視界の隅に映る。いくら守秘義務を教育されたスタッフとはいえ、このあと仲間たちに報告することは簡単に予測がついた。

　歩いてきたばかりの廊下を戻りながら、望月が「上出来だ」と満足そうに笑う。

「上出来なんかじゃないです。さっきから足の震えが止まりません！」

　莉々子が小声で抗議するが望月は愉快に笑うばかりで、すっかりこの状況を楽しんでいる。

　なんて人なの……！

　顔をしかめて見た望月は、莉々子にいたずらっぽい流し目を送ってよこす。

　車の助手席に乗り、ようやく莉々子の震えが収まった。

　ホッとしたら急にお腹が空いた気がする。そういえば、フレンチトーストを食べている途中だった。

「このあと、ごちそうしてくださるんですよね？」

　ル・シェルブルの豪華ランチブッフェを。

「そんな怖い顔して脅さなくてもごちそうするよ」

　ギアをドライブに入れながら望月がからかう。

「脅してなんて……」

　空腹のせいでほんの少しだけ恨めしげに望月を見たことは認めるけれど。

「さっきの決め台詞、よかったぞ」

「決め台詞ですか？」

「『直人さんとお付き合いさせていただいております』ってやつ。あの空気の中、あそこまできっぱりと言い切れる度胸はなかなかだ」

　そのときの光景でも思い返しているのか、望月の頬に笑みが浮かぶ。

「一生懸命だったんですから、からかわないでください」

　思い出しただけでも震える。源之助の怒りに満ちた顔は、今でも莉々子の脳裏にびっちりと焼きついているのだ。

「からかってないぞ。褒めているんだ。褒美として好きなだけ食べるといい」

「……ブッフェですから、好きなだけ食べられて当然です」

　莉々子が眉間に皺しわを寄せて頬を膨らませると、望月は楽しげにクスッと笑った。




　たらふく食べるぞという意気込みで胸を膨らませつつ、ル・シェルブルのエントランスをくぐる。ランチブッフェのレストランを目指してホテルのロビーを歩いていると、向かいから歩いてきた男性が軽く手を上げてふたりの前で立ち止まった。

「直人じゃないか。昼間にここで見かけるなんて珍しい」

「京きょう介すけこそ、今日もこっそり抜き打ちチェックか？」

　望月の知り合いのようだ。スラリとして望月並みに背が高く、優しげな目が印象的な整った顔立ちだ。

「まぁそんなところかな」

　そう言って『京介』と呼ばれた彼が柔らかく微笑むと、まるで絵本から抜け出た王子様のように見える。望月とふたりが並んで立つとそれだけで華やかで、現実とは違う場所に存在しているようだ。莉々子たちの横を通り過ぎる人たちも、みな一様にふたりを羨望の眼差しで見ていた。

「こちらは？」

　不意に莉々子へ彼の目が向けられ、背筋の伸びる思いがする。

「く、倉木莉々子と申します」

「俺の恋人」

　望月がふざけて肩を引き寄せるから、莉々子の足元がぐらついてその胸に抱き込まれた。

「な、なにを言ってるんですか」

　慌てて体勢を立て直して囁ささやく。

「なにって、ついさっき俺と付き合っていると宣言してきたばかりだろう」

「ですからそれは！」

　あくまでも演技だ。結婚を回避するためのかりそめの恋人。

　くだらない言い合いをしていると、京介からクスクスという笑い声が聞こえてきた。

「そうやって軽い調子で女性とやり取りしている直人を初めて見た」

　京介の言葉に莉々子は唖然とする。

　確かに会社ではあまり笑わない。今と印象もずいぶん違うが、恋愛経験は豊富そうだし、女性慣れもしていそうなのに。

　意外なことを聞いて、つい珍しい目で望月を見ると、彼は不服そうな顔を京介へ向けた。

「余計なことを言うな。莉々子、こっちは芹せり川かわ京介。ル・シェルブルの副社長だ」

　望月に紹介されて、彼が「芹川です」と名乗り直す。

　揃ってハイスペックなのだから、ふたりのオーラが共通して華やかなのも当然だ。

「それじゃ、ラウンジでピアノを弾いているのは……」

「そう。京介にお願いされてね」

　高校時代の同級生だと言っていた。

「そのへんのピアニストよりずっとうまいからね、直人は」

「お世辞はよせ」

「お世辞じゃないよ。〝ピアノ王子〟なんて呼ばれて、追っかけもいるんだよ、莉々子さん」

「その方たちならお会いしました」

　急に話を振られて驚きつつ莉々子が返す。追っかけには望月もかなり迷惑そうにしていたけれど。

「ところで日曜日だっていうのに、その格好はどうしたんだ？」

　京介がスーツ姿の望月をざっと眺めて顎に手を添える。

「見合い」

「見合い？　そのお相手が莉々子さん？」

　望月がボソッと返すと、京介は莉々子を一瞥して首を傾げた。

「いや、その見合いに乗り込んだのが莉々子」

　その言い方だと、まるで莉々子が望月の見合いをみずからぶち壊しに出向いたみたいだ。

「それは社長に頼まれたからじゃないですか……！」

　莉々子が懸命に力説する。すべての罪を背負わせるのはひどい、とささやかながらも憤慨した。

　ところが、望月にはまったくこたえた様子はない。それどころか、頬を膨らませる莉々子を愛しそうに見つめる。

「そうだったか？」

　余裕の表情でとぼけたように笑う望月には、なにを言っても無駄な気がした。

「直人もやるときはやるんだな」

「京介には言われたくないが」

　ふたりはお互いの肩を小突いて笑い合った。

　望月によると、京介も親の反対を押し切って結婚を進めている最中だそうだ。紆う余よ曲きょく折せつを経て無事に婚約を済ませ、今は幸せいっぱいらしい。

　去り際に望月になにか耳打ちをして、「じゃ」と軽やかな足取りで行った京介を見送り、莉々子たちはようやくランチブッフェの店へ足を踏み入れた。

　午後一時半を回った店内は、日曜日だけあって満席に近い状態だ。オープンキッチンでは、ダイナミックなロースト料理や焼きたての香ばしいパイ料理などをシェフが目の前で仕上げている。

「私、たくさん食べますから」

　莉々子は望月にそう宣言し、ミモザ風ポテトサラダに牛フィレ肉のパイ包み、目の前で焼き上げてもらったステーキなど、あれこれと皿にのせていく。望月の手も借りて、大きな皿三枚分をテーブルへ運んだ。

「これ全部食べるつもりか？」

　目を丸く見開いて呆れる望月に「はい」と大きくうなずく。

　望月がやけにニコニコと笑っているのは、見合いをひとまず回避できた解放感のせいなのか。

「では、いただきます」

　手を合わせて早速フォークを持ち、莉々子は牛フィレ肉のパイ包みを口に運ぶ。

「熱っ！」

　できたてなのか、ものすごく熱い。お腹が空いていることもあり、つい飢えたようにしてしまった。

「おい、大丈夫か？」

「……はい」

「そんなに慌てずゆっくり食べろ。時間はいくらでもある」

　望月にクスクスと笑われ、食い意地が張っていることを指摘されたようで恥ずかしくなる。それをごまかそうと、「京介さん、さっき去り際になんておっしゃったんですか？」と聞いた。

「知りたい？」

　望月はなぜかもったいぶった様子。

　そんなふうに気を持たせられると余計に気になる。莉々子は「教えてください」と低姿勢でお願いした。

「俺たちのことをお似合いだって言ったんだ」

「えっ、私たちが？」

　莉々子からしてみると、どこをどう見ても不釣り合い。綺麗なワンピースでいくら着飾ろうが、望月と莉々子では生きている世界が違う。とうていお似合いにはなりようがない。

「いい加減に答えを出せよ」

「答えってなんでしょうか？」

　そう聞き返してから、莉々子はすぐにピンときた。

「イエスと言え」

「……そんなに簡単に決められないです」

　三年前の傷はいまだに莉々子の心の奥深くに根づいていて、一歩前に進もうとする足を容赦なく引っ張る。またつらい思いをする可能性のある恋に踏み出す勇気は持てない。

「俺とそいつを一緒にするな」

　鋭い視線でまっすぐに射抜かれ、心臓がドキンと飛び跳ねる。

「ですが、社長も御曹司ですから思うようになんでも手に入れられてきたことに変わりはないです」

　それを跳ねのけるように返した。

「なんでも手には入れてない。むしろ手に入らないことのほうが多いくらいだ」

「そんなことはないです。庶民にはあんなマンションに住めないですし、高級車にも乗れません。自由になるお金がたくさんあって、なによりも朝菱商事の御曹司なんですから。そんな社長と付き合って、また傷つきたくないんです」

　望月の顔に不意に陰が差す。どこか寂しそうな目は莉々子から逸らされた。

　ちょっと言いすぎたかもしれないと後悔が襲ったが、本当のことだと無理に自分に思い込ませた。

　どことなく気まずい空気が莉々子たちの間に流れる中、望月がふと立ち上がる。

　さすがに怒らせちゃったかな。どうしよう……。

　かすかな不安を抱えてその後ろ姿を目で追っていると、望月は料理が並んでいるメインテーブルをざっと一巡して戻った。手にしている皿にはひと口サイズのケーキがずらりと並んでいる。

「これも好きだろ？」

　そう言って微笑んだ望月の顔からは、さっき見えた陰は消えていた。




「今日は悪かったな。助かったよ」

　莉々子をアパートまで送り届けてくれた望月のひと言で、恋人として見合いの席に乗り込んだことを思い出した。豪華ブッフェを堪能して忘れていたが、とても大変なことをしたのではないかと急に心細くなる。

　それが望月にも伝わったのか、彼が「ほら、これもやるから、そんな顔すんな」と小さく白い箱を莉々子に突き出した。

「え？　いいんですか？」

　帰り際にレストランのショーケースに並んでいるケーキを望月がいくつか買っていたのは知っているが、それが莉々子へのものだとは思いもしなかった。

「ずいぶんとうまそうに食べてたから」

「あ、りがとう……ございます……」

　たどたどしくお礼を言うと、望月の片方の眉が上がる。

「なんだ、不満なのか？」

「いえ、違います……」

　クールで無愛想だと噂される望月が、こんな気遣いまでする人なのだと知って驚いただけだ。

「いらないなら俺が食べる」

「あっ、いただきます！」

　慌ててケーキの箱を両手で掴むと、望月はクスッと笑った。

「それと、このワンピースはどうしたらいいですか？」

　やはりクリーニングして返したほうがいいだろうか。

　ワンピースの裾を広げながら尋ねると、望月は「それは莉々子のために買ったものだ」と即答。

「えっ、ですが……」

　私でも知っている高級ブランドの洋服だから、相当値は張るはず。

「だから早く、莉々子自身が俺のものになれ。じゃ」

　望月は微笑を浮かべてそう言うと、車を発進させた。

　俺のものって……。

　なんとなくくすぐったい気持ちになりながら、莉々子はケーキの箱を抱えて自分の部屋へ帰ったのだった。










甘く通い合う心




　……あれ？　おかしいな。どこにしまったんだっけ。確かに一番上の引き出しに入れておいたはずなんだけど。

　翌日の月曜日。出勤した莉々子はデスクの引き出しを次々に開け、中から物を引っ張り出していた。望月からもらったハンドクリームが、どこを探しても見当たらない。

「莉々ちゃん、どうかした？」

　莉々子の騒ぎに気づいた志乃と松永が、それぞれの席から首を伸ばす。

「ハンドクリームがどこかにいっちゃって」

　もしかしたらデスクの裏にでもいってしまったのかと思い、椅子を出して下を覗く。ところが、どこにも落ちていない。

「ハンドクリームって、あの中国製の？」

「そうなんです。志乃さん、見かけませんでしたか？」

「ええ、知らないわ。あれきり使わせてもらっていないし」

　興味がなさそうに志乃が答える。

「そうですか……」

　せっかくもらったものなのにどうしよう。

　莉々子がガックリと肩を落とす。

「どんなやつですか？」

「シルバーのパッケージで、大きさはこのくらいなの。中国語でいろいろと書かれていて……」

　両手を使ってサイズを説明すると、松永も自分のデスクの下を覗いてくれた。それでもやはり見つからない。

「そのうち出てくるんじゃないですか？　どこか奥の方にでも入っちゃったのかもしれないし」

「そうかな」

　いつまでも探しているわけにはいかない。松永の言葉にうなずき、莉々子はパソコンを立ち上げた。

「そういえば莉々ちゃん、落成式の備品類は万全？」

　志乃が唐突に話を切り替えた。自分のデスクから莉々子の方へ身を乗り出す。

「はい、一週間前に発注済みです」

「そのあとの披露パーティーのケータリングも？」

「もちろんです。準備万端です」

　落成式で必要とされる備品類の発注や管理は、社内の物品同様、総務部が管理責任者となっている。

「いつもの業者さんに発注したの？」

「そうです」

「それじゃ、あとは当日を待つばかりね」

「はい」

　志乃にうなずいていると、前の席の松永がパソコンの上から顔を覗かせる。

「ところで志乃さんって、望月社長と同じ高校出身なんですね」

　唐突にそんな話を振られた志乃は、「え？」と驚き顔だ。

「そうなんですか？」

　松永と一緒になって莉々子まで聞くと、「あ、うん、まぁ……」となぜか志乃の目が泳ぐ。

「そんな話、どこで聞いたの？」

「人事に同期がいるんですけど、そいつから」

　眉をひそめて不審がる志乃に、松永は平然と答えた。

「志乃さんって、今年で三十歳ですよね？　ということは、社長が三年生のときに一年生だったわけだ」

「松永くん、面と向かって女性の年齢を公表するものじゃないわよ」

　志乃にチクリと釘を刺されても、松永は「へへへ」と笑うばかりで全然こたえていない。それどころか「そんな古くさいこと言わないでくださいよぉ」なんてニヤニヤする。

「とにかく、社長と同じ高校なんて、なんかすごいっすよね」

「ただ同じ出身校ってだけよ」

「高校時代の社長って、どんな感じだったんですか？」

　莉々子も松永に便乗する。当時からクールだったのか、それとも今の年齢になるまでの過程でそうなったのか、ちょっと興味がある。

　ところが志乃は、「学年が違うからよくわからないわ」と首を横に振った。

　言われてみれば、そうかもしれない。クラスが違うだけで全然知らない人もいるくらいだから、学年が違えば余計だ。

「でも、社長なら目立つだろうし。会って話したりはしなかったんですか？」

「ないわよ」

「そっか。なんか社長の武勇伝みたいのがあったら聞きたかったんですけどね」

「残念でした。はい、そんな話はおしまい。仕事しなさい、仕事を」

　志乃はパンパンと手を叩いて解散を促した。




　ハンドクリームの行方が気になりつつ、その日の仕事を終えて莉々子がロッカールームから出ると、ちょうど松永が男性側から出てきた。

「お疲れさま」

「お疲れっす」

「今日もこれから里穂ちゃんとデート？」

「まぁそんなところですね」

　毎日ラブラブで羨ましい。自分には当分縁遠い話だな、と莉々子がため息交じりに「じゃあね」と手を振ると、「あ、莉々子さん」と彼に呼び止められた。

「今朝は志乃さんの機嫌がなんだか悪かったから話せなかったんですけど」

　松永が急に声のトーンを落とす。

「望月社長って、朝菱商事の望月源之助の隠し子らしいですね」

「え？」

　思わぬことを松永が言いだす。

「まさか。だって名字が同じじゃない」

「それはカモフラージュのためらしいですよ。望月社長の本名は東とう条じょう直人。認知はしてもらっているけど、戸籍は母親のほうにありますからね」

「それならどうして社内では息子として通ってるの？」

　源之助に突然息子ができたりしたら、社内でも当然噂になっていたはず。

「やだなぁ、莉々子さん。望月源之助はもともと朝菱商事の人間じゃないですよ」

「あ、そうだった」

　源之助に隠し子騒動があったとしても、朝菱商事に来る以前であれば、情報操作は可能だ。

　莉々子が入社する何十年も前のこと。源之助は朝菱商事とは関係のない貿易会社で取締役を務めていた。朝菱商事の先代の社長は子供がなく、遠縁にあたる源之助を引き抜き、社長として育て上げたのだ。

　源之助は朝菱商事に入社する数年前に離婚していたため、隠し子がそのときに発覚していたとしても朝菱商事では知られなかったのだろう。直人が息子として朝ソリに入社しても、疑う者は誰もいない。

　それじゃ以前、社長が私に話したことは本当のことだったの？

　莉々子の鼓動が速いリズムを刻み始める。

「それも人事部の同期から？」

「いや、これは別ルートです。実は大学時代の友達に望月家と遠い親戚がいて。だから確かな情報筋ですよ」

　松永は得意気に鼻の下をこすった。

『なにも、順風満帆に生きてきたわけじゃない』

　莉々子は以前、望月がポツリと言った言葉を思い返していた。

「驚きますよね？　まさかあの社長が隠し子なんて」

　どこか面白がる松永のポケットで、スマホが着信音を響かせる。

「おっと、里穂からだ。それじゃ、莉々子さん、また明日」

「あ、うん」

　スマホを耳に当てながら、松永は疾風のごとく去っていった。

　その後ろ姿をぼんやりと見送りながら、莉々子もゆっくりと足を踏み出す。

　望月社長が隠し子……。もしもその話が本当だとしたら、私、社長にものすごくひどい言葉ばかりを浴びせちゃったよね。元彼に振られた仕返しのように、人格を否定するような言葉も放った記憶がある。社長とは全然関係がないのに。彼なりの苦労があったかもしれないのに……。

　隠し子じゃなかったら言っていい言葉というわけでは決してない。ただ、そのときに望月がどれほど傷ついただろうかと想像すると、胸が苦しくなった。

　朝ソリのビルを出たところで莉々子が足を止める。

　……社長に謝らなきゃ。一度口から出た言葉は取り消せない。でも、このままにもしておけない。

　踵きびすを返し、出てきたばかりのエントランスをもう一度くぐる。エレベーターに乗り込み、役員室のある二十階を目指した。

　ところがそのフロアにエレベーターで到着すると、秘書の上田に「なにか御用でしょうか？」と呼び止められてしまった。総務部の人間が用もなく出入りする場所ではないだけに動揺を隠せない。

「あ、いえ、その……」

　なんと言ったらいいのか口ごもる莉々子に、上田の冷ややかな視線が突き刺さる。

「じ、実は以前、社長室の蛍光灯を変えたときにちょっとした不具合があったものですから、その調子はどうかと思いまして……」

　ウソだけに莉々子の目が泳ぐ。

　上田は、美しく整えた眉をピクリと動かした。

「特に異常は見受けられませんでしたが。ただ今、社長は打ち合わせ中でございますので、明日以降もう一度いらしていただけませんか？」

　どこか疑うように見ながら、上田は莉々子をエレベーターへ誘導した。完全に不審者扱いだ。

「は、はい」

　秘書にそう言われれば莉々子も従う以外にない。「失礼しました」と頭を下げ、エレベーターに乗り込んだ。

　ビルを出てトボトボと歩く。

　どうしよう。直接会えないのなら、やっぱりメールしかないかな。

　バッグからスマホを取り出し、望月の連絡先をタップする。しかしメール画面にして文字を打とうとしたところで指先を止めた。

　メールなんかで済ませたらダメだ。ひどい言葉を浴びせておいて、文字だけの謝罪なんて失礼すぎる。直接顔を見て謝ろう。

　ホームボタンを押してスマホを閉じ、バッグに突っ込んだ。




　タクシーを乗りつけて莉々子がやってきたのは、望月のマンションだった。煌々と明かりのついた立派なエントランスの近くでひたすら彼を待つ。

　打ち合わせのあとに会食があるかもしれない。遅くなる可能性は大いにあるが、莉々子は今夜のうちにどうしても謝りたかった。

　時間がゆっくりと刻まれていく。

　そうした中、考えるのはこれまでの自分の言動だった。御曹司というだけで、彼に対して辛辣な言葉ばかりを投げつけて、その度に否定する望月の言葉に耳も貸さなかった。元彼への恨みを望月で晴らそうとしていたのも同然だ。

　私はなんて最低な女なんだろう……。

　思い返すほどに自分が醜く思える。

　莉々子が「はぁ」と深いため息をついたとき、マンションの前に黒い高級車が停車し、後部座席から望月が降り立った。

「望月社長」

　声をかけた莉々子を見て、彼が目を見開く。

「莉々子？　ここでなにをしてるんだ」

「……社長を待っていました」

　望月が目を細めて訝しげに首を捻る。乗ってきたハイヤーが走り去ると、「とにかく入れ」と莉々子をマンションの中へ誘導してくれた。

　部屋へ通されソファで待っていると、この前のようにコーヒーを淹れてくれた望月が莉々子の隣に座る。

「それで？　いったいどういう風の吹き回しだ」

　今までさんざん望月を突っぱねてきた莉々子の今の行動は、理解に苦しむのだろう。望月は本当にわからないといった顔で莉々子を見た。

「ごめんなさい」

　唐突に頭を下げる。とにかくこのひと言しかない。

「それはなにに対する謝罪だ」

　望月の声が後頭部に降る。

「社長にひどい言葉を浴びせて傷つけたことです」

「例えば？」

「贅沢の限りを尽くして好きなように生きてきたとか、御曹司なんか嫌いだとか、とにかくいろいろです……」

「……そんなことか。今さらどうした」

　望月が鼻をクスッと鳴らして笑うから、莉々子は「笑いごとじゃないです」と顔を上げた。

「あの話、本当だったんですね」

「あの話？」

「社長がその……隠し子とかいう……」

　莉々子がボソボソと言うと、望月の顔が一瞬だけ曇った。

「どうしてあのときは冗談だって茶化したんですか？」

「ジョークみたいな話だろう？　べつに大したことじゃない」

　望月が笑う。でもそれは、シールを貼りつけたような笑顔だった。

「それなら、どうしてあのとき傷ついたような顔をしたんですか？」

　ほんの一瞬にすぎないが、確かにあのとき望月は悲しくてやりきれないといった顔をした。

「してない」

「しました」

「目の錯覚だ」

「私、視力はいいほうなんです」

　莉々子が負けずに言い返すと、望月の眉間に皺が寄る。

「それじゃ聞くが、莉々子はなにをしにここへ来たんだ。傷つけてごめんなさい？　謝って気が済むのは自分だけだって気づけ。俺は同情されたいわけじゃない」

　急に突き放すような態度を取る望月に、今度は莉々子が戸惑う。

「ち、違います。同情なんて……」

「じゃあなんだ」

　鋭い視線を突き立てられ、莉々子は言葉にグッと詰まった。

　ここへ来た第一の目的は謝罪のため。でも、その境遇に同情したからではない。こんなところまで押しかけたのは……。

　顔を上げ、ゆっくりと手を伸ばす。そして恐る恐る望月の身体に腕を回した。

「こうしたかったんです」

　莉々子が抱きしめたくらいで癒されるような過去ではない。でも、莉々子はそうしたかった。つまり……。

「社長に会いたかったんです」

　彼の胸でそっと囁いた瞬間、望月の腕が莉々子をきつく抱き留めた。

　御曹司はもう懲り懲りだと思ってきた。望月に好意を示されても、なびくものかと取り合わずにきた。それなのに望月の優しい顔や、どこか危うい一面を見せられて、莉々子は知らぬ間に惹かれていたのだ。

　その顔を曇らせるようなことから守りたい。三年前のあの夜、不幸のどん底にいた莉々子に温かい手を差し伸べてくれた彼のように。

「それはイエスと受け取っていいんだな？」

　そっと莉々子を引きはがした望月が、まっすぐに彼女を見つめる。莉々子がうなずくと同時に唇が塞がった。

　触れては離れる優しいキスが莉々子の心を溶かし、昔の恋の傷が癒されていく。徐々に深くなる口づけが、忘れていた愛しさを思い出させる。気づいたばかりの恋心が、唇を重ねるごとに大きく膨らんでいった。

　抱き上げられて、綺麗にベッドメイクされたシーツの上に下ろされる。ワイシャツを脱ぎ去った望月のよく引き締まった身体がベッドサイドの明かりに照らされ、莉々子の胸を高鳴らせた。

「やっと手に入れられた」

　望月の切なすぎる声が莉々子の耳に甘く響く。

　洋服の中に潜り込んだ手が、素肌をいたずらに撫でていく。その間にもやむことのないキスが、莉々子から理性を少しずつ飛ばしていった。




　思いがけず濃厚な時間を過ごした莉々子は、ベッドで望月の腕に抱かれながら、まだその余韻に浸っていた。髪をすく彼の指先が心地よくて、今にも眠ってしまいそうになる。

「莉々子」

　そう呼ぶ声が、身体を重ねる以前よりも甘くなった気がする。その声だけで胸がドキドキする莉々子は、すっかり望月の虜になったようだ。

「もう一回呼んでください」

「莉々子」

「もう一回」

「……しつこいぞ」

　莉々子は望月に鼻を軽くつままれた。

「もっと呼んでほしけりゃ、俺の名前も呼べ。俺の名前は社長じゃない」

「社長は社長ですから、気安く名前では……」

「それじゃ、俺も莉々子と呼ぶのはよそう」

「え、どうしてですかっ」

　思わず上体を起こして望月に抗議する。今までさんざん呼んできたのにそれはない。

「交換条件だ。ビジネスの世界だって、一方の利益ばかりを追求できないだろう？」

「私とのことは仕事と同じなんですか？」

「ものの例えだ。とにかく直人と呼ぶように。ほら、練習だ」

　知らず知らずのうちに尖った莉々子の唇に望月が口づける。

「この先が欲しかったら、呼ぶんだな」

　なんて横暴な、とは思ったけれど、この状況で突っぱねられるわけがない。

「……直人さん」

　唇の先のほうでこそっと呼ぶ。

　すると満足そうな笑みを浮かべた彼は、莉々子をその場に組み伏せて甘いキスをくれた。




　翌朝、莉々子は出勤してすぐに松永を総務部の部屋から連れ出した。

「ねぇ、昨日の話、もう誰かに話しちゃった？」

「話って、社長が隠し子だってことですか？　そりゃあもちろん、里穂には話しましたよ。俺たちの中に隠し事はありませんから」

　松永が親指を立てて自慢げにニッと笑う。

　やっぱり遅かった。昨夜のうちに手を打っておけばよかった、と莉々子はため息をついた。

「里穂ちゃんにだけ？」

「はい、今はまあそうですけど」

「これ以上は広めないほうがいいと思う」

　既に知っている人もいるだろうが、いたずらに騒ぎ立てる話じゃない。

「え？　どうしてですか？　大スクープなのに」

　不満そうに彼が口を尖らせる。

「人の生い立ちは、面白がって話すようなことじゃないでしょう？　自分に置き換えて考えてみて」

　松永はしばらく考え込むようにしてから、「そうですね、わかりました」と意外と素直に納得してくれた。

「それじゃ、本当にお願いね」

「了解です」

　松永と連れ立って莉々子が席に戻ると、志乃から「なにかあったの？」と突っ込まれた。

「あ、いえ……。ちょっと仕事のことで確認したいことがあって」

　これといった理由が思い浮かばず適当にごまかすと、少し不審そうな目をしていた志乃は「そう」とすぐにいつもの表情に戻った。

　同じ高校出身の志乃は隠し子のことを知っているかもしれないが、わざわざ取り立てて確認することはないだろう。

「それじゃ私は、経営戦略室にちょっと行ってくるわね」

　志乃はそう言って席を立った。




　その日の夜、莉々子が真紀とやってきたのは、ふたりでよく行く洋風居酒屋『ボニータ』だった。洞窟風の店内では、イタリアやスペインなどの地中海料理が食べられる。

　ふたりのお気に入りは、牛肉のシェリー煮込みとひよこ豆のイタリアンスープ。初めて注文したモッツァレラチーズをふんだんに使ったズッキーニの挟み焼きがおいしくて、ついお酒の進みも早くなる。

「あれから社長となにか進展はあった？」

　いきなり核心を突く質問をされた莉々子は、「えっ？」と驚いて固まった。

「その反応はどういうこと？」

　ニンマリと笑みを浮かべた真紀が、探るように莉々子を見つめる。

「どういうって、べ、べつに……」

「なにかあったでしょ」

　あまりにも鋭く問い詰められ、莉々子はなにも返せない。

「ほんと莉々子ってわかりやすいなぁ。動揺しすぎだから」

「そんなこと！」

「私に隠し事をしようとしても無駄だよー。全部お・み・と・お・し」

　真紀はニコニコしながら、人差し指を立ててリズムをつけた。

　彼女には本当に見透かされていそうだ。心を読み取られているんじゃないかとすら考えてしまう。

「ほら、話しちゃいなって」

　真紀にはいつまでも黙ったままではいられないだろう。遅かれ早かれ話すことになるのなら、今白状しても同じ。

「……実は……付き合うことに……」

「やっぱりそうかぁ。莉々子に話を聞いたときから、そうなるだろうなとは予想してたんだけどね」

　先見の明がありすぎる。私自身は絶対にないだろうと思ってたのに。

「でも莉々子がまた恋をしようと前向きになれてよかった。いつまでも元彼のことを引きずっていても仕方ないもん」

「そうだよね……」

　莉々子はやっと大きな一歩を踏み出せたような気がしてくる。

「とにかくおめでとう。これで私も安心できるわ」

　真紀はそう言いながら、莉々子のグラスに自分のグラスを合わせた。

「あ、志乃さんだ」

　ふと、真紀が店内の一点を見てつぶやく。

　振り返った莉々子が店内に視線を泳がせると、そこには入ってきたばかりの志乃が店員に案内されていた。

「志乃さん！」

　莉々子が手を上げて大きく振ると、志乃は「あら、ふたりも来てたの？」と顔をほころばせる。

「はい。志乃さんはおひとりですか？」

「そうなの。莉々ちゃんからこの店を教えてもらってからよく来るの」

「よかったら、ご一緒しませんか？」

　真紀に目で確認してから、志乃を誘う。

「いいの？　それじゃ、お言葉に甘えて」

　志乃は莉々子の隣に腰を下ろした。

「ちょうど今、莉々子の恋バナで盛り上がっていたんです」

「……莉々ちゃんの恋の話って？」

「社長とのことですよ」

　ヤッホーでもするように口元に手を当て、真紀が志乃に向かって耳打ちの仕草をする。やっと恋をしようと思えるようになった莉々子のことが嬉しくてはしゃいでいることがわかるだけに、真紀を止めることができない。

「社長？　そういえば、前に付き合おうって言われたとか……」

　志乃の顔がほんの一瞬曇ったように見えた。おそらく相手が社長という恐れ多い立場だからだろう。

「そうなんです。その口説き文句に、莉々子がとうとう落ちたんです」

　真紀の言葉に莉々子の顔が熱くなる。人にそう説明されると照れくさい。

「それじゃ、社長と付き合うの？」

「はい……」

　この先どうなるのかはわからないが、彼のことを好きなのは今の莉々子の素直な気持ちだ。

「そう。よかったわね、莉々ちゃん」

「ありがとうございます」

　莉々子が頭を軽く下げて顔を上げると、志乃はテーブルに置いた手に視線を落としていた。どことなく暗い表情に見えなくもない。

「志乃さん、なに飲みますか？」

　真紀に聞かれた志乃はメニュー表をめくってから、「そうね……ジンライムにしようかな」と答えた。










足音を立てて近づく闇




「これ、莉々子さんが探していたハンドクリームじゃないですか？」

　松永がチューブを手にして総務部に戻ってきたのは、真紀、志乃と三人で食事をした日から三日が過ぎた金曜日の午後のことだった。

「そうそれ！　どこにあったの？」

　自分の席に戻りながら、思わず興奮して指を差す。

「一階のゴミステーションです」

「ゴミステーションに？」

　どうしてそんなところで見つかるんだろう。

　松永によると、電気の点検でそこに入ったときに、たまたま袋からこぼれ落ちたらしきハンドクリームが転がっていたとのこと。

「莉々子さん、間違えて自分のゴミ箱に捨てちゃったんじゃないですか？」

「……そうなのかなぁ」

　莉々子は首を捻った。

　きちんと引き出しに入れたはずなんだけど。もしかしたら、なにか別のものと間違えて捨てちゃったのかな。

　思い返してみても心当たりはない。

「とにかく戻ってきたんだからよかったじゃないですか」

「うん、そうだね。ありがとう、松永くん」

「いえいえ、どういたしまして」

　ニコニコしながら松永は再び総務部をあとにした。

　手元に戻ることはないだろうと諦めていたから、思わぬことに嬉しくなる。捨てた記憶はないけれど、とにかくよかった。

「よかったわね、莉々ちゃん」

　しかし志乃の口調はどこか一本調子だ。

「はい、志乃さんにもご心配をおかけしました」

「ううん、とんでもない」

　志乃が手をひらひらと振ると、来客を終えた木村が総務部に戻ってきた。

「私、お出ししたコーヒーの片付けやってくるわね」

「それなら私がやります」

　立ち上がりかけた志乃を莉々子が引き留める。

「ううん、大丈夫よ」

　そう言って席を立った志乃は、ものの一分で戻ってきた。顔の前で両手を合わせる。

「莉々ちゃん、ごめん、やっぱりお願いできる？　私、秘書室の人に落成式のことで急いで確認することがあるのを忘れていたの」

「もちろんです。任せてください」

　莉々子が給湯室へ向かうと、志乃が持ってきたコーヒーカップがシンクに置かれていた。スポンジを泡立て、カップを持つ。そうして縁ふちをぐるっとスポンジで洗ったときだった。陶器がこすれる音と妙な違和感を手に覚える。親指と人差し指の間に強烈な痛みを感じた次の瞬間、真っ白な泡が赤く染まっていく。

「……っ！」

　驚いて手から滑り落ちたコーヒーカップがシンクの中でパリンと音を立てて割れ、莉々子の手からは鮮血がポタポタと滴り落ちた。

　衝撃音を聞きつけた人が数名「大丈夫か？」と集まってくる中、「莉々子！」というひときわ大きな声が莉々子の耳に届いた。

「おい、大丈夫か!?」

　直人だった。後ろから秘書の上田が顔を覗かせ、惨状を見て顔をしかめた。

「……社長、どうしてこんなところに」

「そんなことよりどうしたんだ」

　直人が莉々子の手を水でざっと流し、傷口にハンカチを当てて高く持ち上げる。

「すみません、洗っていたらコーヒーカップが割れて」

　莉々子に力を入れたつもりはまったくなかった。もしかしたら、すでにヒビが入っていたのかもしれない。

「とにかく病院へ行くぞ。上田さん、車の手配をして」

「は、はい」

「それと、ここの後片付けは……キミ、頼んだぞ。それから総務部にも一報を入れてくれ」

「はい！」

　直人はてきぱきと指示をすると、莉々子を抱き上げ歩きだした。

「あのっ、自分で歩けます」

「足が震えてるじゃないか。そんな状態では歩けないだろ。大丈夫か？」

「……はい」

　そうは答えたものの、血を見たショックと傷の痛みで頭がクラクラしてくる。

「顔色が悪いな。心配するな、すぐに病院に連れていってやるから」

　大した怪我ではないはずなのに、優しい言葉をかけられて胸がいっぱいになり涙がこぼれる。

「なんだよ、そんなに痛いのか？」

　莉々子が首を横に振る。

「ホッとしたんです。直人さんの顔を見たら」

「……バカだな」

　誰もいないエレベーターで直人が莉々子にコツンと額を重ねる。

「大丈夫だ、俺がいるから」

　心強い言葉に莉々子はうなずいた。

　上田が手配した専用のハイヤーは、階下に着いたときには既にエントランス前に停車していた。

　すぐに近くの病院へと連れられ、怪我の処置が素早く施される。幸い傷は深手ではなく、分厚い絆ばん創そう膏こうを何枚か貼るだけで済んだ。

「週末は俺のマンションで過ごそう」

「どうしてですか？」

「その身体じゃ不自由だろう」

「このくらい平気です」

　手を切ったときには驚いて大怪我を負った気でいたが、軽症だったのだ。直人に面倒をかけるわけにはいかない。

「ダメだ。このまま直行するぞ」

「でも、まだ仕事が残っているんじゃ？」

「今日はもう終わり。とにかく俺の言うとおりにすること。ひとりじゃ心配だ」

　有無を言わさず、莉々子は彼のマンションへと連れ去られた。




　マンションへ着くと、直人はすぐにどこかへ電話をかけ始めた。莉々子は下ろされたソファからその背中を眺める。

　片手をポケットに入れた後ろ姿を見ているだけで、わけもなくドキッとする。着やせするタイプなのか、細身に見えるその身体が実は鍛え上げられていることを改めて知り、莉々子はひとり密かに胸を高鳴らせた。

「……いや、開会の辞は発注者がいいだろう。アビーの取締役に依頼するように。……ああ、そうだな。……わかった。それでいこう」

　やはりまだ仕事が途中だったのだろう。ただでさえ多忙な社長職なのに、来週末には新千葉物流センターの落成式も控えている。今の電話も、アビーという食品メーカーの社名や開会の辞といった言葉が出たことを考えると、落成式関係のことに違いない。

　そんな彼を自分の不注意で拘束してしまい、莉々子は申し訳ない気持ちになる。

　直人はそのあとも別の電話を何本かかけ続けた。

　ふと、莉々子のバッグの中でスマホが着信を知らせて鳴り始める。取り出してみれば、それは志乃からの電話だった。

「莉々子です。志乃さん、仕事を放り出すことになりすみませんでした」

　志乃がしゃべりだすより早く謝る。

　片付けは別の部署の人のお世話になってしまった。コーヒーカップも満足に洗えないとは、自分が情けない。

《ううん、仕事はいいのよ。木村部長から大体のことは聞いたけど、大丈夫なの？》

　実は直人が、病院から木村へ怪我の状態を前もって報告してくれていたのだ。

　志乃は本当に心配でたまらないといった様子だった。

「大した傷じゃないので大丈夫です」

《それで今は？　もしかして、社長とまだ病院？》

「あ、いえ、その……実は社長のマンションにいます。ひとりじゃ心配だからって」

　言おうかどうか迷ったが、もしもアパートにひとりでいるとウソをついて、心配した志乃が駆けつけたら大変だ。社長が付き添ってくれたことは木村から聞いているだろうから、変にウソをつかないほうがいい。

「……志乃さん？」

　急に電話の向こうが静かになった。切れたのかと思いスマホを耳から離してみたが、まだつながっているようだ。

「志乃さん？」

　莉々子がもう一度呼びかけると、ようやく《あ、ごめんね。ちょっと電波が安定しなくて》と志乃が答える。

《社長のところにいるのね。それじゃ安心だわ》

「ご心配をおかけしてすみません」

《ううん。それじゃお大事にね》

　志乃との電話を切ったところで、コーヒーを淹れた直人が隣に座った。

「会社からか？」

「はい、総務の鎌田さんからです。そんなことより、やっぱりまだ仕事が残っていたんじゃないですか。私なら平気ですから、今からでも戻ってください」

「なーに言ってんだ」

　力を込めて訴えると、直人は莉々子の頭を指先で軽く小突いた。

「怪我した莉々子を放っておけるわけがないだろ。さっきのしおらしい莉々子はどこへいったんだ？」

「はい？」

「俺の顔を見てホッとしたと泣いた莉々子は」

　いたずらに目を細めて、直人がからかう。

「あのときは怪我した直後だったので……」

　直人の顔を見た瞬間、心底安心したのだ。だが正直言うと、今もひとりにはなりたくない。怪我はめったにしたことがなく、口では仕事へ行ってほしいと言いながら、実際に直人がいなくなったらきっと心細くなるだろう。

　莉々子が思わず彼のシャツを握ると、その手を取って直人が指を絡める。

「素直じゃないな、莉々子は」

　クスッと彼が笑う。

「行かないよ。月曜の朝まで莉々子とここにいる」

「……ありがとうございます」

　直人の顔がゆっくりと近づき、まぶたをそっと閉じたときだった。「あら？　帰ってたの？」というかわいらしい声が聞こえ、莉々子は瞬間的に頭がパニックになる。とっさに彼から離れ、体勢を整えた。

　誰？　まさかほかに恋人がいたの……？

　莉々子の胸の奥に鈍い痛みが走る。

　でも、ちょっと待って。あれ？　どこかで会ったことがあるような気が……。

　それは、長い髪を片方の肩のあたりで緩くまとめ、色白で目鼻立ちの美しい上品な人だった。

「直人の晩ご飯を作ってきたのよ」

　そう言って、彼女が大きな袋を持ち上げる。

「そちらの方は、もしかして、この前の？」

　彼女がゆっくりとまばたきを繰り返す。

　思い出した！　お見合いの席にいたお姉さんだ！

　先日はしっとりとした着物姿だったが、今日はストンとしたエレガントなグレージュのワンピースを着ていた。

「あ、あの、こ、こんにちは。倉木莉々子です」

　慌てて立ち上がり頭を下げる。心臓は緊張に震えた。

「直人の母の百ゆ合りです」

「……〝母〟？」

　今確かに、彼女は『母の百合』だと言ったが……。

　直人の母親なら五十歳は超えているだろう。しかし、莉々子の目の前にいる女性は、やはり三十代後半にしか見えない。醸し出す雰囲気は温かみがあり、物腰も柔らかで、見合いの席で隣に座っていた威厳に溢れる源之助とは対照的だ。

「直人さんの、お母様？」

　確かめるようにゆっくりと尋ねると、百合は「ええ」と優しく微笑んだ。

「そ、その節は大変失礼なことを！　申し訳ありませんでした！」

　弾かれたように腰を九十度に折り曲げる。

「なんで莉々子が謝るんだよ」

　隣で憮ぶ然ぜんとする直人に、莉々子が「でも」と切り返すそばから、百合が穏やかに制する。

「そうよ、莉々子さん。怒ったりしてないから心配しないで。むしろ喜ばしく思ったくらいよ」

「……はい？」

　ふふふと上品に笑う百合を見て、莉々子は訳がわからずポカンとした。

　自分は見合いの席に乗り込んだ不届き者だと罵られて当然のことをしたのだ。息子をたぶらかした悪い女だと蔑まれても仕方のないことだったはず。

「あら？　怪我しているの？　大丈夫？」

　そう言いながら百合が向かいのソファに腰を下ろすと、「母さんは座らなくてもいいだろう？」と直人がつれないことを言う。

「せっかく直人の恋人に会えたんですもの。お話しくらいさせてくれたっていいじゃないの。ね？　莉々子さん」

「は、はい……」

　莉々子の隣に座る直人は、ため息をつきながら困り顔で髪をかき上げた。

「あの、私のことを本当に怒っていらっしゃらないんですか？」

「まったく。だって、直人が初めて恋人だって紹介してくれたんですもの」

　想像もしていなかった言葉に、反射的に直人を見る。すると彼は莉々子からそそくさと目を逸らした。

　日本を代表する大手商社のグループ企業で代表を務めている直人には、これまでに何人もの恋人がいただろう。それも肩書きに見合うような立派な相手が。それなのに初めて紹介したのが莉々子だったと聞かされ、信じられない思いになるのも当然だ。

　直人はその話題から逃げるようにキッチンへ向かった。

「しかも、こんなに綺麗な人なんですもの。私が興奮するのも許してね」

「綺麗だなんて……」

　謙遜ではない。本当にそんなことはないのだと莉々子は小さくなる。

「正直に白状すると、今回のお見合いを持ちかけた源之助さんはまだ怒っているの」

　そこまで言った百合がハッとしたように口を押さえる。

「直人、莉々子さんにはお話ししてあるの？」

　莉々子はなんのことかと思ったが、それがすぐに源之助と直人のことだとわかった。

「莉々子は全部知ってる」

　コーヒーを淹れて戻った直人がそう答えると、百合は「そう」と軽く息を吐いた。

「源之助さんが怒っていても、心配することはないわ。あ、そうだ、今度四人でお食事なんてどう？　その場でもう一度きちんと莉々子さんを紹介したほうがいいわ。ね、そうしましょう」

　源之助と会うなんてとんでもない。見合いの席で射抜かれた冷ややかな鋭い目を思い出して莉々子が震え上がる。

「あの、お母様、それはちょっと……」

　莉々子が遠慮すると、百合は「莉々子さん」と急に真顔になった。

　なにを言われるのだろうかと身構える。

「……はい」

「私のことはお母様じゃなくて、『百合』と呼んでもらってもいいかしら？」

「そ、そうですよね」

　直人と結婚したわけでも、そんな話が出ているわけでもないのに、莉々子は馴なれ馴れしく呼んだことが恥ずかしい。せっかく好意的に見てくれているのに台無しだ。

「違うのよ？　莉々子さんにお母様と呼ばれたくないということじゃないの。単純に名前で呼んでほしいってだけ」

　思わぬ理由が百合の口から飛び出す。

「そうなんですね……」

　ホッとして息を吐く。

「だから、百合でお願いね」

　百合はかわいらしく小首を傾げた。

「ったく、いい歳してなに言ってんだよ」

　直人が呆れた調子でつぶやく。

「あら、いいじゃないの。莉々子さんともっと仲良くなりたいんだから。あ、そうだわ。せっかくだから作ってきた晩ご飯、三人で一緒に食べましょう」

「母さんは部屋に戻れって」

「あら、私を邪魔者扱いするの？　心配しなくても、ご飯を食べたらおとなしく退散するから。莉々子さん、いいわよね？」

　そう言いながら、百合は持参した紙袋から中身を取り出した。

「も、もちろんです！」

　なんとも大きな三段重がテーブルの上に広げられる。

　しぶしぶ箸と皿を取りに行った直人は、不機嫌顔で腰を下ろした。

　百合がふたを開けてくれたお重には、目にも鮮やかな料理がぎっしり。一番上はルッコラやミニトマト、生ハムが入ったサラダ。二段目には筑ちく前ぜん煮にや鶏の唐揚げにローストビーフ。三段目は美しい色合いのちらし寿司だった。

「おいしそう」

　莉々子が思わずつぶやくと、百合は「まぁ嬉しい」と頬を染め、「遠慮しないで食べてね」と料理を取り分けてくれた。

　そして、見た目ばかりではなく味も抜群で、莉々子はつい何度もお代わりをしてしまう。

「莉々子さんの食べっぷりは、見ていて気持ちがいいわね」

「……すみません、とってもおいしいので」

　莉々子が恥ずかしさに小さくなる。

「食い意地が張ってるんだよな」

「ひ、ひどいですっ」

「見たままを指摘したまでだ」

　ホテルのブッフェで直人が驚くほど食べた過去のある莉々子は、いたずらっぽい目でからかう彼にそれ以上言い返せない。ぐっと詰まらせた言葉を喉の奥へ押し戻す。

　そんなやり取りを見ていた百合は、「仲良しね」と笑った。




「あんまり長居すると直人に怒られちゃうから、そろそろ帰ろうかしら」

　二杯目のコーヒーを飲み終えた百合が立ち上がる。広げられたお重は、どれも空っぽだ。

「本当にごちそうさまでした。とてもおいしかったです」

「それはよかった。莉々子さんとたくさんお話しできて、私も嬉しかったわ。今度、本当に四人でお食事しましょうね。それじゃ、直人、またね」

「ああ」

　直人がぶっきらぼうに返すと、百合が「ちょっと直人、『気をつけて帰れよ』とかいうひと言はないの？」と軽く睨む。

「気をつけてもなにも、すぐ真下だろ」

　百合の部屋は、この部屋のすぐ下。直人と同じマンション内に住んでいる。どちらも源之助から与えられたそうだ。

　百合と源之助は社内恋愛だった。朝菱商事へ入社する以前の会社で取締役と秘書として出会い、恋に落ちた。ところが源之助には親の決めた相手との結婚が待っていて、ふたりは別れることに。そのとき百合のお腹には直人がいたが、そのことを内緒にして百合は姿をくらませたらしい。

　それから十年が経ち、百合のことを忘れられない源之助は離婚。必死になって探し出した百合との間に自身の子供がいることを知って結婚を望んだものの、百合は頑なに拒絶したそうだ。

　親の言いなりで別の女性との結婚を決めた源之助に対する、百合の意地だったのかもしれない。それでも後継ぎとして直人をグループ会社の社長として育てることを百合が了承したのは、それまでの十年間がつらく苦しい毎日だったから。女手ひとつで育ててきた直人に少しでも楽をさせてあげたいという親心なのだろう。

　莉々子のことを歓迎したのは、百合にそんな過去があったからなのかもしれない。肩書きが邪魔をして、好きな人と結ばれなかった過去があったから。

　順風満帆に生きてきたわけじゃないと言った直人の言葉は、本当だったのだ。

「あ、そうだ。母さん、スペアキーを返してもらえる？」

　百合は虚を突かれたような顔を一瞬してから、「そうね」と微笑み、ポケットからカードキーを取り出した。

　もしかして、私のことを気遣ってくれたの？

　ふたりのやり取りを見つめる莉々子に百合が振り返る。

「莉々子さん、もう知っているかもしれないけど、直人は暗闇が苦手なの」

「余計なことを言うなよ」

　直人が横やりを入れるが、百合はまったく気にする様子はない。

「あら、本当のことなんですもの、いいじゃないの。莉々子さんの耳にも入れておいてもらったほうがいいわ」

　以前、社長室のダクトの掃除をしようとして間違えて電気を消してしまったことを莉々子は思い出した。そのときの直人の慌てぶりは少し異常とも思えるものだった。スイートルームで目覚めた朝も、煌々と電気が点いたままだった。

「私のせいなんだけどね」

「べつに母さんのせいじゃないだろ」

　無愛想ながらも直人が百合をかばう。きっとふたりきりで懸命に生きてきたのだろうと思うと、莉々子は無性に胸の奥が疼うずいた。

「とにかく早く帰れ」

「わかったわよ。お邪魔虫は消えます。それじゃ莉々子さん、またね」

「はい。ごちそうさまでした」

　莉々子は頭を深く下げた。

「直人にたっぷり甘えていいんですからね」

「いいから、ほら」

　直人に背中を押されながら、百合は朗らかな空気と共に部屋から去っていった。

「やっと帰ったな」

　ふぅと大きく息を吐き出し、直人が玄関から戻る。そして、ついさっき手元に戻ったばかりのカードキーを莉々子に突き出した。

「これは莉々子が使え」

「……え？　いいんですか？」

　合鍵をもらえるとは思ってもいなかった。

「当たり前だ。それとも母さんのお古じゃ嫌か？　それなら作り直すぞ」

「いえ！　ありがとうございます！」

　両手で受け取って手のひらで包み込む。

「素敵なお母様だな」

　ひとり言のように莉々子がつぶやくと、「そうか？」と直人が返す。でも、その顔はまんざらでもないといった感じだった。

「よし、風呂に入るぞ。莉々子は俺が洗ってやる」

「えっ！　だ、大丈夫ですっ！」

「そうはいくか。その手でどうやって洗う？　浅いとはいえまだ傷口は塞がってないぞ」

「それはそうですけど……」

　直人に洗ってもらうことを想像するだけで、莉々子はあまりの恥ずかしさに顔に火の手が上がった。

「問答無用だ」

　ソファに座り、直人がじりじりと間合いを詰める。

「キャッ」

　無理やり抱き上げられた。

「直人さん、待ってください！」

「待たない」

「恥ずかしいですからっ」

「莉々子の身体はもう全部知ってる。今さら照れることでもないだろ」

　確かに見られてはいるけれど、そういうことではない。

「いくら歯向かっても無駄だぞ。危ないからじっとしてろ」

　抵抗をものともせず、直人は莉々子をバスルームへ連れ去った。パウダールームに置いてある椅子に座らせ、右手には濡れないようにビニール袋を被せる。

「……本当に直人さんが洗うんですか？」

「この期に及んでまだそんな口を利くのか」

　直人の眉がピクリと動く。

「だって、ひとりだけ裸なんて……」

「俺も一緒に入る」

「……一緒に？」

　それならいいかもしれないと譲歩する気になった莉々子は、脱がせようとした直人の手を制止した。

「自分で脱げます」

　莉々子が小さい声で言うと、直人は満足気に笑った。

　身体を隠しながらもぞもぞと脱いでタオルで隠す莉々子と対照的に、直人はためらうことなく裸になっていく。

　潔い脱ぎっぷりで目の前にさらされた身体は、何度目でも莉々子の鼓動を速める。たくましい胸元から漂う色気を直視できず不自然に目を逸らしていると、莉々子の身体がふわりと浮いた。再び抱き上げられ、今度はバスルームの椅子に座らされる。

「直人さん、お願いがあるんです」

「どうした」

「電気を消してもらえると……」

　オレンジ色の柔らかなライトとはいえ、これでは明るすぎる。バスルームは消して、パウダールームから漏れる明かりだけでも十分な気がした。

「さっきの話聞いてなかった？　俺が暗闇を苦手なこと」

　そうだった。ついさっき百合から言われたばかりのことを思い出す。

「だから諦めろ」

「……はい」

　なんとなく口実にされた気がしなくもないけれど、莉々子が折れるしかないようだ。

　羞恥心でいっぱいのままおとなしく直人に髪と身体を洗ってもらい、大きく丸いバスタブにふたりで沈む。温めないほうがいいだろうという直人の指示に従い、バスタブの縁から右手だけ出した。

　後ろから抱き込まれる体勢で直人の胸に身体を預ける。莉々子は背中に感じる胸板の厚さにドキドキさせられた。

　そこから気を逸らそうと改めてバスルームを見回してみると、マットな質感の黒いモザイクタイルがおしゃれで、純白の丸いバスタブがとても映える。大きな窓からはプライベートガーデンが見え、開放感抜群だ。

「すごいですね……」

「なにが？」

「部屋もそうですけど、バスルームもラグジュアリー感があって」

　そんなバスルームを自分が使っていることが、とても不思議な気分だった。しかも、朝ソリの社長と一緒にだ。両親が聞いたら、きっと腰を抜かすだろう。

　ふたりのことを想像したら、ついクスッと笑みがこぼれる。

「なにがおかしいんだ」

「いえ、なんでもないです」

　後ろから顔を覗き込まれた莉々子が首を横に振ると、直人は頬をつねった。

「それがなんでもないって顔か」

「直人さんのことを笑ったわけじゃないですから」

「ほかの男のことでも考えてたのか？　余計に腹立たしい」

「違……んっ……」

　莉々子の顎をぐっと引き寄せ、直人が強引に唇を重ねる。触れ合う素肌がキスの温度をすぐに上げていく。絡め合う舌の隙間から漏れた莉々子の吐息が、白く煙ったバスルームに甘く響く。その反響がさらにふたりの行為を煽あおった。

　ところが、莉々子の身体をなぞっていた彼の指先が、ふと止まる。

「ダメだ。止められなくなる前に出よう」

「え？　あ、はい……」

　もう終わりなんだ、と、つい気落ちする。

「そんなガッカリした顔するな」

「ガ、ガッカリなんて！」

　即座に訂正してみるが、直人は余裕の笑みだ。

「今夜はしないと決めてる」

　その言葉を聞いて、やはり残念に思っている自分がいることに気づいた。それを見透かすように直人が見つめるから、気恥ずかしさで顔が赤くなる。

「怪我人に長湯は禁物だ。出よう」

　パウダールームで直人に髪と身体を拭いてもらう間も、莉々子はおとなしくされるがまま。着替えがないことに遅ればせながら気づき、今夜は彼のパジャマを借りることになった。当然ながらブカブカで、袖も足元も何重にも折る有様だ。

　莉々子が連れられたベッドルームは、落ち着いたブラウン系のベッドリネンと、壁には三種類のグラフィック柄がホワイトフレームに飾られたシックな部屋だった。

　大人が三人寝られそうな大きなベッドに直人とふたりで横になる。今夜から三日三晩、こうして一緒に過ごすのかと思うとものすごく嬉しい。

「ひとつ聞きたいことがあるんです」

　直人の腕に抱かれながら、莉々子が目線を上げる。

「直人さんは今までモテてきたでしょうし、それこそどんな女性だって手に入れられたのに、どうして私なんですか？」

　三年も前のたった一度の身体の関係を、直人がずっと忘れられなかったことがいまだに信じられない。これまで誰ひとりとして母親の百合に紹介しなかったことも不思議でならなかった。

「俺に近づくのは、大抵が富と名声に目がくらんだ女ばかりだ」

「そんなことはないと思いますけど……」

　直人の本質に目を向ける女性は、ほかにもいただろう。

「もう会えないだろうと思っていた莉々子を会社で見つけたとき、俺がどんな気持ちだったかわかる？」

　直人の質問に莉々子は首を横に振った。まったく想像もつかない。

「わからないので教えてください」

　直人は少しだけ困ったように笑いながら、静かに話し始めた。




　――日系企業向けの工業団地の分譲計画を進めるために、直人が中国と日本の行き来で多忙な毎日を送っていたときのことだった。

　久しぶりにやってきた本社で、取締役たちとの打ち合わせに向かうエレベーターを降り、なんとはなしに向けた視線の先に、直人は思いがけない人の姿を見つけた。思わず立ち止まり、彼女をじっと見つめる。

　……人違いか。

　一瞬そう思った。二年半も経っているうえ、こんなところで会う偶然があるとは思いもしなかったからだ。会ったのは、たった一度。その顔がいつしか記憶の中で形を変えている可能性もある。世の中には似た人間が三人は存在しているというから、面影が似ているだけということもあるだろう。

　ところがそう打ち消していた矢先、直人の耳に思わぬ声が飛び込んだ。

『莉々子、行こう』

〝りりこ〟。確かにそう聞こえた。

　その彼女が、同僚と一緒に直人からどんどん遠ざかっていく。

　あの夜、出会った彼女に間違いない。直人は確信した。

　二年半前のある夜、取引先との会食後に直人がひとりでふらりと立ち寄ったバーでのことだった。十ほどあるカウンター席の隅に腰を下ろすと、ひとつ空けた右隣にひと組のカップルが座っていた。

　最初は気にも留めていなかったが、ふと聞こえてきた会話が直人の神経をそちらへと向かせる。

『悪いけど、莉々子のことは最初からそれほど好きでもなかったんだ。だから別れよう』

　ずいぶんと辛辣な言葉だと思いながら隣を横目で見た直人は、そこに座る女性に目を奪われた。

　大きな瞳に長いまつ毛、女性らしい柔らかそうな頬や魅惑的な唇のライン。その横顔のあまりの美しさに思わず見とれたのだ。

　恋人に振られて泣きじゃくる女性を美しいと思うのは薄情かもしれない。だが、直人は心ごと奪われた感覚だった。ひと目見ただけでそんな気持ちになったのは初めてのこと。自分で自分に戸惑い、心が大きく揺れた。

　泣きながら店を出た見ず知らずの彼女を追いかけ、傷ついた彼女と朝まで一緒に過ごしたときのことが一気に蘇る。あのときの彼女の唇の感触も、素肌のぬくもりも、いまだに色いろ褪あせていないことを実感した。

　直人の腕の中で小さく肩を震わせて泣く姿、キスに必死に応える姿、すべてが愛しかった。会って間もない彼女を手放したくないとまで。なにがそこまで思わせるのかは、直人自身にもわからなかった。

　目覚めたときにひとりだったことを、あれほど寂しいと感じた朝はない。そして彼女につながる手がかりがいっさいないまま、二年半が瞬く間に過ぎていった。

　その彼女が再び直人の前に現れたのだ。

『上田さん、あそこを歩く右側の彼女の名前は？』

　遠くなった背中を指差し秘書の上田に尋ねる。

『えっと……彼女は最近総務部に異動した、倉木莉々子さんだと思います。彼女がなにか？』

『あ、いや……』

『では、取締役たちがお待ちですので急ぎましょう。それが終わり次第、午後八時の便で中国となっております』

『わかってる』

　上田にうなずきつつも、ある誓いを胸に、彼女が去った方とは反対方向へ足を向けた――。




「中国の案件が一段落したら、絶対に莉々子を手に入れると誓ったんだ」

　上体を起こした直人が莉々子を組み敷く。

「……泣き顔が気になっただけでですか？」

　たったそれだけでと莉々子が勘繰るのも当然だろう。

「そのときはそうだった。とにかく莉々子をあんなふうに泣かせるようなことから守りたい、と。それから社内でも莉々子を見かけるうち、ひたむきに仕事に取り組む姿にその想いがどんどん強くなっていったんだ」

「そんなに前から私のことを見ていてくれたんですね」

　予想を上回る直人の気持ちを知り、胸がいっぱいになる。

「やっと手にしたんだ。どんなものからも莉々子を守るから」

　奪うような口づけが莉々子の心までさらっていく。濃厚なキスで、頭の中が直人で満たされる。ただ彼がそばにいてくれればいい。そう強く思った。

　必死にキスに応える莉々子からふと唇が離れ、直人が「拷問だな」とつぶやく。

「……拷問？」

「ここで寸止めしなきゃならないなんて、ある意味拷問だろ」

「私なら大丈夫です」

　大した怪我ではない。実は莉々子も直人の愛を身体で感じたかった。

「そんな煽せん情じょう的てきな目をするな。本気で止められなくなる」

「だから私は――」

　莉々子にチュッと軽く唇が触れた。

「今夜は俺の想いを尊重してくれ。莉々子の怪我を心配しておきながら、欲望に負けて抱くのはないだろ。それで莉々子を愛してると言ったって説得力がない」

「直人さん……」

　初めて聞いた最上級の愛の言葉に嬉しさが込み上げる。

　そこまで思ってくれていたなんて……。

　思わず莉々子が自分から唇を重ねると、「おい、だからやめろ」と言いながらも、直人がそれに応えて唇を吸い上げる。

　莉々子はものすごく嬉しくて、途方もなく満ち足りていた。

　途切れることのないキスのあと、直人が莉々子を強く抱きしめる。

「莉々子となら、肩肘張らずに自然体で付き合えると予感した。それは正しかったと思ってる」

「ありがとうございます、直人さん」

　私のことを見ていてくれて。私に幸せな時間を分けてくれて……。

「莉々子、愛してる」

　莉々子の額にキスが落とされた。

「私も。私も直人さんのこと……愛してます」

　桜の舞い散るあの夜に交わしたキスからまだ二週間。たったそれだけのうちに、こんなにも大きく直人への想いが育つとは莉々子自身も思いもしなかった。

　あまりにも突然で、あまりにも急激。でも、心に確かに存在する想いにウソはない。

「もうひとつだけ聞いてもいいですか？　直人さんはどうして暗闇が苦手なんですか？　もちろん、話したくないなら無理には聞きませんが」

「小さい頃、母親が夜も働きに出ていたから、家にひとりでいることが多かったんだ。ある夜、近くでやっていた電気工事のトラブルで停電になったことがあって、ひとり布団の中でガタガタ震えてた。それ以来、暗闇はどうもダメだ」

「そうだったんですね……」

　幼いときならなおさらだろう。

「今夜は電気を消して寝てみませんか？」

「無理だ」

「私が一緒でもですか？　直人さんのことをずっとギュッとしていますから」

　もちろん強制はしない。でも、恋愛恐怖症になっていた自分を直人が救ってくれたから、今度は莉々子の番だ。

　すると、しばらく考えるように黙り込んでいた直人はベッドサイドに手を伸ばしてリモコンを取る。そしてボタンを何度か押し、部屋の明かりを徐々に落としていった。

「莉々子、どこへも行くなよ」

「行きません」

　そう答えると、直人は莉々子を強く引き寄せた。

　首を伸ばして、その唇に莉々子からそっと口づける。

「朝までキスしていますか？」

「朝まで拷問に耐え抜けって？」

「無理ですね」

「無理だ」

　ふたりで笑い合って、もう一度だけ唇を重ねた。




　直人と過ごした週末が終わり、月曜日の朝。総務部へ入った莉々子は、みんなから痛烈な歓迎をされた。

「もー！　莉々子さん、なにやってんですか！　コーヒーカップで手を切るなんて、どれだけドジなんですかー！」

「まぁまぁ松永くん、落ち着いて」

　興奮気味に莉々子のそばにやってきた松永を木村がなだめる。

「莉々子ちゃん本人が一番驚いただろうから。通りがかった社長が手際よく病院へ連れていってくれたと聞いたから、私はそれほど心配していなかったがね。いや、大したことがなくてよかったよ、莉々子ちゃん」

「はい、本当に。ご心配をおかけして申し訳ありませんでした」

　莉々子は頭を深く下げた。あそこで直人がいなかったら、おそらくパニックになっていただろう。

「とにかく気をつけてくださいよね、莉々子さん。今回は大事に至らなかったからよかったですけど」

「うん、ごめんね、松永くん」

　松永は腕を組み、「もういいですよ」と言いながら自分の席へ戻った。

　総務部内に視線を移してみれば、志乃はデスクに着いたまま莉々子を見つめていた。どことなく複雑な表情をしているようにも見えたが、莉々子と目が合いふっと微笑む。きっと志乃にもものすごく心配をかけただろう。

「志乃さん、すみませんでした」

　自分のデスクに着く前に莉々子は頭を下げる。

「私こそごめんね。私が最後まで片付けていれば、莉々ちゃんが怪我をしなくて済んだのに」

「でもそうしたら、志乃さんが怪我していたかもしれませんから、私でよかったです」

　志乃さんなら洗う前にヒビ割れに気づいたかもしれないけれど。

「もう大丈夫なの？」

　志乃は莉々子の右手にサッと視線を移してから見上げた。

「はい、大丈夫です」

　絆創膏だらけとはいえ、もともと深い傷ではない。それに、土曜日曜と、直人のマンションでは至れり尽くせり。まるでお姫様にでもなったかのような扱いを受けた。食事は慣れない手つきで直人が作ったり、デリバリーを頼んだり。金曜日の夜同様に髪も身体も洗ってもらった。

　とにかく直人に甘えどおしで丸二日間を過ごし、ものすごく幸せな気持ちで出勤してきたせいで、さっきから莉々子の頬は緩みっぱなしだ。

「社長とずっと一緒だったの？」

　椅子に座った莉々子に志乃がこっそり耳打ちをする。

「はい……」

　つい浮かぶ笑みを抑えることができない。

「幸せそうね」

　志乃の言葉に素直にうなずいた。




「メールの一通も返さないって、いったいどういうこと？」

　不満いっぱいに莉々子に抗議をしてきたのは真紀だった。

　一緒になった社員食堂のテーブルで、頬を膨らませる真紀に莉々子が両手を合わせて「ごめんね」と謝る。

「怪我したって聞いて驚いたんだから！　すぐに電話したのに出ないし、メールも返ってこないし。しょうがないから志乃さんのところに行ったら、たまたま居合わせた社長が病院に連れていったって聞いて」

「本当にごめんね。大した怪我じゃなかったの」

「怪我の程度の問題じゃないの。本当に心配したんだから」

「はい……」

　真紀が怒るのも無理はない。莉々子が逆の立場でも、心配でたまらないだろう。莉々子は返す言葉もなくシュンとする。

「でもまぁ、社長が一緒だっていうから大丈夫だろうとは思ったけどさ」

「ごめんなさい」

「私のこと、忘れてたでしょ」

「うん、ごめん。社長と今朝までずっと一緒だったから」

　正直に答えると、真紀は「このーっ！」と莉々子の髪をクシャッと撫でた。

「それにしても、社長がずいぶんと華麗だったらしいじゃない？　颯さっ爽そうと現れて莉々子を抱き上げて。事後処理の指示もてきぱきとしてたって、目撃した人が話してたよ」

「私もその素早さにはびっくりした」

　気づいたときには、もう車に乗っていたという早業だった。

「ただでさえ人気があるのに、これで社長の株がまた上がるね。で、莉々子はその社長と付き合っているわけだ」

　本当にすごい人の彼女になってしまった。

　ふたりでいるときにはあまり深く考えないが、こうして第三者から言われると改めて実感する。

「なんだかんだいって、よかったじゃない。同じイケメン御曹司でも、元彼とは違う人格だしね。その様子なら、きっと莉々子のことを大事にしてくれる」

「うん、そうだね」

　それはこの三日間で身をもって莉々子が思い知ったこと。大切にしてくれていることは、直人の言動すべてから感じられた。百合から歓迎されたことも、莉々子の自信につながっているのかもしれない。

「あ、志乃さんだ」

　真紀の言葉に顔を上げると、志乃が空いている席を探して歩いていた。

「志乃さーん」

　真紀が手招きで呼び寄せれば、志乃は「ごめん、今日はちょっと本を読みたいから、あっちでひとりで食べるね」と窓辺の隅を目線で指す。そしてその言葉どおり志乃はふたり掛け用のテーブルに、こちらに背を向けて腰を下ろした。

「なんだろう、珍しいね」

　小首を傾げる真紀に莉々子もうなずきながら、志乃の背中を眺めた。




　その週の水曜日。定時に仕事を終えた莉々子がエントランスを出ようとしたところで、着信が入った。立ち止まりバッグからスマホを取り出すと、それは直人からの電話だった。

《今どこだ》

　応答をタップするなり直人が尋ねる。

「ちょうど会社を出るところですが……」

《それじゃ、地下駐車場の出入口あたりで待っててくれ》

「……えっ」

　莉々子が戸惑っているうちに、直人は《じゃ》と電話を切った。

　多忙な直人がこの時間に帰るのは稀なこと。いったいどうしたのだろうかと莉々子は首を傾げた。

　そうして五分が経った頃だった。地下駐車場から一台の車がスロープをゆっくりと上がってくる。直人専用のハイヤーだった。すぐ目の前で止まった車の後部座席から直人が降り立ち、莉々子の腰に手を添えエスコートする。

　そんな扱いに気恥ずかしい気持ちになりながら、莉々子はシートに身体を預けた。

　隣に座った直人が莉々子の肩を引き寄せ、もう一方で手を握る。直人のハイヤーに乗るのは右手を怪我したときから数えて二度目になるが、前回は気が動転していて車内でのことはほとんど覚えていない。運転手付きの車だと改めて認識し、莉々子は思いがけない状況に身体を固くした。

「そんなに緊張する必要はない」

　そう言って直人が莉々子の髪にキスを落とすから、ビクンと肩が弾む。運転手にルームミラーで見られたらとんでもないと莉々子が不安を感じているそばから、目の前にグレーの壁が突然現れた。

「これならいいだろう？」

　運転席と後部座席の間が完全に隔てられると、直人は莉々子の唇に自分の唇を押し当てた。

「な、直人さんっ」

　莉々子は思わずその胸を押し返す。

　いくら運転席との間に壁があるとはいえ、万が一、運転手にふたりのことをほかで噂されたら直人さんが困るだろう。

「運転手には守秘義務を負わせているから心配するな。この車内で見聞きしたことは、なにがあっても漏らさない決まりになっている。まぁそれ以前に、莉々子とのことが公になっても俺はかまわないが」

　最後のひと言が莉々子の胸を熱くする。

　直人は莉々子の肩をそっと引き寄せ、唇を重ねた。触れるだけの優しいキスは次第に深くなり、莉々子の全身を痺れさせる。熱いキスをされて、頭の中も心の中も直人でいっぱいになる。

　最後にリップ音を立てて唇を離した直人は、甘い眼差しで微笑んだ。

　その視線のくすぐったさに目を逸らし、取ってつけたように莉々子が話を振る。

「あ、あの、お仕事は大丈夫なんですか？」

「今日は急きょ切り上げた」

　それほど急ぎの用事がこれからあるのだろうか。

　不思議そうにする莉々子の髪を直人が撫でる。

「心配するな。不安になるような場所へ連れていくわけじゃない。たまにはデートもいいだろうと思ってね」

　直人の声は楽しげに弾んでいた。

「デートですか」

　そう言われるとわけもなく嬉しくなる。

　直人はほころんだ莉々子の頬にキスをした。




　そうして数十分後、直人に連れられて莉々子がやってきたのは、とある埠ふ頭とうだった。車から降りた途端、潮の香りが鼻をかすめる。

　ここでいったいなにをするんだろう。

　車中でも『内緒だ』と思わせぶりに人差し指を立て、妖しく微笑むばかりだった直人に手を引かれ、埠頭を歩き始める。目の前にはライトアップされた白い客船が停泊していた。

　そこへ足が向かっているのは気のせいだろうか、と莉々子が直人の横顔を見つめているうちに、それが思い過ごしでないことがわかった。直人は客船ターミナルにある受付カウンターに立ち寄った。

「いらっしゃいませ、望月様でございますね。お待ちしておりました」

　黒いスーツに身を包んだ女性スタッフがうやうやしく頭を下げる。莉々子たちは彼女に案内され、桟橋を渡って乗船した。高級ホテルを思わせる船内はふかふかの絨毯が敷かれ、非日常的な雰囲気に包まれている。

「あの、直人さん、どういうことなんでしょうか……？」

　状況を呑み込めず、爪先立ちで歩きながら莉々子が直人にこっそり耳打ちをする。

「運よくディナークルージングの貸し切りができたんだ」

「貸し切りですか!?」

　莉々子の声がつい大きくなる。どうりでほかに人の姿が見えないわけだ。

　直人はクスッと笑い、莉々子の肩を引き寄せる。

「こういうのを莉々子は嫌うんだろうけどね」

「えっ？」

「金持ちが嫌だとか気に入らないだとか」

「それは……」

　確かにはっきりとそんな姿勢を示していた手前、直人のしてくれたことを素直に喜んでいいものかわからなくなる。

　スタッフにアテンドされたのは、階段を上がった広いレストランだった。その中央にあるテーブルにはキャンドルの淡い光が揺れ、開放的な窓の向こうには、夜景がキラキラと輝いている。

　ロマンチックな演出に莉々子の口から自然とため息が漏れた。

「こういうのも嫌いか」

「いえっ……」

　首も手も振って慌てて否定すると、直人はいたずらっぽく笑いながら椅子を引いて莉々子を座らせた。

「ありがとうございます……」

　照れくささが邪魔をして、キャンドルの優しい光に照らされた直人の顔を見られない。グラスのワインにもキャンドルが映り込み、莉々子の胸はいっそう高鳴った。

　数種の豆と野菜のマリネ、安納こがねのポタージュ、国産牛ランイチの炭火焼きなど次から次へと運ばれる料理を食べながら、向かいからは直人の甘い眼差しが常に注がれ、莉々子は夢見心地だった。

　食事を堪能し、ふたりは夜景がきらめく甲板へ出た。どことなく湿気を含んだ潮風が、莉々子の頬を撫でていく。その風のごとく、かすめるようにして頬に唇が触れたと思ったら、直人はそのまま莉々子を引き寄せた。

「直人さん、今夜はありがとうございます」

「正直、莉々子は嫌がるかと心配したんだけど」

　莉々子が首を横に振る。直人に放った昔の言葉を取り消したい気分でいっぱいだ。

「直人さんとこんなに素敵な夜を過ごせるなんて本当に嬉しいです」

　直人と一緒ならどこであっても最高の時間を過ごせるだろうが、今夜はまた格別だ。

　莉々子は、夢のような時間がもっと続けばいいのに、と願わずにはいられない。

　船は羽はね田だ空くう港こうを通過し、レインボーブリッジ越しに東京タワーやスカイツリーが美しい光を放っている。夜景の中を航行する海は、否応なしにふたりの気分を盛り上げていく。

　ふと横顔に視線を感じてそちらを見ると、直人のとろけそうなほど甘い眼差しが莉々子を見つめていた。腰を抱かれるようにして直人に向き合う。莉々子がゆっくりと目を閉じると、直人の熱い唇が重なった。

　思わぬデートのプレゼントは、莉々子の心を幸せな想いで満たしたのだった。










再会は苦い痛みを連れて




　それから二日が過ぎ、新千葉物流センターの落成式の日を迎えた総務部内は朝から大わらわだ。莉々子の手はだいぶ回復し、薄い絆創膏で済むようになった。

　落成式の開始時刻は午後一時。会場の準備もあるため、九時半にはここを出発することになっている。

「さて、そろそろ行こうか」

　木村が部内に声をかけたときだった。莉々子のスマホがバッグの中で鳴り始める。

　忙しいときに誰だろう……。

　そう思いつつ取り出してみれば、それは現地に直行している松永からの電話だった。

「もしもし、どうしたの？」

《莉々子さん、備品類の発注はしてありますよね？》

「え？　もちろんしたよ」

　いつもお世話になっている業者に、二週間前には発注を済ませてある。

《でも、なにひとつ届いていないんですよ》

「えっ!?」

　セレモニーに必要な備品は、紅白幕やパイプ椅子、講演台などかさばるものもある。ここから運び込むより直接現地着にしたほうが効率はいいからと、物流センターにある守衛室に届くように手配してあった。

《本当に発注したんですか？》

　松永が疑念たっぷりに繰り返す。

「確かにしたよ。たくさんあるから漏れや間違えのないようにネットで注文して、念のために電話でも確認を取ったの」

　だから間違いない。それが届いていないとはどういうことだろうか。

《日にちは間違えてないですか？》

「……日にちを？」

　そんな初歩的なミスをしたのだろうか。

「とにかく、今すぐ確認して折り返すね」

《お願いします》

　松永との電話を切ると、そばで見守っていた木村が「なにがあったんだ？」と心配そうに尋ねる。

「備品類がセンターに届いていないようで……。とにかく、確認してみます」

　あまりの事態に膝が震えだす。

　大切なセレモニーなのにどうしよう……。

　手までブルブルと揺れてしまい、スマホをタップする指が定まらない。

「莉々ちゃん、落ち着いて」

　志乃が背中を優しくさすってくれたが、莉々子の震えはどうにも止まらなかった。

「あの、みなさんは先に現地に向かってください。私はなんとか手配してから向かいます」

　セレモニー当日の総務部の役割は、手配した備品類の設置だけではなく、招待した企業への案内などもある。

「ひとりで大丈夫か？」

「はい、大丈夫です」

　正直言えば心細い。でも、そんなことを言っている場合ではない。自分のミスは自分でなんとかしなくては。

「それじゃ頼んだぞ。我々は向こうで備品の到着を待っているから」

「莉々ちゃん、なにかあったら連絡ちょうだい」

　木村と志乃にうなずき、莉々子はふたりをその場で見送った。そして、すぐに備品業者に電話をかけ始める。

「いつもお世話になっております。朝菱商事リビングソリューションの倉木と申します。本日着でお願いしていた備品類の発注の件で確認させていただきたいのですが」

　デスクの引き出しに控えていた注文ナンバーを莉々子が読み上げると、信じられない回答が返ってきた。

《そのご注文でしたら、一週間ほど前にキャンセルのご連絡をいただいておりますが？》

「えっ……キャンセル？」

《はい。確かにご注文はいただきましたが、その後キャンセルとなっております》

「いえ、そんなはずは……」

　どうしてキャンセルする必要があるの。私はそんな連絡をいっさい入れていない。

「なにかの間違いではないですか？」

《いえ、こちらではそのようになっておりますので》

　電話口から戸惑う様子が伝わってくる。

「では、今からなんとか手配していただくことはできませんか？」

　キャンセルに身に覚えはないが、そのことで言い合いをしている時間はない。事態は一刻を争うのだ。

《今日これからお使いになるんですか？》

「そうなんです」

　なんなら私が受け取りに行ってもいい。

　とにかくなんとかしたいと必死になる。

《大変申し訳ございませんが、今すぐの手配はちょっと難しいですね》

「そこをなんとかお願いします！」

　相手に見えもしないのに、スマホを耳に当てたまま莉々子は頭を下げる。

　ところが言い渡されたのは、《お力になれずに申し訳ありません》という莉々子にとっては酷なワンフレーズだった。

　業者との電話を切り、ネットで検索して別の業者に手当たり次第電話を入れる。無理を承知で「お願いします」と莉々子は何度も頼み込んだ。

　でも結果は最初の業者と同じ。どこも、今日の今日では手配ができないという回答だった。

　どうして昨日までに確認の電話を入れなかったのだろう。備品がきちんと届いているかチェックしていれば、こんな事態を防げたはずなのに、と後悔が襲う。

　そこで莉々子はハッとした。

　ケータリングのほうは、まさか大丈夫だよね？

　セレモニーのあと、その場で立食形式の簡単なパーティーを開催することになっている。

　念のために確認しようと電話をかけると、信じられないことにこちらもキャンセルされていた。備品業者同様、一週間前に連絡が入ったという。そしてやはり、こちらも当日では用意が難しいと断られてしまった。

　いったいどうして……？　なにが起こっているの？

　椅子に座り、途方に暮れる。

　みんなになんと説明したらいいのか。落成式を今からキャンセルすることは無理だ。朝ソリだけの問題ではなく、得意先の物流センターなのだから。

　私、大変なミスをしてしまったんだ……。

　思いもしない事態に、莉々子はその場から動けなくなった。

　そのとき、ふと総務部のドアが開く。入ってきたのは上田を伴った直人だった。

「もうみんな向かったのか？」

「はい、ひと足先に現地に……。なにかありましたか？」

「セレモニー進行の完成版をもらっていなかったから取りに来たんだ」

「大変失礼しました。こちらです」

　莉々子は、手渡されていたものをコピーして直人へ渡す。

「ありがとう。キミは行かないのか？　……なにかあったのか？」

　莉々子の顔が強張っていることに気づいた直人が首を傾げながら近づく。

　その顔を見て、莉々子は涙腺が緩みそうになるのを必死にこらえた。

「……実は、発注していたはずの備品が私の不手際でキャンセルになっていて」

「セレモニーで使うやつか？」

「はい。それと、そのあとのパーティーの料理も……」

　唇を噛かみしめてうつむいていると、直人は上田に「先に現地に向かってくれ」と振り向きざまに指示をする。

「え？　ですが……」

「アビーの上層部たちが到着したら、そのお相手を上田さんに頼みたい。うちの取締役たちも向かう頃だろうから、彼らとの顔合わせの段取りをしてやってくれ。車は上田さんが使ってくれてかまわない。俺は俺で手配するから」

　最初は戸惑っていた上田も、直人に指示をされて「承知いたしました」と総務部をあとにした。

　志乃の椅子に座った直人が、莉々子の肩に手を添えて顔を覗き込むようにする。

「そんな顔をしていても始まらないだろう？　話を聞かせてくれ」

「……はい」

　事の経緯を順序立てて話す。すると、さすがの直人も困ったように腕を組んで考え込んだ。

「申し訳ありません。朝ソリの顔に泥を塗るような真似をしてしまいました」

「まぁ待て。まだ手はある」

　直人はそう言うと、胸元からスマホを取り出して立ち上がった。

「もしもし、俺だ。京介、ちょっと頼みたいことがあるんだ」

　ル・シェルブルの副社長だ。お見合いに乗り込んだあとにブッフェに連れていってもらった先で会ったが、彼になにを頼むつもりだろうか。

　疑問を抱いている莉々子に、電話中の直人が振り向く。

「莉々子、必要な備品のリストはあるか？」

「え？　あ、はい、あります」

　探った引き出しからクリアファイルを差し出す。

　直人はそのリストをひとつずつ電話口で読み上げた。そしてさらに、なにやら料理の話まで始める。

「ああ、それじゃよろしく頼む。助かったよ、京介」

　電話を切った直人は莉々子を振り返り、「手配は完了だ」と信じられないことを口にした。

「どういうことですか？」

　備品業者でもない京介が、いったいなにをどうしたというのか。

「京介はホテルの副社長。つまり、セレモニーに関してはプロ。ホテルにはそういった備品類は揃っているだろうと見当をつけたんだ。パーティー用の料理だってお手の物だろう？」

　魔法でも使ったかのような展開に莉々子は言葉を失くす。

　どこに電話をかけても揃えられなかった備品を、そしてパーティー用の料理まで、直人はたった一本の電話で用意してしまった。

「莉々子？」

　呆然としている莉々子の顔の前で直人が手をひらひらと振る。

「……よかった」

　放心して全身から力が抜けていく。莉々子は椅子に座りながら、空気の抜けたビニール人形のように手足をだらんとした。それでもなんとか背筋に力を入れて頭を下げる。

「ありがとうございました」

「莉々子のためなら、なんてことはない」

　サラッと言って直人がニヒルに笑う。

　直人さんがいなかったら、きっとなんの手配もできないままだったに違いない。そして、セレモニーは大失敗に……。

　ホッとした途端、莉々子の鼻の奥がツンとしてくる。涙をこらえていると、直人は莉々子の頭を優しく撫でた。

「よし、俺たちも向かおう」

　手を取り、直人が莉々子を立たせる。「はい」とうなずき、ふたり揃って朝ソリをあとにした。




　タクシーに乗ること一時間。莉々子たちはセレモニー会場である新千葉物流センターへ降り立った。

　直人によると、京介のホテルのスタッフが備品を現地に直接届けてくれるという。車中で一報を入れていたが、莉々子の姿を見つけるや否や松永が駆け寄ってきた。

「よかったじゃないですか！　もう、一時はどうなることかと思いましたよ！」

「本当にごめんね。ご心配をおかけしました」

「ったく、莉々子さんときたら、怪我の次は備品の手配ミスなんて勘弁してくださいよぉ」

　そう言われると莉々子は返す言葉もない。ただ小さくなるばかりだ。

「それにしましても、望月社長、この度は本当にありがとうございます」

　木村が直人に頭を低くする。志乃もそれに続いた。

「いえ、たまたま総務部に顔を出したからよかったです」

「社長は莉々子さんの救世主ですね」

　松永がおどけて笑う。

　本当にそのとおり。困っているときには必ずといっていいほど、直人さんが現れる。まるで私のピンチを察しているかのように。

「社長、本当にありがとうございました」

「まだセレモニーは無事に済んでいないぞ」

　もう一度頭を下げた莉々子に、直人が釘くぎを刺す。

「そうですよね」

　備品類が届いたら、すぐに会場をセッティングしなければならない。予定時刻を大幅に押しているから急がなくては。

「では、私は接待がありますので」

「お忙しいところありがとうございました」

　木村の言葉に直人は軽く手を上げ、莉々子たちの前から歩いて去った。

　そこで、少し離れた場所に立つ志乃とふと目が合う。

「志乃さん、ご心配をおかけしました。なんとか手配はできました」

「よかったわね」

　彼女の口元がわずかに持ち上がる。

「ほんと莉々ちゃんってば、運がいいんだから。ここぞというときに社長が現れるなんてね」

「はい、本当に」

　肩をすくめると、志乃はじっと莉々子を見つめてから柔らかく微笑んだ。

　それから三十分と経たないうちに、四トントラックがセンターに入ってきた。ル・シェルブルのロゴが入っている。

　松永が会場となる場所まで誘導すると、すぐに手分けして荷台から備品類を下ろす。

　時刻は十一時半。急がなければ間に合わなくなる。

　莉々子と志乃が紅白幕を張り、松永がパイプ椅子や重い講演台をホテルのスタッフと一緒に並べる。木村は白手袋やテープカット用のハサミなど、細かいもののチェックをした。

　そうして急ピッチで設営が終わったのは、正午を回った頃だった。もう間もなくすると、得意先のアビーや建築会社の面々もこちらに姿を現すだろう。

「なんとか間に合ったね」

　木村が額の汗をハンカチでぬぐいながらひと息つく。

「みなさん、本当にありがとうございました」

　莉々子は、これ以上は無理だというほどに頭を下げた。

「なーに大丈夫だ、莉々子ちゃん。なんとか第一段階は突破したんだから。あとは滞りなくセレモニーを成功させよう」

　木村が莉々子の肩に優しく手を置く。

「はい！」

「それではみなさん、あともうひと踏ん張り頑張ろう。進行はほかのスタッフの方たちと協力するように」

　木村の言葉にみんなが気合を入れてうなずいた。

　それからしばらくすると、直人や取締役、アビーの人たちが続々と集結する。用意した二百脚のパイプ椅子は、ほぼすべてが埋まった。

　司会進行は木村。簡単な挨拶のあと、発注者である食品メーカー、アビーの専務が講演台に立ち、開会の辞を述べた。

　そのすぐあとに直人が前へ出る。

「本日はお忙しい中、当落成式にお集まりいただきまして誠にありがとうございます」

　直人が挨拶をすると、出席者は一様に座ったまま頭を下げた。

「本物件のテナントであるアビーは、現在埼玉にあるセンターから行っている茨城方面への店舗配送をこの新千葉物流センターで行うことにより、輸送ルートの短縮化と合理化を図っていくことになります。輸送距離の削減により二酸化炭素の排出量を約十三パーセント削減。輸送会社の営業所を併設することで事業者間の連携を密にし、トラックの手持ち時間を約五十五パーセント削減することが可能に――」

　莉々子はセンターの説明をする直人を会場の一番後ろから見つめた。堂々とした姿はもちろんのこと、原稿を見るわけでもないスピーチは淀よどみなく、とても自信に満ちていた。

「我々朝菱商事リビングソリューションは、今後も物流の効率化や環境に優しい物流事業を推進することにより、地球温暖化防止等の環境保全にも配慮し、循環型社会の形成に貢献していきます」

　最後にはスケールの大きさも見せつけ、会場から盛大な拍手が湧き起こった。

　そうして滞りなくセレモニーが閉会し、ここからは立食パーティーとなる。すでにル・シェルブルから料理が運び込まれ、センター内には食欲をそそるいい匂いが漂っている。

「それにしても、あのル・シェルブルから料理まで手配するなんて……」

　莉々子の隣に立ち、セレモニーの成り行きを見守っていた志乃が小さくつぶやく。

「社長のご友人が副社長をされているそうです」

「そう……」

　志乃は焦点が定まらない様子で小刻みにうなずいたあと、どこへ向かうわけでもなくふらっと足を出した。

　その背中を見ていた視界の隅で、男性が立ち止まったことに莉々子は気づく。

「……莉々子か？」

　突然かけられた声に、莉々子の心臓がドクンと飛び跳ねた。

　ゆっくりとした足取りで近づいてきた彼が目を見開く。

「やっぱり莉々子じゃないか」

　相あい沢ざわ祥しょう真ま、莉々子の元彼だった。耳にかかるほどの長さだった髪の毛はサイドを短く刈り上げてすっきりとした印象になっていたが、優しそうに見える目元は変わっていなかった。

「……どうしてここに？」

「どうしてって、アビーの社長だから」

「ウソ……」

　顔をしかめた莉々子に、祥真が名刺をそっと差し出す。

　そこには確かに【株式会社アビー　代表取締役社長　相沢祥真】とあった。

　祥真がグループ会社を多く抱える大企業の御曹司だということは、別れ際に知らされたこと。アビーの社長だとは知る由もない。

　もしも祥真に会うことがあるならば、幸せな顔をして笑ってやろうと思っていたのに。あなたのことなんか、私だって好きじゃなかったって言ってやろうと思っていたのに……。

　莉々子は笑顔も出なければ、そんな悪態もつけなかった。それどころか、唇も膝も震える。

「あ、あの、私、仕事があるから……」

　踵を返したが、彼に手を掴まれた。

「待って」

　祥真の声が耳を突く。

「莉々子と話がしたい」

　ふと見やった彼の左の薬指には、プラチナリングが輝いていた。彼は結婚したのだ。

「私に話すことはないから」

「頼む」

　懇願されても、首を横に振る。

「無理。今、仕事中なの」

「それじゃ今夜、セントルイーズで。ふたりでよく行ったバーだ。覚えてるよね？」

　祥真が別れを切り出した場所だ。忘れるはずもない。

「……行かない」

「莉々子が来るまで待ってるよ」

　そんなことを言われようが絶対に行かない、と莉々子は心の中で返す。

　両手をギュッと握り締めてその場を立ち去ろうとすると、振り返ったところに直人が立っていた。

「相沢社長、うちの社員がなにか不手際でも？」

　直人に問われた祥真は、「いいえ、不手際などということは全然。少し彼女とお話をさせていただいただけです」と紳士的に返す。

「そうですか」

　直人の視線が向けられ、莉々子はなんとなく目を逸らした。

「莉々子さーん！　ちょっといいですかー？」

　松永がタイミングよく呼んでくれたおかげで、莉々子はその場でふたりに一礼して彼の元へ走った。




　落成式後にあったパーティーの料理の評判は格別だった。当初予定していたものよりも格上の料理だったのだから、それも当然だろう。

　何事もなくすべてが無事に終わり、退勤時間の午後五時半を迎える頃には、莉々子たちは朝ソリに帰っていた。

「いやぁ、しっかし今日の落成式は本当に疲れましたねー」

　自分の席で大きく伸びをしてから、松永が首をぐるりと回す。

「莉々子さんには今度なにか奢おごってもらわないと割に合わないな。ねー？　莉々子さん？　……莉々子さんってば！　どうしたんですか、ボーッとして」

　急に名前を呼ばれ、莉々子の肩が驚いて弾む。

「え？　あ、なに？　どうかしたの？」

「もー、俺の話聞いてなかったんですかぁ？　今日のアクシデントの埋め合わせに、莉々子さんになにかごちそうしてもらわないとって言ったんですよ」

「あ、うん、そうなんだ……」

　つい心ここにあらずの返答になる。

「そうなんだって、莉々子さん、どうかしたんですか？」

　向かいの席から松永が不思議そうな顔を覗かせる。

「松永くん、莉々子ちゃんもどっと疲れが出たんだろう。今日のところは勘弁してあげようじゃないか」

　木村のフォローのおかげで、松永は「はーい」とおとなしくなった。

　お礼の意味を込めて莉々子が木村に頭を下げると、にっこりと愛嬌のある笑顔をくれた。




　ロッカールームでぼんやりと帰り支度をしていると、ちょうど真紀がやってきた。

「今日は落成式お疲れさまでした。ぐったりでしょ」

「うん、そうだね」

「あ、ねぇ、一緒にご飯でも食べていかない？」

　隣のロッカーを開けた真紀が、その扉の上から顔を覗かせる。

「……うーん、今夜はやめておく」

「どうしたの？　なにかあった？」

　すかさず突っ込まれて、莉々子はどう答えようかと考えあぐねる。でも、真紀に隠し立てしても、いずれは態度でばれるだろう。

「今日ね、祥真に会ったの」

「祥真って……え、ウソ。あの祥真さん？」

「うん。アビーの社長だった」

「それじゃ落成式で？　うっそ、信じられない……」

　真紀は目を見開いたまま固まった。手を口に当て、まばたきも忘れる。

「私もびっくりした」

「彼にまたなにかひどいことを言われたの？」

　真紀の質問に首を横に振る。傷つくような言葉はかけられていない。ただ、その存在自体に傷ついただけ。

「それじゃなに？」

「話がしたいから、今夜セントルイーズで会おうって」

「まさか行く気？」

　真紀の眉が吊つり上がる。当時、傷ついた莉々子を目の当たりにした彼女がそんな反応をするのは当然だろう。

「なんの話だろうって」

「なんの話って、今さらなんなの？　ひどい言葉を浴びせて莉々子を傷つけておいて。いったいどんな精神状態でそんなことが言えるのか私が聞いてやりたいわ」

　真紀が息巻く。右手の拳を胸の前で握り締めた。

「でもね、私も聞きたいの。最初から好きでもなかったのに、どうして一年半も付き合ったのか」

　それを聞かなければ、祥真との間にきちんとしたピリオドが打てない気がする。

　遊びで付き合える期間とはどうしても思えず、莉々子はずっとそれが心に引っかかっていた。もしも彼に対して自分になにか非があったのだとしたら、直人と付き合っていくうえで知っておきたい。

「そんなこと、もうどうでもいいじゃない。振られた男にのこのこ会いに行くなんて、どうかしてるよ。あっちに下心があったらどうするの？」

「それはないと思う。彼、結婚してるから」

「だったら余計に行ったらダメ。ていのいい浮気相手にされるのがオチだよ」

　真紀の言っていることもわからなくはない。もしかしたら、祥真には下心があるのかもしれない。自分から振った女なら、気持ちが残っている可能性がある、と。昼間、莉々子の態度がぎこちなかったから余計だ。

「ちゃんと拒めるから。それに、きちんと決着をつけないと、この先ずっと〝あのとき私はどうして振られたんだろう〟って、心の中から祥真を完全に消せない」

　まっすぐに真紀を見て訴える。

　祥真に再び心が惹かれることはない。そう言い切れるのは、莉々子の中で直人の存在が大きなものになっているからだ。

「……わかった。その代わり約束して。間違いは絶対に起こさないって」

「うん、約束する」

　小指を出した真紀と指切りをして、莉々子はロッカールームからひと足先に出た。




　五月中旬の夜は、暖かさと寒さとが入り混じる空気の中にある。その混濁した状態は、まさに莉々子の心の中を映したようだった。

　セントルイーズの前に着くと、莉々子の身体に嫌でも緊張が走る。約三年ぶりに開けたドアの先、カウンター席によく知る懐かしい背中を見つけた。

　ゆっくりと振り返った祥真が微笑み、軽く手を上げる。あの頃と変わらぬ爽やかな笑顔に、胸がズキンと痛む。懐かしさと共に苦い想いが込み上げた。

「やっぱり来てくれたね」

　まるで莉々子が来ることは最初からわかっていたような口ぶりだ。

「私も聞きたいことがあったから」

「そう。なに飲む？　いつも飲んでたモスコミュール？」

　その提案に首を横に振る。過去に引きずられるわけにはいかない。

「ホワイトレディをください」

　莉々子は直接バーテンダーにお願いした。

「シャープな味を好むようになったの？」

「そういうわけじゃないけど……」

　しばらくしてカクテルが出されると、祥真が「再会に」とグラスを傾ける。

　それを無視して口をつけた。

「結婚したんだね」

　彼の左手に視線をやってから、莉々子は再び素っ気なく前へ戻す。

「莉々子と別れた半年後にね」

　もしかしたら二股だったのかもしれない。ちょっとした遊び心で付き合っていたのは本当だったのかも。

「今、二股だったの？って思っただろ」

「なんでわかったの？」

　鋭い指摘に莉々子の目が泳ぐ。

「莉々子の元彼だからね」

　祥真は〝元〟を強調して笑った。

「でも違うよ。二股はしていない。それで、莉々子の聞きたいことってなに？」

「私が聞きたいのは……」

　そこで言葉を止め、ホワイトレディを一気に飲み干して勢いをつける。

「最初からそれほど好きでもなかったなら、どうして私と一年半も付き合ったの？」

　ずっとくすぶり続けていた疑問を思いきってぶつけると、祥真は深いため息を漏らした。

「……そのことか」

　言い訳でも探しているのか、しばらく黙り込んでから祥真が莉々子に視線を投げかける。その目がどこか寂しげに見えて息が詰まった。

「ちゃんと好きだったよ、莉々子のこと」

「なに言ってるの？　私を振ったときの言葉、覚えてないの？」

「忘れられるはずがないよ。ずっとわだかまりが残ったままだった」

　祥真の瞳が頼りなく揺れる。

「……どういうこと？」

「あのときはそう言って別れるしかなかったんだ。親の決めた相手との結婚が持ち上がってね」

　祥真は、ジントニックをひと思いに飲み干した。

　そういえば、ここで飲むときの祥真はいつもそれだったことを莉々子は思い返した。莉々子がモスコミュールで、祥真はジントニック。いつもお決まりだったためバーテンダーにも覚えられて、ふたりが顔を揃えるときは注文をする前に出されたものだ。

「好きなまま別れようとしても、莉々子は納得できないだろう？　それなら、最初から好きじゃなかったと言って、莉々子の気持ちが俺に残らないほうがいい。残酷な言葉で莉々子を傷つけて、俺が悪者になったほうがいいって思ったんだ」

「なにそれ。それじゃ、大手企業の御曹司だってことを黙っていたのは？」

「莉々子とは、生まれだとか肩書きだとかに左右されずに素の自分で付き合いたかったんだ。いつか話さなきゃと思いながら、結局別れの場面になっちゃったけど」

　それは思いもしない祥真の告白だった。胸が圧迫されたように苦しい。

　この三年間はなんだったの。最初からそれほど好きでもなかったと振られて、ずっと引きずってきたのに。

「……ずるいよ、祥真。自分ばかりいい人ぶって」

「いい人ぶったつもりはない」

「私、祥真の言葉のせいで、ずっと恋愛できなかったの。それなのに今さらそんなこと……」

　絞り出すように莉々子が抗議する。

「それじゃ莉々子は、どんな理由で別れたら納得した？」

　祥真にそう投げかけられて、自分に問いかける。

　私は彼からどんな理由が欲しかったの？

　自分で自分がわからなくなる。ただひとつ確かなのは、祥真に『ちゃんと好きだった』と言われて、心がどこか軽くなったことだった。

　自分だけが傷ついて、自分ひとりが思い悩んで過ごしてきたのかと思っていた。でも、祥真はもっと重いものを抱えていたのかもしれない。傷ついたのは私だけではなかった。

「莉々子、俺たち、もう一度……」

　祥真の手が莉々子に重ねられる。

「祥真、私――」

　その手を毅き然ぜんと振り払おうとしたときだった。そうするより早く伸びてきた手が、莉々子の肩を引き寄せ祥真から遠ざける。

「悪いが、莉々子を渡すわけにはいかない」

「……っ!?」

　直人が現れたのだ。

「どうしてここに!?」

　驚く莉々子を尻目に、直人がふたりの間に割って入る。

「直人さん、あのね――」

「相沢社長、これはいったいどういうことでしょうか？」

　言い訳は直人に遮られた。彼の背中から伝わる静かな怒りが莉々子を焦らせる。

「望月社長こそ、いきなり不ぶ躾しつけではありませんか？」

「いいえ、莉々子は私の恋人ですから」

　直人の言葉に祥真が愕がく然ぜんとする。莉々子を見て、『そうなのか？』という目をした。

　莉々子がうなずくと、祥真はまぶたを閉じ細く長く息を吐く。動揺をなだめようとしているようだった。

「例えあなたが莉々子の現在の恋人だとしても、これは私たちの問題です」

「いえ、莉々子を手放したあなたが、今頃になって口を開くべきではない。一度口を閉ざしたのなら、そのままつぐむべきだと私は考えますが」

　睨み合うふたりの間にただならぬ空気が漂い、莉々子にも緊張が走る。ただ、どうしたらいいのか、莉々子にはわからなかった。

「ひとりの女性すら幸せにできない相沢社長が、一時の感情で莉々子を幸せにできるとお思いですか？　戸惑わせるだけです」

　祥真が自分の左手に目を落とす。そこにはプラチナのリングが淡く光っていた。

「……あなたの言うとおりかもしれませんね。一度手放したものは、どうあがいても戻らない。莉々子が今幸せなら、それで十分です。……莉々子、話せてよかったよ。ありがとう」

「祥真……」

　彼はカウンターに千円札を三枚置くと、最後にどこか頼りなく見える笑みを口の端に浮かべてセントルイーズの扉から出ていった。

　その後ろ姿を見送っていると、振り返った直人が莉々子を刺すような眼差しで見下ろす。不機嫌なことを隠すつもりはないようだった。

「……どうして私がここにいることがわかったんですか？」

「沢田さんから連絡をもらった」

「真紀から？」

　まさか彼女から直人につながるとは思いもしなかった。

「あの、直人さん――」

「行くぞ」

　手を引き、直人が莉々子を店から連れ出す。すぐ前にハザードランプを点滅させて停車していた直人の車に莉々子を乗せ、車を発進させた。

　例えようのない重い空気が車内を包み込む。直人とふたりでいて、これほどまでに息苦しいのは初めてだった。

　直人は終始無言。その横顔は話しかけようとする莉々子を拒絶しているようにも見えて、開こうとした口をすぐに閉ざした。




　そうして居心地の悪い中、到着したのは直人のマンションだった。

「入って」

　ひと言だけ発し、直人が莉々子を部屋へ通す。玄関のセンサーライトが点灯する前に、莉々子は彼の腕に抱き込まれていた。

「……直人さん」

　名前を呼んだ莉々子の唇が塞がれる。直人は莉々子の腰を引き寄せ、いつになく激しくキスを求めた。酸素を欲して開いた口から入り込んだ舌が、荒々しく口内をかき回す。

「な、なお……さん、ちょっ、待って……」

「待たない」

　そう言うが早いか、直人はベッドルームへ莉々子を抱き上げた。

　ベッドに横たえ、彼女の素肌に指先を這はわせる。息つく暇もないほどの激しい口づけと直人の滑らかな指先に翻弄され、莉々子はなにも考えられなくなっていく。ただ直人を感じ、直人を見つめ、直人に身を委ねた。




　いつになく荒々しく抱き、共に果てたベッドで直人が莉々子をそっと抱きしめる。

「悪かった。こんなつもりじゃなかったんだ」

　その腕の中で莉々子は首を横に振り、「私こそ、ごめんなさい」と直人の胸にしがみついた。

「アイツのこと、まだ忘れられないのか？」

「違うんです」

　それはきっぱりと断言できる。莉々子は気持ちが残っていたわけではなく、別れの理由に納得ができなかっただけだった。

「それじゃ、どうして会いに行った」

「彼に言われた言葉が、ずっと心に引っかかっていたんです」

　喉に刺さった魚の小骨のように、なかなか取れなくて苛立ちすら感じるほどに。

「好きになってもらえなかったのなら、その原因を知りたかった。私のどこかに悪いところがあるのなら、直人さんにも嫌われる可能性がありますから」

　莉々子は最初、そうだと思っていた。祥真に会いに行く理由は、そこにあった。

「でも、それだけじゃありませんでした」

「それだけじゃない？」

　直人が目を細めて莉々子を見つめる。

「愛されていた確証が欲しかったんです。私だけが傷ついたことを許せなかったのかもしれません。……嫌な女ですね」

　祥真も本当に自分を好きだったと知り、気持ちが軽くなったのはそのためだろう。やっとあの頃の自分が報われた、と。傷ついて悩んで、恋に臆病になっていたけれど、これで本当の意味で前に進むことができる。莉々子は、ようやく過去の恋に終止符が打てたのだ。

「いや、あんな言葉をぶつけられれば当然だ」

　別れの場面に居合わせた直人だからこそ、そう思えるのだろう。

「アイツに『もう一度』と言われて、心は揺れなかったか？」

「動揺はしました。でも、私には直人さんがいるから。今の私は直人さんしか見えないんです」

「それなら……」

　直人が身体を起こし、莉々子を再び組み敷く。

「二度とアイツの名前を口にするな。俺以外の男の名前を呼ぶな。いや、それができないほど俺で満たしてやる」

　降りてきた直人の唇は、荒々しかったさっきまでのキスとは違い、もどかしいほどに優しく繊細で、それがかえって莉々子を高ぶらせる。募る彼への愛しさが胸を締めつけた。

「……直人さん、愛してます」

　唇が触れ合う距離で吐息交じりに囁くと、重ねた手のひらに直人の力が込められる。頬を撫でる指先が思わせぶりに首筋へと伝い、さらに鎖骨、胸元へと滑り落ちていく。

「莉々子、俺もだ。愛してる」

　直人の甘い声が鼓膜を震わせ、莉々子の胸の奥まで響く。これ以上ないほど幸せで、逆に失うことが怖くなった。

　このままずっと、直人さんとつながっていたい。

　直人への恋情は尽きることなく溢れていった。




《社長と激しい夜は過ごせた？》

　そんな電話が真紀からかかってきたのは、翌朝のことだった。

　明け方近くまで愛を囁き合い、身体を重ねていた莉々子たちは、午前十時を過ぎてもベッドの一部と化すように寝ていた。

「……おはよ、真紀」

《なによ、その寝ぼけた声は。……もしかして、まだ社長と一緒？》

　そう聞かれたタイミングで、半覚醒の直人が「莉々子」と引き寄せ、唇を重ねる。チュッと音が立ち、真紀から《ちょっと！　今のはなぁに？　キスしてたでしょ。もー、朝からエッチだな、莉々子は》とからかわれた。

　まだ眠っている直人を残して、莉々子はそばに落ちていた薄手のベッドカバーを素肌に巻き、スマホを耳に当てたままベッドルームを出る。リビングの一角に置かれたピアノの椅子に腰を下ろした。

「真紀が社長に教えたんだってね」

《心配だったの。莉々子が流されやしないかって》

「急にセントルイーズに現れるからびっくりしたじゃない」

《でも、おかげで社長と濃厚な時間を過ごせたんじゃない？　ジェラシーは恋のスパイスだからね》

　真紀にそう言われ、莉々子の頬が熱を持つ。昨夜の直人は、まさに嫉妬に燃えた獣のようだった。でも、そうして妬いてもらえたことが、莉々子は嬉しい。

《あ、今、思い出してたでしょ》

「えっ、ち、違うよ！」

《やだなぁ、莉々子ってば、ほんとエッチなんだから》

「だから、違うのー！」

　そう否定した直後、莉々子の手からスマホが抜き取られる。なにかと思って振り向けば、そこにはワイシャツをはらりと羽織った直人が立っていた。ボタンの留まっていないシャツの間から覗く胸元は、朝にもかかわらず莉々子をドキッとさせる。

「な、直人さん、返してください」

　莉々子が伸ばした手をものともせず、直人が話し始める。

「もしもし、望月です。沢田さん、昨日はご連絡ありがとうございました」

　電話の向こうで、真紀が戸惑っている声がかすかに聞こえた。いきなり直人に代わり、相当驚いたのだろう。

「はい、ご心配なく。莉々子は責任を持って幸せにしますので。……はい、では失礼します」

　直人は通話を切ると、スマホを莉々子に返した。

「おはよう、莉々子」

　後ろから莉々子を抱き込んだ直人が、頬に唇を当てる。

「おはようございます」

　窓からグランドピアノに差し込んだ白い光が部屋に幾重にも伸びていた。

「真紀にあんなことを言っちゃってよかったんですか？」

『責任を持って幸せにします』なんて、まるでプロポーズみたいだと、莉々子はものすごく照れくさい。

「俺はその気だ」

　そう言いながら、直人は髪にキスを落とした。

　その気？　……そこまで考えてくれているの？

　思わぬ言葉に莉々子の胸が弾んだ。

　隣に腰を下ろした直人が、ふとピアノのふたを開ける。

「弾いてみるか？」

「……ピアノをですか？」

「ああ」

「無理です。私、『猫ふんじゃった』くらいしか弾けないので」

　それも子供の頃のこと。今も覚えているかと言ったら莉々子に自信はない。

「いいから、聴かせてくれ」

　直人はピアノのふたを開け、莉々子の両手を鍵盤の上に置いた。

「もう……本当にひどいんですからね？」

　息を吸い、吐き出すと同時に黒い鍵盤の上で指を動かす。

　確か、こうだったはず。……あれ？　ちょっと音が違うような。じゃ、こうかな　……これも違う。

　グランドピアノに似つかわしくない音がポロンポロンとこぼれていく。

　直人は隣で笑いをこらえるように「ククク」と肩を震わせた。

「直人さん、ひどい。だから弾けないって言ったのに……」

「ごめん」

　口元を無理やり引き締め、直人がいたずらな目を莉々子に向ける。

「猫ふんじゃったはこう弾くんだ」

　直人の指が鍵盤の上を華麗に舞う。最初は莉々子の知っている猫ふんじゃっただったはずが、いつの間にか音に厚みが増し、荘厳な曲へと変化していく。最後にポロンと高音を指で弾き、演奏が終わる。

「直人さん、すごい……」

　そんな陳腐な感想しか出なかった。

「ただの猫ふんじゃっただ」

「ただのじゃありません。ものすごくスケールのある猫ふんじゃったでした。こんなの聴いたことがないです」

「今初めて弾いたんだから当然だ」

　即興でそんなことができる直人は天才なんじゃないかと、莉々子は信じられない思いでいっぱいだ。京介がラウンジの演奏を直人に依頼する理由がよくわかった。

「直人さん、あの曲を弾いてください」

　ル・シェルブルのラウンジで弾いていた、あの美しい曲。ショパンの……。

「別れの曲？」

「そう、それです」

「タイトル的に弾く気になれない」

　そんなことを気にするのかと莉々子が思わずクスッと笑えば、直人が冷ややかな視線で睨む。

　すげなく却下されたが、莉々子は直人の弾く別れの曲を最初から最後まで聴いてみたい。

「お願い」

「今夜も帰らないというなら考えてやろう」

「直人さんがそうしてもいいなら、ここにいさせてください」

　莉々子が直人の肩に自分の頭を預けると、直人は仕方がないなというように小さく息を吐き、両手を鍵盤に置いた。

　あの旋律を奏でられると、穏やかなようでいて切ない曲調が胸に染み込んでいく。心地いい調べに、莉々子は直人の肩にもたれたまま目を閉じた。










さよならへのカウントダウン




　直人と気持ちを確かめ合った夜から一カ月が過ぎ、六月も中盤。そろそろ梅雨の気配を感じる季節になった。気温はまだそれほど上がっていないが、肌にまとわりつくような湿気は不快指数が高い。

　右手の傷もすっかり癒え、綺麗になっている。

　莉々子は、その日の業務を終えて志乃とふたりで駅へ向かっていた。

「社長とは、その後どうなの？」

「はい、おかげさまで仲良くやっています」

　今日も、このまま直人のマンションへ行くことになっている。

「そう」

　志乃の横顔はどこか沈んでいるようだった。声にも張りがない。

「志乃さん、なにかありましたか？」

「え？　どうして？」

「なんだか元気がないように見えて」

　こうして莉々子から尋ねるのは珍しいことかもしれない。いつも志乃のほうが莉々子を心配して声をかけてくれることが多い。

「……ううん、そんなことはないわ」

　笑みを浮かべるけれど、やはりどこかいつもと違う。

「心配してくれてありがとう。それじゃ、お疲れさまでした」

　帰る方面の違う志乃と手を振って別れる。様子のおかしい志乃を気にしつつも、莉々子は今夜の夕食のことを考え始めた。

　直人さん、今夜はなにが食べたいかな……。

　直人はどんなものでもおいしいと食べてくれるから、莉々子もつい張り切って作ってしまう。つい先日も、香辛料の調合から手作りした大量のカレーを、彼は飽きることなく三日にもわたって食べてくれたのだ。

　さすがに量は考慮しなければと思いながら階段を下りている途中で、ホームから電車の発車メロディが流れてきた。

　よし、あれに乗っちゃおう。

　階段の中頃で足取りを速めたときだった。背中になにかが当たり、押されるようにして前のめりになる。

「キャッ……」

　なんとか数段はきちんと踏んだが残りの何段かを踏み外し、莉々子はホームに倒れ込んだ。

「痛っ」

　痛みを感じて足を見てみれば、破れたストッキングから血がにじんでいる。

　やだ、ウソ……。私ってば、こんなところでなにしてるんだろう！

「大丈夫ですか？」

　片膝を突いた状態でいると、通りすがりの若い女性が手を貸してくれ、なんとか立ち上がった。

「ありがとうございます」

「これ、使ってください」

　その女性がバッグから取り出したポケットティッシュをありがたくもらい、傷口に当てる。

「どこかほかに痛いところはありませんか？」

　そう聞かれて両足を地面に突いて確かめてみると、擦りむいた傷以外は平気そうだった。

「大丈夫みたいです。ありがとうございました」

「よかった。お大事にしてくださいね」

　その女性に頭を下げ、次に滑り込んできた電車にかろうじて乗り込んだ。




「この傷、どうしたんだ」

　直人と一緒に身体を沈めたバスタブで、彼が莉々子の膝の絆創膏に目ざとく気がついた。

「帰りに駅の階段で転んじゃったんです」

「階段で？　それで、ほかにはどこも怪我してないか？」

　直人が莉々子の前に回り込み、身体のあちこちをくまなくチェックする。

「ほかは大丈夫です。あの、私の気のせいかもしれないんですが……」

　切り出したものの直人に言うべきかどうか土壇場で迷う。

「なんだ、話してみろ」

「階段で後ろから押されたような気がして……」

　誰かのカバンが当たった可能性もあるが、故意に手で押されたように思えた。そのときのことを思い出して、莉々子は背筋がかすかにゾクッとするのを感じた。

「……直人さん？」

　急に呆けたようになった直人を呼ぶと、いきなり真顔になる。

「莉々子、俺が車を出すから一緒に通勤しよう。絶対にひとりになるな」

「そこまでしなくても大丈夫です。私の勘違いかもしれないですし」

　そうであってほしくて、明るく笑い飛ばす。

　それに、現在の直人は行きも帰りも会社から手配されたハイヤーで通勤している。わざわざ自分の車を出すまでもない。

「ダメだ。なにかあってからでは遅い」

　しかし直人は頑として譲ろうとしない。

　どうしてそこまで必死になるのか。仮に手で押されたのだとしても、故意ではなくてたまたま当たっただけということもある。直人の様子を見ていると、まるで莉々子がこれからも誰かに狙われるような言い方だ。

「私が行きも帰りも一緒じゃ、直人さんの仕事に障ります」

「そんなことを莉々子が心配するな。とにかく、明日からそうするぞ」

　直人はそう言い含めてから真顔を解く。優しく微笑み、莉々子に口づけをした。




　さすがに絆創膏三枚は、スカートをはくと目立った。冬場ならタイツでごまかせたけれど、この時期ではそうもいかない。

　そして予想したとおり、出勤早々、松永から突っ込まれた。

「莉々子さん、今度はなにをやらかしたんですか？」

　そんな言葉はないだろう。せめて、『大丈夫ですか？』と気遣ってほしい。

「ちょっと駅の階段で転んじゃって」

　松永は腰をかがめて莉々子の膝に見入った。

「最近の莉々子さん、なんだか神様の恨みをかっている感じですね」

　どこかからかうように言う。

「なにそれ……」

「だって、ハンドクリームはゴミステーションから出てくるし、コーヒーカップで怪我はするし、落成式の備品も料理もなぜかキャンセルになっちゃうし」

　確かにそうかもしれない。ここ二カ月の間、災難という災難が降りかかっている。それこそ人生のうちの大半のアクシデントがあったと疑うくらいだ。

「お祓はらいしてもらったほうがいいかもしれませんよ？　目に見えないものの恨みだったら怖いですからねぇ」

　松永に妙なアドバイスをされ、急に不安になる。

　私、知らないうちにどこかで誰かに恨まれているの？

　ふと背中を誰かに押される昨日の感触が蘇り、小さな恐怖が芽生える。

　もしも本当にそうなのだとしたら、誰に？

「莉々ちゃん、足、大丈夫？」

　隣から志乃が心配そうに莉々子を見つめた。

「はい、なんとか」

「そう。気をつけてね」

　志乃の言葉にうなずいていると、木村が腕を組んで困惑顔を浮かべながら総務部に入ってきた。

「困ったな。うっかりしていたよ」

「どうしたんですか？」

「実は、養生用のテープが切れていてね」

　松永を始めとした総務部の施設管理担当者は現在、ビル内のダクト清掃を行っている最中。それは社屋にあるダクトすべてという大がかりなもので、床や壁を汚さないように養生シートを貼らなくてはならない。テープはそのために必要なのだ。

「それじゃ、私が買ってきます」

　テープの残数が少ないことに気づかなかったのは、備品を管理する莉々子のミスでもある。

「そうしてもらえると助かるよ。我々はひと足先に準備を始めているから」

「はい、すぐに行ってきます」

「莉々ちゃん、気をつけてね」

　木村と志乃に見送られ、莉々子は会社を出た。

　薄いグレーの雲が広がった空は雨を予感させる。どことなく湿った空気の中、経理部で調達したお金をポケットに入れて歩いていた。

　戻るまで雨が降らないといいな。

　歩いている人たちの手に傘が握られているのを見て不安になる。

　テープを手に入れられる一番近くの店までは、会社から歩いて片道十分程度。急いで買って帰ろう。

　タイミングよく青信号で道路を三度渡り、四つ目の大きなスクランブル交差点で赤信号とぶつかった。

　たくさんの人が立ち止まる中、最前列で青になるのを待つ。鼻先にポツリと雨粒を感じた、そのとき。

　――トン。

　背中を押された莉々子は、車道に一メートルほど飛び出してしまった。

　――ププーッ！

　響くクラクション。スピードを上げて迫る車。その直後……。

「莉々子！」

　叫びにも似た声で呼ばれると同時に身体が宙に浮いた次の瞬間、莉々子は後ろにそのまま大きく転がった。

「……っ！」

「直人さん!?」

　あっと思ったときにはなぜかそこに直人の姿があり、莉々子を抱きかかえた状態で歩道にふたり揃って倒れていた。彼がクッション代わりになってくれたおかげで、莉々子自身はなんともない。

　信号が青に変わり、ふたりに視線を投げかけながらよけるようにして大勢の人がスクランブル交差点を渡り始める。

「莉々子、大丈夫か？」

　直人の切羽詰まった声が背中からかけられた。

「直人さん、どうして……？」

　すぐさま起き上がり、直人に手を貸す。

　アスファルトに打ちつけたのか、直人は肘を押さえながら上体を起こした。座った状態のまま莉々子を抱きしめる。

「無事でよかった……」

　そう言われて、たった今自分の身に起きたことを悟った。

　今、確かに誰かに背中を押された。それは莉々子の勘違いではない。

「腕、大丈夫ですか？」

「ああ、大したことはない」

　直人がそっと微笑む。

「でも、どうして直人さんがここに？」

「航空券の手配を頼もうと総務部に内線したら、莉々子が外出したって聞いて慌てて追いかけた」

　どうりで息が切れているわけだ。直人は肩を弾ませていた。

　だけど、まるで私がなにか危険な目に遭うのがわかっていたみたい。なぜ？

　莉々子の疑問に感づいた直人が「昨日も変なことがあったから心配だったんだ」と付け加える。

「ごめんなさい、心配をかけて。それと迷惑も……」

　仕事の途中で突然会社を飛び出す羽目になるとは。いよいよ上田さんに叱られそう。でもやっぱり私、誰かに恨まれているんだよね。

　そう思わざるを得なかった。

「よし、戻ろう」

「待ってください」

　莉々子の手を引いて立たせ、歩きだそうとする直人を呼び止める。

「私、テープを買ってこないとならなくて。ダクトの清掃に必要なんです」

「その手配なら上田さんに頼んである。間もなく総務部に届くだろう」

「え？　そうなんですか？　なにからなにまですみません……」

　またしても直人に助けられ、頭が上がらない。

「いや、それより、しばらくひとりになるのは避けたほうがいい」

「私、誰かに恨まれてるんでしょうか」

　直人さんがそこまで警戒するくらいだもの。

「いや、そうじゃない。大丈夫だ。莉々子はなにも心配するな。俺が守る」

　直人は軽く莉々子を引き寄せ、トントンと優しく背中を叩いた。

　そうされることで少しずつ気持ちが落ち着いていく。

「……わかりました」

　歩き始めた直人をそっと見上げれば、どこか考え込むように一点を見つめ、その眉間には深い皺が刻まれているのが横顔からでもわかった。




　莉々子を総務部へ送り届けたあと、直人は暗い気分のままレターオープナーで真っ白い封筒を開けた。なにが書かれているのかおおよその見当がつくのは、これで五通目だからだ。宛名も中身もすべてパソコンで打ち出したもの。これまでに届いたものもすべてそうだった。

　四つ折りにされた紙を開くと、直人が想像していた文章がそこには綴つづられていた。

【倉木莉々子の身を案じるのならば、今すぐ別れよ】

　中身はいつも似たようなことが書かれた一文きりだった。

　最初は単なるいたずらだろうと軽く考えていた。しかし、この手紙が届くようになってからというもの、莉々子の身辺で不可解なことが起きているのも事実。駅の階段で彼女を突き落としたのも、スクランブル交差点で車道に押したのも、おそらくこの手紙の差出人の仕業だろう。

　莉々子は自分の手で守る。そう心に誓った直人だったが、それが可能なのかわからなくなっていた。四六時中彼女を見守ることが、現時点でできていないからだ。

「社長、お約束のお客様がお見えです」

　社長室のドアから上田が顔を覗かせる。直人は、彼女がドアをノックした音にも気づかなかった。

「……お通しして」

　上田の目から隠すようにして、直人がデスクの引き出しに手紙を突っ込む。

「この頃、差出人の名前のないお手紙が頻繁に届いているようですが」

　直人の様子を察してか、上田が心配そうに顔を曇らせた。直人宛ての郵便物を仕分け、デスクに置くのは秘書である上田の仕事。差出人と受取日を管理しているため、怪しい封書が直人に届いていることは当然ながら気づいていた。

「いや、心配には及ばない」

「……そうですか。不躾なことを申し上げて申し訳ありません。もしもなにかお困りのことがございましたら、弁護士の田た崎ざき先生もいらっしゃいますので、なんなりと私にお申しつけくださいませ」

「ありがとう」

　上田の心遣いに感謝しながら、直人は小さく息を吐いた。

　自分が莉々子を完全に守り切ることができるとすれば、ひとつの方法しかないのかもしれない。

　直人はある考えを胸に秘めつつ、来客を出迎えた。




　スクランブル交差点での一件以降、莉々子は直人に言われたとおり会社でもなるべくひとりでいることを避け、行き帰りも直人の車でこっそり一緒に通勤していた。

　二週間が過ぎ、季節は梅雨本番を迎えた。

　なにかと災難が降りかかったのは気のせいだったのかもしれない。たまたま悪いことが重なっただけで、階段でも交差点でも、背中を押されたように感じたのは思い込みだったんじゃないか。

　あれ以降なにも起こらないことから、莉々子はそんなふうに楽観的に考え始めるようになっていた。

　直人との帰り道、彼の運転する車がいつもと違う道を走っていることにふと気づく。

「どこかへ寄るんですか？」

　そう問いかけながら見た直人の表情が、どことなく硬い。彼は前に顔を向けたままぶっきらぼうに「莉々子の部屋」と答えた。

「私の部屋ですか？」

　この二週間は初日に荷物を取りに寄ったきり。ずっと直人の部屋で過ごしてきた。

「特に必要なものはないんですけど……。もしかして、今夜は私の部屋に泊まるってことですか？　それなら掃除をし――」

「違う」

　直人が莉々子を遮る。

　ゆっくりと止まる車。窓の外を見てみれば、そこは莉々子のアパートの前だった。

「それじゃ、どうしたんですか？」

「莉々子、しばらく距離を置こう」

　前を向いたままの素っ気ない彼の顔を覗き込む。

「……え？　なにを――」

「距離を置こう」

　直人はもう一度同じ言葉を繰り返した。

　莉々子にはその意味が理解できない。

　距離を置くって、私とはもう終わりにしようってこと？

　突然のセリフに頭の中が混乱に揺れる。

「直人さん、よくわからないんですが……」

「そのままの意味だ。会うのをやめよう」

　直人は淡々と言ってのけた。

　別れとも思える言葉に耳を疑いたくなる。

「……ウソですよね？　冗談ですよね？」

　そこで初めて莉々子を見た直人の目はあまりにも冷ややかなもので、笑い飛ばそうとした彼女を封じ込めた。鼓動が速く打ち始め、制御ができない。

「冗談じゃない。本気だ」

「……どうしてですか？　なんで急にそんなことを……？」

「莉々子のことが煩わしくなった」

　ためらうことなく直人の口から出た言葉が、莉々子の胸を深く刺してえぐる。

　放心状態の莉々子を置き去りに、直人は運転席から外に出た。いつの間に用意したのか、彼のマンションに持ち込んであった莉々子の荷物を詰めた大きなバッグを後部座席から降ろす。

「部屋の前まで送るよ」

　助手席のドアを開けた直人が莉々子に降りるよう促す。

「直人さん……？」

「降りて」

　いつしか降りだした霧雨が直人の髪を静かに濡らしていく。莉々子は戸惑いに揺れる瞳を止めることはできなかった。

　直人は玄関の前で運んでくれた大きなバッグを莉々子に手渡し、「それじゃ」と目を合わせもせず背を向ける。

　なにがどうしてこうなったのか理解ができない。今、目の前に起きていることは莉々子にとって現実味がなかった。

「……直人さん！　待って！」

　とっさに呼び止めてみたが、直人は振り返ることなく莉々子の前から去っていった。

　悪い夢を見ているだけ。朝がくればすべて元どおり。

　そんな願いは、朝の光が差し込むと同時に儚く消えた。




　重い身体を引きずるように出勤すると、志乃から「具合でも悪いの？」と心配されてしまった。

　その目を見て込み上げた涙をなんとかこらえ、莉々子は首を横に振る。でも、どうしてもひとりで抱えていることはできなかった。

「社長と……」

「もしかして、社長となにかあったの？」

　言葉が続かない莉々子の顔を志乃が覗き込み、周囲を気にしながら声を抑える。

　核心を突いた質問に息を深く吐き出しながら、莉々子は「振られちゃったみたいなんです」と声を落とした。

「どういうこと？」

「少し距離を置きたいって」

　決定的な別れの言葉を言われたわけではない。でも、明るいと思えたふたりの間に深い溝ができたことは確かだった。

「そう……」

　志乃まで黙り込む。いつも明るい総務部の空気が、莉々子ひとりのせいで重くなったようだった。

「でもほら、もともと住む世界は違ったんだし仕方ないわよ。莉々ちゃんには、もっとふさわしい人が現れるわ」

　志乃が明るい声で莉々子を元気づけようする。

　しかし莉々子はその声援になにも返せなかった。




　どうしてこんなことになったんだろう。

　仕事中も考えるのはそのことばかり。

　責任を持って幸せにすると真紀に誓ったのはウソだったの？　俺が守ると言ったのも……。

　そう彼を責める一方で、『煩わしくなった』という直人の言葉から、あまりにも彼に迷惑をかけていたことも思い知る。

　仕事ではミスをカバーさせ、怪我をしたときには病院まで運んでもらい、スクランブル交差点では車に轢ひかれそうになったところを助けられた。ことごとく直人の手を煩わせていたのだ。

　直人さんが嫌気がさしても無理はなかったのかも……。

　なにをしていても直人とのことが頭から離れない。せめてもの救いは、先日開催された株主総会の後処理の手伝いで忙しいことだった。莉々子は直接の担当ではないが、議事録の作成や取締役会開催の手配に手を貸していた。

　そんな毎日を過ごしているうちに、気づけば一週間が経過。ほとんど眠れていないせいか、いつにも増して体調がよくない。

「莉々子さん、大丈夫ですか？　顔色が悪いですよ？」

　たまたま通路で会った松永にまで心配された。

「うん、平気」

　強がって答えながらも、先ほどから莉々子の額には嫌な汗がにじんでいる。

　今日は総務部へ帰ってパソコンをシャットダウンすれば終わりだから、あとちょっとだ。頑張らなきゃ。

　そう自分を奮い立たせつつ、松永のあとをついていく。

　エントランスロビーでエレベーターを待っていると、そこから降りてきた直人を見て莉々子の心臓が止まりそうになる。あの夜以来だった。

　直人は莉々子を見て、なんともいえないような切ない表情を浮かべた。

「莉々子」

　不意に名前を呼ばれて視線をずらせば、そこには祥真の姿があった。どうしてここに？と思ったが、彼の会社は物流センターの発注者。管理運営の打ち合わせにでも来たのだろう。

　直人は莉々子から即座に目を逸らし、まるで見えていないかのように横を通り過ぎていった。

　彼と付き合っていたことが、急に現実味を失っていく。完全に関係がなくなったことを態度で示され、全身から血の気が引くのを感じる。その場に立っていられなくなり、莉々子はこらえきれずにうずくまった。

「莉々子さん!?」

　松永の声のあとに「莉々子、大丈夫か？」と祥真の声がすぐそばで聞こえた。なんとかうなずいたが、遠ざかりそうになる意識を止めることができない。

「おい！　望月社長！　なにしてんだよ！」

　叫ぶ祥真の向こうに小さくなっていく直人の背中を見ながら、莉々子はそこでふっと視界が閉ざされた。




　ゆっくり目を開けると、白い部屋にいた。壁も波を打つカーテンも真っ白。そこにふと入り込んだ祥真の顔に、自分が今どういう状況に置かれているのかわからず戸惑った。

「莉々子、やっと目を覚ましたか。今、看護師を呼ぶから」

　祥真がブザーを鳴らした。

　……看護師？　それじゃ、ここは病院？　……そうだ。私、会社で倒れたんだ。

　自分を置いて立ち去る直人の背中を思い出して、莉々子の胸が締めつけられる。

　目なんて覚めたくなかった。苦しくて苦しくて、どうにかなってしまいそう。

　身を切られるような痛みが胸を貫く。

「倉木さん、気分はどうですか？」

「大丈夫です……」

　すぐに駆けつけてくれた看護師が、血圧測定や検温をてきぱきこなしていく。

　看護師によると、莉々子は貧血で倒れたとのことだった。ここ最近の寝不足も関係したのか、三時間も眠り続けていたそうだ。

「この点滴が済んだら帰れますので、声をかけてくださいね」

　看護師はそう言って病室をあとにした。

「いったいなにがあった。どうして望月は莉々子が倒れても知らん顔だったんだ？」

　椅子に座り直した祥真が莉々子を問い詰める。

「……私、振られちゃったみたい」

　莉々子は祥真から目を逸らしてか細い声で答えた。

「は？　なに言ってんだよ」

「しばらく距離を置こうって。いろいろと問題を起こす私のことが面倒になったんだと思う。……しょうがないね、私って」

　笑ってごまかす。そうでもしないと涙がこぼれそうだった。

　この調子では、誰とも恋愛がうまくいかないような気がする。

「許せない」

　祥真がポツリとつぶやく。

「いいの、私は大丈夫だから。祥真が怒る必要はないよ」

「あんな偉そうなことを俺に言っておいて、このざまはなんだよ。ふざけるな」

　怒りにまかせて自分の膝を拳で叩く祥真を、莉々子が慌てて止める。申し訳なく思う反面、かばってもらえることは嬉しかった。手痛い失恋に優しさが染みる。

「本当に平気だから。祥真は家に帰って」

「そうはいかないよ。莉々子を送ってく」

「ダメだってば」

　自宅で待つ人がいる祥真を引き留めるわけにはいかない。

「この前は引き下がったけど、今夜は絶対に譲らない」

「でも――」

「変な気を起こそうってわけじゃないから心配するな」

　祥真に深読みされて勢いが弱まる。そこを心配したのは確かだ。再会した夜に、祥真が『もう一度』と口走ったことを思い出したせいにほかならない。

「とにかく点滴が終わるまでおとなしく寝ること」

　真顔でそう言われ、従うしかなかった。




　三十分後、点滴の終わった莉々子は祥真の車に乗せられアパートへ送り届けられた。

「毎食抜かずに食べて、毎晩きちんと寝るんだぞ」

　部屋の前で祥真がしつこく何度も繰り返す。

「点滴してもらって、かえって元気になったから心配しないで」

　小さくガッツポーズをすると、祥真が莉々子の頭をコツンと小突く。

「ばーか。心配するよ。いいから言うことを聞いてくれ」

　しつこいほどに何度も念を押す祥真に莉々子はうなずいた。

　久しぶりによく眠った気がする。点滴の効果なのか身体も軽い。

　昨日とは格段に違う体調で出勤すると、総務部のみんなが「出勤して大丈夫？」と口を揃える。

「ご心配とご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

「最近の莉々子さんは、ある意味トラブルメーカーですね」

　松永の厳しいひと言に反論の余地もない。莉々子は肩をすくめて縮こまった。

　本当にそのとおりだ。仕事のミスに怪我。挙げ句の果てに倒れるとは情けない。

「……すみません」

「まぁまぁ、誰にだって悪いことが続くときはあるものだよ」

　普段どおり、木村が仲裁に入る。優しい笑みを向けられ、莉々子はホッとした。

「そうよ、松永くん。莉々ちゃんをあんまりいじめないの。『莉々子さん、大丈夫かな』って人一倍心配してたのは誰？」

　志乃に指摘され、松永は「勘弁してくださいよぉ」と頭をしきりにかいた。

「ところで莉々子さん、アビーの社長と知り合いだったんですか？」

「あ、うん……」

　やはり聞かれたか。昨日のあの状況では無理もないことだ。

「驚きましたよ。『俺が病院へ連れていきます』ってカッコよく莉々子さんを抱き上げるんですもん」

　松永が身振り手振りで説明する。みんなには既に昨日から何度も話したのか、「また始まったわ」と半ば呆れ顔で志乃が笑った。

「昔の知り合いなの」

「とかなんとか言っちゃって、彼氏だったりして」

「相沢社長は結婚してるんだから失礼なことは言わないの」

　からかい始めた松永を莉々子が睨むと、「なーんだ、つまらないな」と眉を上下に動かし、松永は不満そうに自分の席へと戻った。




　その夜、莉々子は以前もらったカードキーを返すため、直人のマンションへ来ていた。距離を置こうと言われた以上、持っていることはできない。

　ところがいざエントランスホールにあるオートロックの前に立つと、部屋番号を押すことをためらう。

　わざわざ手渡しするのは嫌がられるかな。私の顔はできれば見たくないかもしれない……。

　そんなことを考えているうちにどんどん怖じ気づいていく。直人の困った顔は予想がつき、じりじりと後ずさる。

　あとで郵送することにしようかな。……うん、そうしよう。

　そう決意して踵を返すと、思わぬ人に出くわした。

「あら、莉々子さんじゃない。どうしたの？　直人のところに来たんでしょう？」

　百合だった。莉々子がカードキーを握り締めていることに気づき、不思議そうにしている。どうやら直人から、なにも聞いていないようだった。

「あ、いえ……」

　なんと答えたらいいのかわからず、莉々子が口ごもる。

「直人、いなかった？　それなら私の部屋へいらっしゃらない？　実はおいしいケーキを買ってきたの」

　百合が小さな箱を莉々子の前に掲げる。「さぁ行きましょう」と莉々子の手を取ってオートロックを抜けた。

　百合のしなやかな手を振りほどくことができず、莉々子は誘われるままに彼女の部屋へと引き入れられる。造りはまったく同じながらも、スタイリッシュな直人の部屋とは違い、ところどころに花が飾られ、全体的に暖色系のカラーで統一された女性らしさに溢れた空間だった。

「座って待ってて。今、紅茶を淹れてくるわね」

　莉々子をソファに座らせ、百合がキッチンへ向かう。しばらくするとオレンジペコの甘い香りと共におしゃれな柄の皿にケーキをのせて、戻ってきた。

「そうだ、せっかくだから直人も呼びましょうよ」

「えっ……」

　百合が嬉しそうにスマホを操作し始めたものだから、急いで「待ってください！」と引き留める。

「……どうかしたの？」

「あ、その……」

　直人が話していないことを莉々子から言っていいものなのか。余計なことは慎んだほうがいいのではないかと思うと、その先を続けられない。

「直人となにかあった？」

「いえっ、そういうわけでは……ないのですが……」

「そう。それじゃ呼ぶわね」

　百合はスマホをタップすると、すぐに通話を始めた。

「直人、今どこ？　……それじゃ、すぐに部屋にいらっしゃいよ。素敵なお客様が見えてるから」

　嬉しそうに電話を切った百合が「直人、帰っていたわ」と笑う。

　つまり、あと数分もしたらここに直人さんが……。私がいることを知ったらどう思うだろう。素敵なお客様どころの話ではない。彼にしてみれば、私は招かれざる客に違いない。

　いろんなことを考えて莉々子の身体が強張る。密かに加速を始めた鼓動に気づき、思っている以上に緊張していることがわかった。

　しばらくして出迎えた百合と一緒に現れた直人が、莉々子を見て複雑な表情を浮かべる。莉々子も、ぎこちなく目を逸らして頭を下げることしかできなかった。

「莉々子さんと下でばったり会ってね、おいしいケーキで釣っちゃったわ。ごめんね、直人、横取りして」

「……いや」

「ほら、座ったら？　今、直人の分の紅茶も淹れてくるわね」

　百合がキッチンへ立った瞬間、ふたりを重苦しい空気が取り囲む。カードキーを返すなら今のうちだと、百合を横目に見ながら莉々子はそっと差し出した。

「あの、これを返そうと思って……」

　隣に座る直人に体を向け、百合に聞こえないように声をひそめる。

　一瞬驚いたようにした直人は、「ああ」と小さく唸るように返事をして受け取った。

　もしかしたら『それは莉々子が持っていて』と言ってくれるかもしれないと、浅はかな期待をした自分が惨めだった。

　そこから再び沈黙が訪れる。せめて百合が早く戻ることを祈ることしかできない。

「あら、なぁに？　しんみりしちゃって。ケンカでもしたの？」

　舞い戻った百合が目を丸くしてふたりを見比べる。直人の前に紅茶とケーキを置いて向かいのソファに座った。

「いや、そういうわけじゃない」

「そう？　ならいいけど……。じゃ、早速食べましょう」

　百合に「どうぞ」と促され、莉々子は皿を持つ。

「ここのイチゴタルトが絶品なの。食べてみて」

　ニコニコ顔の百合は、タルトをひと口食べて、さらに顔をほころばせた。

　前回会ったときには救いの笑顔のように思えた彼女の顔は、今の莉々子にとってとてもつらいものだった。

「やっぱりおいしい。ほら、ふたりとも食べたら？」

「はい……いただきます」

　フォークで小さく切り分け、口に入れる。直人も隣で同じように口に運んだ。

「ね？　おいしいでしょう？」

「おいしいです」

　そんなひと言しか返せない。莉々子は、直人がすぐそばにいることで胸が苦しくて、味わっているどころではなかった。

「この前、源之助さんも含めた四人でお食事でもどうかしらって話したでしょ？　それ、いつにしましょうか？」

　急にそんな話題を振られ、莉々子は困惑する。

「あ、はい……」

　助けを求めるつもりで隣を見ると、「今はちょっと忙しいから無理だな」と直人はサラッと返した。

　いっそのこと、その話はなしにしてほしいと提案してくれればいいのに。

　莉々子はふたりに気づかれないように小さく息を吐いた。




　直人に送ってもらうようにと半ば強引に百合に算段され、彼は車の鍵を部屋まで取りに向かった。マンションの前で待つようにと、百合に見送られて莉々子は玄関で靴を履く。

「直人となにかあったのね」

　振り返りざまに見た百合は、いつになく神妙な顔だった。さすがにふたりの様子がおかしいことには気づいたようだ。今の今まで、わざと素知らぬふりをしてくれたのかもしれない。

「距離を置こうと言われてしまいました」

　百合の醸し出す優しい空気にほだされて、つい告白。百合を騙だましている気がしてならず、白状せざるを得なかった。

「まさか！　ウソでしょう？」

　まるで信じられないといったように百合が大きく目を見開く。

「せっかく優しくしてくださったのに申し訳ありません」

　いろいろとよくしてくれた百合に、こんな報告しかできないことはつらかった。

「そんなはずはないわ。だって、直人から莉々子さんとの将来を考えてるって聞いたのは、まだそれほど前のことじゃないもの」

「……直人さんがそんなことを？」

　思いがけない話を聞いて心が揺れる。

「ええ。だから直人が莉々子さんと距離を置こうとするはずがないわ」

「そのあとにきっと嫌になってしまったんだと……」

　百合さんに将来の話をしたときには直人さんも本気で考えてくれていたのだろう。でも、人の心は変わりやすいもの。なにかのきっかけで正反対を向くこともある。現に、御曹司を頑なに拒んでいた私の気持ちも、直人さんによってあっさりと覆されたのだから。

　積もり積もって、あるきっかけで自分のことが嫌いになったのだろうと思うしかなかった。

「親バカだと思わないでほしいんだけど、直人は平気で人を傷つけたり、気持ちを踏みにじったりするような子じゃないわ。直人がまだ小さい頃、私もいろいろあって泣いてばかりでね。そんなときはいつも直人が小さな手で私を抱きしめてくれたの。『お願いだから、もう泣かないで』って。普段の直人はぶっきらぼうで愛想のひとつもないけど、莉々子さんを安易に傷つけたりはしないはず。きっとなにか事情があったのよ」

　百合はポツリポツリと莉々子に話して聞かせた。

　その〝なにか〟が、莉々子に頻発したトラブルなのではないか。松永にまでトラブルメーカーだとなじられるくらいだから、よほど嫌気が差すきっかけだった可能性が高い。

「無茶なことを言って悪いんだけど、直人のことを嫌いにならないであげて」

　嫌いになれれば、どれだけ楽だろう。あれから一週間以上が経つのに、想いは減るどころか募る一方。その愛しさに溺れそうなほどに。

「力になってあげられなくてごめんなさいね」

「いえ……。ケーキも紅茶もごちそうさまでした」

　莉々子は深く頭を下げて百合の部屋をあとにした。

　マンションのエントランスにはすでに直人の車が横づけされていて、莉々子に気づいた彼がわざわざ運転席から降りて助手席のドアを開けた。思わぬ優しさが、かえってつらい。

　アパートまではおよそ二十分。車内には微妙な空気が立ち込め、沈黙のまま時間が過ぎていく。そんな中に身を置いていてもなお、莉々子は彼のそばにいられる時間が愛しく思える。例え会話がなくても、このまま永遠にアパートに着かなければいいのに、と願わずにはいられなかった。

　それでも無情に時は過ぎ、莉々子のアパートの前で車が止まる。

「送ってくださり、ありがとうございました。お忙しいところすみません」

　せめて直人が負担に感じないよう、明るい声でお礼を伝える。自分は平気だと安心してもらいたかった。

「身体は大丈夫なのか？」

「あ、はい、平気です。ただ寝不足だっただけですから」

　余計なことを口走ったと後悔しても遅い。直人のせいだと思われたかもしれないと焦る。

「あ、あのですね、借りてきたＤＶＤを観始めたら止まらなくて。それで寝不足だったんです」

　莉々子は慌てて適当に繕った。

「あまり無茶はするな」

「……はい、ありがとうございます」

　降りたくなくなることを言わないでほしい。

　直人に嫌われていたとしても、一緒にいたい気持ちでいっぱいだった。

「……あの、それじゃ」

　多分、これでもう最後。直人の車に乗ることも、直人とこうして話すことも、もしかしたら二度とないかもしれない。

　意を決してドアを開けたところで、「莉々子」と直人が呼び止める。

　振り向いて見た直人は、なにかを言いたそうに唇を開きかけた。

　もどかしさを感じるほどに時間がゆっくりと感じる。見つめ合う中、直人の真意をはかれなくて、息が詰まるほどに苦しい。

　引き留めるために呼び止めてくれたのならいいのに。

　しかし直人は「いや、なんでもない」とサッと視線を外したのだった。










奪い、奪われ、幸せへ




「あれからちゃんと眠れてる？」

　真紀からそんな質問をぶつけられたのは、百合の部屋に行った三日後のことだった。仕事が終わり、ロッカールームで支度をしながら「それなりに……」と答える。

「それなりってなんなの。また倒れたりしたら大変だから、睡眠だけはきっちりとらないとダメだよ」

「はーい」

　気のない返事に真紀がピクリと眉を動かす。

「こうなったら、明日は休みだし、今夜莉々子の部屋に泊まりに行くことにする」

　腰に両手を当て、まるで宣誓するかのように胸を張った。

「え？」

「なによ、不服でもある？　しっかりおいしいものを食べて、お風呂でよーく温まって、そしてゆっくり寝る。私がその介助をしてあげるから」

「介助って……」

「そんな当たり前のことをひとりでできない人には介助が必要なの。わかった？」

　真紀はロッカーから莉々子のバッグを取ったかと思えばそれを持たせ、背中をぐいぐい押した。

　ひとりで部屋にいると、どうしても直人さんのことを考えてしまう。気分をリフレッシュするには、真紀が来てくれたほうがいいかもしれない。

　顔では不満そうにしながらも、莉々子はありがたい気持ちでいっぱいだった。

「なにが食べたい？　特別に今夜は私が作ってあげるよ」

「え？　真紀の手料理？　大丈夫なの？」

　なんせ真紀は実家暮らし。料理の〝りょ〟の字も知らないのだ。なにを食べさせられるのかと莉々子が不安になる。

「この頃やるようになったの。だから莉々子が実験台」

「ちょっと、なにそれ！」

　少し騒がしいやり取りをしながらエントランスから出ると、いきなり「莉々子」と呼び止められ、頭の中が軽くかき乱される。そこにいたのは思いもよらない人だった。

「……祥真」

　ポツリとつぶやく莉々子の隣で、真紀が祥真をまじまじと眺める。

「祥真さん？　え？　ウソ……」

　ふたりを交互に見比べオロオロとする真紀を横目に、祥真は莉々子の手を取った。

「莉々子、一緒に来て」

「えっ、どこに？」

「いいから早く」

　とっさに足を踏ん張って抵抗するが、力で敵うはずもない。強く引き寄せられ、よろけるように足を出した。

「すみません、莉々子をお借りします」

「え？」

　祥真にひと言断りを入れられた真紀は、目の前の事態に唖然とするばかり。どうすることもできずに立ち尽くす。

「ちょっと、祥真……！」

　莉々子の戸惑いも素知らぬ顔。祥真は莉々子の腕をグイグイ引っ張り、近くに停めてあった車の助手席へ半ば強引に押し込めた。

　訳がわからないまま発進する車。祥真はなに食わぬ顔をしてハンドルを握っている。

「あれから、俺の言いつけどおりにちゃんと眠ってる？」

「そんなことより、どこへ行くつもりなの？」

「それは、俺の質問に答えてからかな」

　返答するつもりがあるのかないのか、祥真は適当にはぐらかした。なにを考えているのか、さっぱりわからない。

「ちゃんと眠ってるよ。あのときは迷惑をかけてごめんね」

「俺は、莉々子が元気ならそれでいいよ」

　とっくの昔に別れた自分に、どうしてそこまで優しくするのか理解ができない。ただ、別れの本当の理由を聞かされたあとでは、莉々子も強気に突っぱねることができなかった。

「……それで、どこへ行くの？」

「ちょっとアイツのことが許せなくてね」

「アイツって……直人さんのこと？」

　祥真は莉々子をチラッと横目で見て「ああ」とうなずいた。

「それとこれが、どうつながるの？」

　直人のことを許せなく思う気持ちはわかる。祥真と会ったセントルイーズで、『莉々子を渡すわけにはいかない』と啖たん呵かを切った直人は、あっさり莉々子を手放したのだから。

　でもだからといって、私を連れ回してなにをするつもりなの？

「まぁいいから、莉々子はおとなしく俺についてきて」

　真顔で言った祥真は、それきり口をつぐんだ。

　いったいどういうつもりなんだろう……。

　祥真の真意が掴めないまま、莉々子はどうする手立てもなく彼に従うしかなかった。




　数十分後、莉々子が連れられてきたのは思いもしない場所だった。

「ここでなにをするの？」

　そう聞かずにはいられない。以前、直人とアクシデントで泊まったことのある高級ホテル、ル・シェルブルだったのだ。場所が場所だけに、祥真がやけを起こして莉々子を手に入れようとしてるんじゃないかと勘繰るのも無理はないだろう。しかし、言われるままについてきたことを後悔しても、もう遅いような気がした。

　エントランスの前でポーターに車を預け、祥真は莉々子をエスコートしてフロントへ向かう。

「ねぇ、祥真……」

　莉々子の呼びかけにも祥真は微笑みを返すだけ。フロントで手続きをしている様子から、部屋をとっているのは確実だ。莉々子は、このあと自分たちがどうなるのか想像するのも怖かった。

　祥真が案内したのは、ラウンジのある最上階のひとつ下の階。意図せず直人とひと晩過ごした、あのロイヤルスイートルームだった。

「どうしてこんなことをするの？　なにがしたいの？」

　直人のことを許せないからといって、ここに連れてくる理由が思い当たらない。

「まぁいいから座って」

「でもっ！」

　祥真は莉々子の背中をぐいぐい押して大きなソファへ座らせると、自分は歩きながら、胸元から取り出したスマホで電話をかけ始めた。

「アビーの相沢です」

　仕事が残っているのなら、こんなことをしている場合ではないだろう。

　そんなふうに考えながら彼の様子をうかがっていると、祥真が信じられないことを口にした。

「莉々子を預かっています。一時間以内に連れ戻しに来なければ、私があなたから莉々子を取り戻します」

「祥真!?　まさか直人さんにかけてるの!?」

　驚きのあまりソファから飛び上がり、急いで祥真の腕を掴む。ところがスマホを取り上げようとした手は、素早く身を翻した祥真に阻止された。

「私も大きな覚悟を持って莉々子をさらいました。ル・シェルブルのロイヤルスイートにいます。猶予は一時間。いいですか？　それ以上は絶対に待ちません」

　事務連絡のように淡々と言い終えると、祥真は通話を切った。

「どういうこと!?　なんで直人さんに電話なんて！」

「アイツのことが許せないって言ったよね？」

「だからってどうして！　直人さんがここへ来るはずがないじゃない」

　私は振られたのだ。煩わしいという理由で嫌われた。こんなことをしたら、余計に手のかかる女だと思われるだけ。

「来ないなら来ないで、俺には好都合だな。遠慮なく莉々子を手に入れられるから」

「そんなのおかしいよ！　だって祥真には――」

「すべてをなげうつ覚悟だ。妻とは離婚に向けて話し合いが進んでいる」

　とんでもない宣言をしているのに祥真は涼しげに微笑む。動揺する莉々子とは対照的に落ち着き払った様子だ。その左手の薬指に、きらめくリングはなかった。

「私は祥真とはもう……」

　だけど、その先の言葉が出てこない。濁すつもりがないのに言えないのは、祥真の目があまりにも真剣だったから。まっすぐに見つめる視線に押し戻されたような感覚だった。

　とはいえ、例え祥真が離婚したとしても、莉々子に彼への気持ちは残っていない。

「その話はともかく、なにか飲もうか」

　どことなく緊迫した空気は、祥真がふっと表情を崩して笑った瞬間に解けた。

「コーヒーでいいよね」

　莉々子に答える気力はなかったが、祥真も返事を待つつもりはないようで、すぐにコーヒーメーカーをセットし始める。ポコポコと音が立つと同時にいい香りが立ち込めた。

「どうぞ」

　祥真が隣に座ったタイミングで、莉々子は腰を浮かして彼から離れる。なるべく近づかないほうが無難だろう。

「そこまで警戒されると傷つくな」

「だって、祥真が変なことを言うから！」

「変なことを言ったつもりはない。すべて事実だ」

　莉々子を一瞬だけ見た祥真は、小さなため息をついてからカップに口をつけた。祥真が冗談を言っているようには思えないが、莉々子はそれを認めたらいけない気がしていた。

　いくら待っても、直人はここへは来ないだろう。でも、祥真の気持ちを受け止めることも莉々子にはできない。

「こんなことをしても無駄だよ」

「無駄かどうかはやってみないとわからないよ」

「だって、直人さんが来なくたって、私の心は祥真にないんだから」

「……はっきり言われるとけっこうこたえるな」

　祥真は膝に肘を突き、自分で自分を嘲る。

　傷つける言葉を放ってしまい、莉々子はすぐに「ごめんね」と謝った。




　刻一刻と過ぎていく時間。祥真が直人へ電話を入れてから、もう間もなく三十分が経つ。コーヒーに手もつけず、来るはずのない人をひたすら待つ時間は、途方もなく長く感じた。

「祥真、こんなことはやめて、もう帰ろう」

　そう提案する莉々子を祥真がじっと見つめる。その目はほんの一瞬だけ違う方へ逸れてから、再び莉々子へ向けられた。どこか思い詰めたように感じられて、つい身構える。

「祥真ってば」

　妙な空気になるのを恐れて明るく問いかけた瞬間、莉々子は手を取られ、一瞬にしてソファに押し倒された。

「しょ、祥真!?」

　拘束された手に力が込められる。莉々子を見下ろす瞳は背ける隙すら与えようとしない。すぐに近づいてきた祥真の顔から逃れられず、ギュッと目を閉じたときだった。

「莉々子！」

　聞こえるはずのない声に耳を疑う。反射的に目を開けてみれば、信じられないことに直人の姿があった。

　ためらうことなく祥真を突き飛ばし、直人は莉々子を抱き起こす。

　あまりにも目まぐるしい展開についていけず、莉々子の頭と心は混乱の中。直人に「大丈夫か!?」と問われても、なにも答えられなかった。

　ソファのそばに膝を突いた祥真がゆっくりと立ち上がる。

「ずいぶんと手荒な真似をしますね、望月社長」

　自分の手を払い、祥真が直人を見据えた。

「いったいどういうつもりだ」

「それはこっちのセリフです。俺に啖呵を切っておいて、莉々子を手放すとはどういうつもりですか。あなたがあまりにも身勝手なので、莉々子を取り戻そうとしただけですよ」

「莉々子をあなたに渡すわけにはいかない」

　直人の声が祥真の言葉をかき消す。

　どうしてそんなことを……？

　ここに現れたことも今放った言葉も、直人の言動すべてが莉々子には理解できない。

「そんなことを言えた立場ですか？　確か望月社長は私にこう言いましたよね。『莉々子を手放したあなたが、今頃になって口を開くべきではない。一度口を閉ざしたのなら、そのままつぐむべきだ』と。そのままそっくりその言葉を返します」

　直人の手は震えていた。握った拳がふるふると揺れている。

「……莉々子を守るためには仕方なかったんだ」

　絞り出すようにした直人の声が、切なく胸を突く。

　私を守るためって、どういうこと？

「だが」

　そこで言葉を止めた直人が、毅然とした目で祥真を見て続けた。

「それが間違いだったとわかったから、こうしてここへ来た」

「今さらですか」

　祥真が鼻でせせら笑う。

「今さらなことは承知の上。相沢社長にどう思われようが、莉々子は誰にも渡さない」

　きっぱりと言い切る直人を莉々子は呆然と見つめた。現実感のない展開を前にして、次第に鼓動が速くなっていく。

　今、私を誰にも渡さないって言ったの？　ウソでしょ……。

　信じがたい直人の言葉が莉々子の心を大きく揺さぶる。

「……直人さん、今の言葉は……本当ですか？」

　震える唇で直人を見上げる莉々子を、彼は手を引いて立たせたかと思ったらいきなり抱きしめた。

　突然すぎて言葉も出ない。距離を置かれてからほんの数週間しか経っていないのに、込み上げる懐かしさに胸がいっぱいになる。莉々子が腕を回すと、直人はさらにきつく抱き留めた。

「手のかかるふたりには困ったものだよ」

　呆れたような声をふたりにかけたのは、ほかでもなく祥真だった。外国人のするリアクションのように両手を広げて肩をすくませる。

　まるでこうなることがわかっていたかのような口ぶりに、莉々子と直人は顔を見合わせた。

「なにがあったのかは知らないけど、俺に説教をして莉々子をさらっていったんだから、簡単に手放すような真似はしないでもらいたいね」

「……演技だったの？」

「それじゃ、部屋のドアが完全に閉まらないようにドアガードを挟んであったのはわざとなのか」

　直人と莉々子は揃って目を瞬かせた。

「莉々子を襲っているところでも見せないと、あなたを煽れないだろうと思ってね。なかなかいい演技だっただろう？」

　祥真は得意気に笑った。

　そういえば……と莉々子は思い返す。

　私を押し倒す直前、祥真は一瞬だけ部屋のドアへ視線を投げかけた。あれは、直人さんが部屋に入ってきたことに気づいたからだったのかもしれない。

　驚いたように直人が目を見開く。すべて計算づく。祥真の描いたシナリオ通りというわけだ。

「莉々子が会社で倒れたとき、目もくれずにあっさり立ち去ったように見えて、実は望月社長が握り拳を震わせていたのは知っていたからね。まぁ、どんな事情があろうとも莉々子を泣かせるような真似をしたことは許せないが」

　予想もしていなかった祥真の言動に、莉々子はただ立ち尽くすばかり。祥真がやけを起こして自分をここへ連れ込んだとしか思えなかったからだ。

　直人も莉々子と同じことを考えていたようで、言葉を返せずにいた。

「さてと、用事も済んだことだし、俺はそろそろ帰るとするか」

　ソファに置いていたスーツのジャケットを手にとり、祥真がドアへ向かう。

「祥真、待って」

　思わず呼び止めた。

　ゆっくり振り返った祥真が、なにかを思い出したかのようにハッとする。

「そうだ、言い忘れるところだった。この部屋はふたりにプレゼントするよ。支払いは済ませていくから心配いらない」

「でも……！」

　そういうわけにはいかない。それでは祥真にしてもらいっぱなしだ。

「三年前に莉々子を傷つけたおわびだ。遠慮なく受け取ってくれ。その代わり、今度こそ望月直人から離れるなよ」

「祥真……」

　祥真は顔いっぱいに笑みを浮かべたあと、真顔を直人に向けた。

「望月社長、莉々子を頼んだよ」

「二度と彼女の手を離さないと約束する。ありがとう」

　直人の言葉に満足そうにうなずいた祥真は、スーツの胸ポケットから取り出した指輪を左手の薬指にはめ直しながら、今度こそ本当に部屋を出ていった。離婚を匂わせたのも演技だったようだ。

　祥真のもたらした思わぬ事態を、莉々子はまだ完全には呑み込めていない。直人がここにいる現実を受け止めきれず、心の半分以上は放心状態。祥真の姿が消えたドアを向いたまま立ち尽くしていると、直人が莉々子の手をそっと握った。

「莉々子」

　優しい声で呼んでもらったのは、どれくらいぶりだろう。ものすごく遠い昔のことのように感じる。ゆっくりと直人へ身体を向けると同時に引き寄せられ、彼の腕に抱き込まれた。

「……莉々子、本当に悪かった」

　切ない声が胸を締めつける。直人にこうしてまた抱きしめてもらえる日が来るとは、思いもしなかった。その反面、彼をここまで追い詰めたものに対する憤りも湧き上がってくる。

「私を守るためってどういうことですか？」

　なにがあったのか知りたい。直人さんがひとりで抱え込むのではなく、悩みは私にも分けてほしい。

　直人は莉々子の身体をそっと引き離し、両手を肩に置いたまま真剣な顔で見つめた。

「……別れなければ、莉々子に危害を加えると」

「私に危害を、ですか？」

　やはり誰かに恨まれていたんだ……。駅の階段もスクランブル交差点も、故意によるものだった。私と別れることが条件ということは、直人を想う女性からの脅迫だろうか。

　すぐに思い浮かんだのは、莉々子が乗り込んだ見合いの席にいた相手の女性。

　政略的な結婚とはいえ、もしかしたら直人さんに想いを寄せていたのかもしれない。考えられる可能性は、もちろん彼女だけじゃない。ホテルのラウンジで何度となく見かけた女性グループもそうだ。直人さんに憧れている女性は、ほかにいくらでもいるだろう。

　莉々子を恨んでいる相手がわからないだけに、恐怖がじわりじわりと募っていく。

「莉々子の身にこれ以上危険が及ぶことは、どうしても避けたかった。だが、今回のことでそれが間違いだったとよくわかったよ。俺は莉々子をほかの誰にも渡したくない。莉々子が誰かのものになることを考えるだけで、頭がおかしくなりそうだった」

　莉々子を引き寄せた直人は腕の力を強める。

「直人さん……」

「莉々子は俺が必ず守る。だからなにも心配しなくていい」

　直人の強い言葉が、莉々子の中に芽生えた恐怖を少しずつ消し去っていく。

　直人と一緒にいられないことのほうが、莉々子にとっては怖い世界だ。直人がそばにいてくれればそれだけでいい。

「もう絶対に莉々子を手放したりしない」

　莉々子をそっと離した直人の顔がゆっくりと近づき、重なった唇が熱を放つ。

　直人にはもう二度と触れられないと思っていた。こうして心が再び通じ合う日が来ることはない、と。

　ずっと会いたくて、待ち焦がれた想いが溢れてくる。

　直人さんがいれば大丈夫。ふたり一緒なら、どんなことも乗り越えられる。

　莉々子の中で、そんな強い気持ちが大きくなっていった。




「――莉々子」

　直人の愛しい声が聞けた朝は、これまで迎えたどの朝よりも幸せに満ちている。彼の腕に抱かれて目覚めながらも、まだその余韻に浸っていたくて、莉々子は目を閉じていた。

「莉々子」

　もう一度名前を呼んでから、直人が唇を優しく押し当てる。莉々子がゆっくりまぶたを開けると、直人は「やっぱり起きてた」といたずらっぽく笑った。

　直人にキスをされて、寝たふりのままではいられない。

「もう一回してください」

　莉々子のおねだりに微笑みながら、直人が優しく口づける。抱きしめ合い、触れ合うのは、昨夜のままの素肌。そうされて莉々子が思うのは、やはり幸せだということ。再びそれを手にできた実感に胸が震えた。

「アイツの気持ちがわかった気がしたよ」

　唇を離して直人がつぶやく。

「……アイツって、祥真のことですか？」

「ああ」

「莉々子との別れを選ぶしかなかった気持ちがね」

　親の決めた相手と結婚するために、莉々子をひどい言葉で傷つけるしかなかった祥真。だけどそれは、未練を残さないための、彼の最後の優しさだった。

　直人もまた、莉々子を想うがために距離を置く道を一度は選んだ。

　どちらも、莉々子を強く想うがゆえのことだったのだ。

　上体を起こし、直人が莉々子に身体を重ねる。

「だが、もう惑わされない。だから二度とほかの男の名前を呼ぶな。いいな？」

　熱い視線を注ぎ、莉々子の下唇を親指でなぞる。莉々子が小さくうなずいた途端、押し当てられたのは、熱を持った直人の唇だった。

　私も、もう二度と直人さんと離れない……。

　そんな想いを、キスに乗せて彼に伝えた。




　その週末を直人と過ごした莉々子は、再び彼の運転する車で出勤することになった。

　脅迫文を送ってきた相手がわからないことが、なによりも怖い。一度は警察に相談したものの、恋人を標的にしたものは脅迫の罪に問えないと無下に言われたそうだ。

　頼みの綱は、直人の顧問弁護士である田崎だ。犯人につながるものがないかといろいろ探ってくれていると聞き、莉々子は彼に託した。

　莉々子にできることは、とにかく周囲を警戒すること。直人と復縁したのをいつどこで嗅ぎつけられるかわからない。職場ではひとりになることを避け、それ以外ではなるべく直人と一緒にいられるようにした。

　とはいえ、直人は多忙な社長。莉々子につきっきりというわけにはいかない。そんなときには事情を話してある真紀がそばにいてくれることになっていた。

　何事もなく十日が過ぎた夜、莉々子は久しぶりに真紀とボニータへやってきた。直人は取締役たちとの会議後に田崎と会うことになっている。

　自分もその話し合いの場に行きたいと申し出てみたが、『あまり物騒な話を莉々子の耳に入れたくない』と直人に断られてしまった。

「莉々子はなににする？」

　ふたりでメニューを見ながらなににしようか悩んでいるときだった。

「莉々ちゃん、真紀ちゃん」

　かけられた声に揃って顔を上げると、志乃が手を振りながらふたりのテーブルに近づいてきた。

「志乃さん、おひとりですか？」

「そうなの。高校時代の友達と約束していたんだけど、急用ができたって振られちゃった」

　莉々子の問いかけに、志乃がかわいらしく肩をすくめる。

「ご一緒にいかがですか？」

「それじゃ、お邪魔しちゃおうかな」

　志乃は真紀の隣に腰を下ろした。

　それから三人であれもこれもと料理を注文し、取り皿に取って食べ始める。

「約束してたのって、もしかして彼氏ですか？」

「ううん、違うわよ。残念ながら同性の友達」

　ニコニコしながら探りを入れる真紀に志乃が微笑みを返す。

　そういえば志乃さん、ずっと片想いをしている相手がいるって言っていたけど、その恋はどうなったんだろう。

　なんとなく聞きそびれたままになっている話を思い出した。

「そういう真紀ちゃんはどうなの？　彼氏は？」

「私は全然！　幸薄い顔だから、現実も幸に恵まれませーん」

「そんなことはないでしょ。真紀ちゃん、品のある美人さんだもの。ね、莉々ちゃん」

　真紀がおどけて笑うと、志乃は莉々子に振った。

「真紀はいつもそうなんです。自分を卑下して」

　真紀は綺麗なのだ。莉々子も人のことは言えないが、真紀も自分に自信がない。

「志乃さん、誰か素敵な人がいたら紹介してくださいよー」

「そうね、わかったわ」

　そんな話で盛り上がっていると、テーブルに置いていた莉々子のスマホが振動を伝える。タッチスクリーンに直人の名前が表示された。

「ちょっとごめんね」

　ふたりに断り、その場で応答をタップする。

《莉々子、何事もないか？》

　この頃お決まりの第一声に、「はい、大丈夫です」と返す。

「取締役会は終わったんですか？」

《ああ。これから予定どおり田崎弁護士と会う。沢田さんと一緒にいるんだよな？》

「はい、ボニータに真紀といます。あ、それから志乃さんも」

《そうか。くれぐれも気をつけるんだぞ。帰りは必ずタクシーを使うこと。彼女たちから離れるな》

　直人が少し心配しすぎだと感じるのは、あれから何事もなく莉々子の気が緩んでいるせいかもしれない。

　脅してきた人も、もう気が済んだのではないか。スクランブル交差点で莉々子の背中を押して、あわや轢かれかけたことで、大変なことをしてしまったと悔やんでいるのではないか。

　そんなことを考えながら彼との通話を切ると、志乃が驚いたような顔をしていた。目を瞬かせて莉々子を見つめる。

「莉々ちゃん、もしかして……社長と仲直りしたの？」

　今回のことを知っているのは、真紀と祥真だけ。志乃には、前回のときに心配をかけたから報告せずにいた。

　志乃なら誰かに漏らすことは考えられないから、白状しても平気だろう。

「はい」

「……そうだったんだ」

　志乃は放心したようにつぶやき、しばらくしてから「よかったわね」と祝福してくれた。

「ご心配をかけて、いろいろとすみませんでした」

「ううん、そんなことはなんでもないことよ」

　そう言って志乃は優しく微笑み、飲みかけのロゼを一気に喉に流し込んだ。




　同僚や職場での話をして二時間が過ぎた頃、今度は真紀のスマホに着信が入った。

「え？　お父さんが怪我!?　……うん、わかった」

　小声で話していた真紀が突然声を荒げる。

「ごめん、莉々子。お父さんが怪我したらしくて、病院に運ばれたみたいなの」

　よほど焦っているのか、真紀は早口でまくし立てた。

「それなら早く行ってあげて」

「でも……」

　莉々子を置いて帰ることが心配なのだろう。

「私なら大丈夫。志乃さんもいるし」

　脅されている事情を知らない志乃も「早く行ってあげなさい」と真紀を急かす。

「そう？　本当にごめん！」

　真紀は莉々子と志乃の顔を交互に見て、両手を合わせて頭を下げた。

　慌てて帰る真紀を見送り、会計を済ませた志乃とボニータを出る。

　季節は間もなく夏。あとは梅雨明けを待つばかり。ボニータに入るまで降っていた雨は上がり、雲の切れ目から半月が顔を覗かせる中、志乃と並んで歩きだす。

「さすがにジメッとしていますね」

　アスファルトにしみ込んだ雨が蒸発するにつれ、湿度は上昇していく一方だ。

「……どうして莉々ちゃんなの」

　志乃が消え入りそうな声で突然ポツリとつぶやく。

「はい？」

　なんのことかわからず、隣を歩く志乃に小首を傾げる。

　志乃は目線を落とし、まるでなにか気に入らないものがそこにあるかのように、眉間に皺を寄せて地面を見つめている。

「どうかしたんですか？」

　志乃の様子がどうもおかしい。

「なんで私じゃなかったの……」

　不意に足を止めた志乃が莉々子を見る。

「志乃さん？」

　その目にどこか尋常じゃないものを感じ、莉々子は本能的に彼女から一歩離れた。

「ずっと前から彼のことを好きだったのに……」

　すぐには信じがたい言葉が志乃の口からこぼれる。

　彼って……まさか直人さんのこと？　志乃さんがずっと片想いしていた相手って直人さんだったの？

「あの、志乃さん……？」

「ねぇ、莉々ちゃん。どうして私から彼を奪うの？」

　志乃が莉々子の腕を両手で掴んだ。その手には思いのほか強い力が込められていて、振り払おうにもかなわない。

　通行人たちが横目に見ながら莉々子たちをよけていく。

「ねぇ、答えて。せっかく別れたと思ったのに、なんでよりを戻したの。そんなのずるいわよ……」

「志乃さん、離して……ください……」

　しかし、腕はじりじりと絞めつけられる。

「莉々ちゃん、ずるい……」

　あまりの痛みに歯を食いしばりこらえていると、「莉々子！」と名前を呼ぶ声が街角に大きく響いた。反射的に振り返った先に見たのは、走り寄ってくる直人の姿だった。顔を強張らせ、一心にこちらを見つめている。

　直人さん……！

　声にすらならず、心で叫ぶ。

　あっという間にふたりの元へやってきた直人がすかさず志乃から莉々子を引き離し、彼に同行してきた三十代中頃の男性が志乃の両腕を掴んで拘束した。

「莉々子、大丈夫か！」

　志乃に掴まれていた腕を押さえながら小さく何度もうなずく。いまだに状況が飲み込めず、なだめるように肩を抱く直人に寄り添った。

「彼女だったんだ」

　直人が冷ややかな目を志乃に向ける。

「……なにが？」

「あの脅迫文」

「えっ……」

　思いがけないひと言が莉々子から言葉を奪う。

　私に危害を加えると脅していたのが、志乃さんだったの？

　信じられない思いで志乃を見つめた。

「田崎さんの協力のもと、脅迫文が投とう函かんされたと推測される郵便ポスト周辺の監視カメラの映像を解析してわかったんだ」

　志乃を拘束している人が、顧問弁護士の田崎だった。

「莉々子が車に轢かれそうになった交差点付近の監視カメラにも、彼女の姿が映っていた」

　半信半疑で直人を見上げたが、ウソを言っている顔ではなかった。

　私の背中を押したのも志乃さん？　それじゃ、もしかして駅の階段もそうなの？　ウソでしょ……。

　すると志乃が突然、その場に泣き崩れた。膝を突いたかと思えば、アスファルトに座り込んで顔を覆い、肩を震わせる。

「志乃さん、本当にそんなことを？」

　震える唇で彼女に問いかける。だけど、いつも優しく笑いかけてくれていたあの志乃がそんなことをするとは思いたくなかった。

　ところが志乃は泣きじゃくるばかりで、莉々子に答えをくれなかった。

　弁護士に肩を支えられながらタクシーに乗り込み、志乃が車と共に走り去る。そのテールランプが見えなくなっても、莉々子はしばらくそこから目を逸らせなかった。

　直人によると暴行罪に問われる志乃は、これから警察に連れていかれるという。

　志乃が犯人だった。その真実の重さに心が潰されそうになる。信じたくない。信じられない。そんな想いでいっぱいだった。

「莉々子」

　直人に名前を呼ばれて意識が舞い戻る。

「……どうして直人さんがここに？」

「莉々子が電話に出ないからだ」

　少し苛立ったように直人に言われ、まだ放心状態のままバッグのスマホを探る。すると確かに彼からの着信が入っていた。マナーモードにしていて気づかなかったのかもしれない。

「鎌田志乃と一緒だと聞いていたから、焦って沢田さんに連絡を入れたら、莉々子たちを残して帰ったと言うじゃないか。急いで店に行ってみれば、すでに帰ったあと。慌てて探していたんだ」

「……ごめんなさい」

「とにかく、莉々子が無事でよかった。もうこれでなにも心配することはないから」

　直人は大きく息を吐き出し、莉々子を強く抱きしめた。




　翌週の月曜日。木村が密やかな様子で莉々子をミーティングルームへ呼びつけた。

「昨日、鎌田さんの親御さんから連絡をもらったんだ……」

　重い口をやっとの思いで開くようにして木村が話し始める。警察に拘留中の志乃に代わって、両親が木村に電話をかけたのだろう。

「莉々子ちゃん、大変なことになっていたんだね。いや、私もまだ状況をよく理解できなくてね」

　そう言いつつ木村が頭をかく。困り果てた様子は手に取るようにわかった。

「ご迷惑とご心配をおかけして申し訳ありません」

　莉々子にはそう言うよりほかにない。自分が直人と付き合わなければ、志乃がこのような暴挙に出ることはなかっただろうと思うと心苦しい。

　高校生のときから片想いしていた直人さんと私の距離が縮まっていくのを、どのような思いで見ていただろう。

　そう考えると、犯人が捕まって嬉しいというよりは、志乃に対して申し訳ない気持ちのほうが大きい。慕っていただけに複雑な思いでいっぱいだった。

「いや、莉々子ちゃんが謝ることではないよ。ただ、なにしろ社長にも関係することが警察沙汰になったから、社内に広まるのも時間の問題だろう。莉々子ちゃんも好奇の目で見られることがあるかもしれない。いろいろ大変だろうが、あまり落ち込んだり深く考えたりすることのないように」

　木村はミーティングルームを出るときに莉々子の肩をトントンと優しく叩き、元気づけるようにしてから先に総務部へ戻った。




　それから一週間と経たないうちに志乃のことは社内に広まり、当然ながら直人と莉々子の関係も知れ渡ることとなった。

　見た目からは想像のつかない志乃の行動に驚くよりも、朝ソリの社長と庶民ＯＬの取り合わせにインパクトがあったらしく、莉々子は数えきれないくらいに『本当に社長と付き合ってるの？』と聞かれるはめになった。女子社員たちの嘆きは相当なものだった。

　ただ総務部の中は、そんな喧けん噪そうとはかけ離れた空気が流れている。おそらく、志乃が大切な仲間だったせいだろう。怖い思いもつらい思いもしたが、莉々子は志乃を心から恨む気にはなれない。普段はノリの軽い松永ですら、面白がって話題にすることもなかった。

「莉々子さん、今さらなことを言ってもいいですかね？」

　妙に神妙な顔をした松永が、向かいのパソコンの横から顔を覗かせる。

「どうしたの？」

「実は、落成式の備品業者から、当日みんなが帰ったあとに電話が来たんです」

　備品業者からとは、いったいなんの電話だったのだろう。

「備品の手配は大丈夫でしたか？って。それで聞いてみたんですよ。キャンセルの連絡を誰からもらったのか。そうしたら、莉々子さんの名前でした」

「えっ、私？　そんな電話を私がするはずないじゃない」

　発注担当者の莉々子が、わざわざキャンセルをするわけがない。自分で自分の首を絞めるようなものだ。

「わかってますって。だから、その電話ももしかしたら志乃さんだったんじゃないかって」

　松永は言いにくそうにしながら、志乃の名前を口にした。

　確かにその可能性はある。発注先を知っているのは志乃だけだった。だとしたら、ケータリングのキャンセルも志乃さんがしたのかもしれない。

「それと、もうひとつ……」

　松永が人差し指をゆっくり立てた。

「莉々子さんが怪我をしたコーヒーカップ。あれも、今となってみれば……」

　最後には言葉を濁す。

　松永は、志乃が前もってコーヒーカップにヒビを入れていたのではないのかと言いたいのだろう。思えば、あのときの志乃の行動は少し不可解だった。来客の後片付けをかって出た莉々子を一旦は断っておきながら、その場まで行って引き返してきたのだから。

「……そうなのかもしれないね」

　さらに言えば、直人からもらったハンドクリームを破棄したのも志乃だったと考えられる。

　志乃さんは小さなシグナルをずっと送り続けていたのに、私はそれに気づかなかった。もっと早く彼女の想いに感づいていれば、こんなことにはならなかったのかもしれない。

　直人とのことを志乃に話したときの数々の場面を思い起こしてみれば、それらしい素振りをかすかに見せていた。やるせない思いは、莉々子の胸にあとからあとから溢れた。




　上田から《すぐに社長室へお越しください》と莉々子に内線が入ったのは、それからさらに十日が経った日のことだった。

　社長室へ入ると、直人のほかに弁護士の田崎もソファに座っていた。

「こんにちは。いろいろとお世話になっております」

　頭を下げ、直人に促されて彼の隣に座る。

「例の示談が成立しましたので、そのご報告で参りました」

　田崎が示談書と書かれた用紙を一部テーブルに置く。そこには莉々子と志乃の名前のほかにそれぞれの押印がされていた。

「被告人の鎌田志乃には故意による暴行が明らかでしたが、被害者である倉木さんの強い希望もあり、略式裁判による罰金刑となります」

　田崎の報告に緊張して耳を傾けていた莉々子は、身体から力を抜いた。

　懲役刑にならずに済んだんだ。よかった……。

　ホッと胸を撫で下ろす。

「志乃さんは今、どうしているんですか？」

「母方の実家がある仙せん台だいにいるそうだ」

　これには直人が答えた。

「そうですか……」

「これですべて終わったよ。もうなにも怖がることはない」

　膝に置いた莉々子の手に直人の手が重ねられた。

「直人さん、ひとつ聞いてもいいですか？」

「なにかほかに心配事でもあるのか？」

　事件はまだ解決したばかり。直人の瞳が不安に揺れる。

「いえ、心配事ではないのですが……。志乃さんと同じ高校だったことは覚えていますか？」

「今回のことで調査して、初めて思い出した程度だったんだ。高校三年生のバレンタインデーにチョコをもらった記憶はある」

　モテそうな直人のこと。多くの女の子からチョコレートをもらい、ひとりひとりの顔まで覚えていなくても当然だ。

　ということは、志乃さんは想いを直人さんに告げたものの実らず、何年もずっと抱えたままだったのだろう。その想いに終止符を打たせたのは、ほかでもなく私自身だ。

　そう思うと胸が痛い。

「これはあちらの弁護士から預かったものだそうだ」

　直人は白い封書を莉々子に手渡した。表には【倉木莉々子様】とあり、裏を返してみれば【鎌田志乃】と署名がある。

　思いもしない相手からの手紙を手にして複雑な気分になる。

「倉木さんにお渡ししてほしいとのことでした」

　志乃さんが私に……。

　不安な気持ちを抑え、莉々子は「ありがとうございました」と頭を下げた。

　田崎からの報告が終わり、直人に見送られて社長室を出る。

　ひとりきりで手紙を読みたくて、五階まで戻ってから空いているミーティングルームに入り、立ったまま封を開けていく。

　いったいなにが書かれているんだろう。もしかしたら私への忘れられない恨みごとがしたためられているかもしれない。

　それ以外には想像もつかず、震える指先が開封の邪魔をする。それでもなんとか封を切って取り出した手紙は、【倉木莉々子様】から始まる、志乃の美しい筆跡で綴られていた。

【莉々ちゃん、ごめんなさい。私が犯した罪は、謝って許されるものではないと十分承知していますが、今はこの言葉しかありません。

　莉々ちゃんはもう気づいているとは思いますが、私が長年片想いをしていたのが望月社長でした。高校生のときから数えると、十四年にもなります。高校一年生のバレンタインデーでたった一度だけ想いを伝えたのですが、見事に玉砕。彼を追って朝ソリに入社したものの、その後は遠くから見つめるばかりで、気づいたときには長い月日が経っていました。

　もう私の想いが通じることはないだろうと諦めかけていた矢先のことです。彼とのことを莉々ちゃんから聞かされ、激しく動揺しました。どうして私じゃなく、莉々ちゃんなの、と。それからは、自分の不ふ甲が斐いなさを棚に上げ、莉々ちゃんに怒りの矛先を向けるようになりました。

　ハンドクリームを捨てたのも、コーヒーカップにヒビを仕込んだのも、落成式のキャンセル事件も、駅の階段で莉々ちゃんを押したのも、すべて私がやったことです。冷静になった今となっては、とても恐ろしいことをしてしまったと後悔の嵐です。

　莉々ちゃん、今さらですが、総務部であなたと仕事が一緒にできて、本当に楽しかったです。明るく素直で、総務部のムードメーカーである莉々ちゃんなら、きっと望月社長のことを強く支えていけると思います。私に遠慮したりせず、莉々ちゃんは彼と幸せになってください。これは私からのお願いです。

　本当に本当に、ごめんなさい。そして、ありがとう】

　最後に感謝の言葉で結ばれた手紙には、莉々子への恨みごとはひと言も書かれていなかった。

　そっと手紙を封筒にしまい、壁にもたれる。

　気づかないうちに志乃を傷つけていたことを改めて思い知り、莉々子は息が詰まるようだった。

　志乃さんの行為は決して賛成できることではないけれど、志乃さん自身のことは憎めない。直人さんを強く想うがために、それが違う方向へといってしまったことが痛いほどにわかるから。

　私にできることは、ただひとつ。志乃さんの手紙にもあったように、直人さんをそばで支えていくこと。それが、彼女の恋心を摘んだ自分の使命だ。

　深呼吸をして気持ちを入れ替え、莉々子はミーティングルームをあとにした。










思い出の場所で最高の夜を




　ある場所が近づくにつれ、莉々子の足取りはどんどん重くなっていく。

　ル・シェルブルにある高級料亭で行われることになっている重要人物との食事会は、足ばかりか心までずっしりと重みを感じさせる。緊張の度合は、一歩進むごとに高まっていく気がした。

「直人さん、大丈夫でしょうか、私……」

　不安な気持ちが莉々子の唇まで震わせる。

「なにを怖じ気づく必要がある。大丈夫だ」

　直人はあっさりとそう言うが、なにせあの望月源之助、つまり直人の父親とこれから会うのだから、莉々子がすくみ上がるのも無理はないだろう。

　百合から提案されていた食事会が、ついに実現されることになった。志乃とのことが解決して一カ月。季節は秋の入口に向かっている。

　志乃のことを忘れてしまったかのように、社内はすっかり平穏を取り戻した。総務部も表面上はそうだが、たまに『志乃さん、この備品って、どこに発注するんでしたっけ？』と声が上がることもあり、その度に彼女がいないことを実感することがある。

「私の格好、大丈夫ですか？　洋服に負けていませんか？」

「似合ってるから心配するな」

　直人の見立てで買ってもらったピンクベージュのワンピースは、ハイウエストのラインにリボンが施されたかわいらしいデザイン。

　直人は莉々子の肩を引き寄せ、髪に軽くキスを落とした。

　直人の心強い言葉とキスで気持ちを落ち着かせ、いざ店へ入る。すぐに出迎えてくれたモスグリーンの着物姿の女性に連れられ、一番奥の個室へ案内された。

　速まっていく鼓動はどうにも制御できない。見合いの席へ乗り込んだときに源之助から向けられた冷ややかな目と辛辣な言葉を思い出すと、今すぐ回れ右をして逃げ出したい気分にすらなる。

　なにしろ莉々子は、大事な席をぶちこわした張本人だと思われている。百合からも源之助の怒りを聞いているだけに、平常心を保つのは至難の技だ。

　小上がりの向こうの引き戸が開けられた瞬間、あまりの緊張と恐ろしさから莉々子はとっさにうつむく。直人にエスコートされて、ぎこちない動きで座敷に正座をした。

「改めて紹介します。倉木莉々子さんです」

　直人に紹介されたあと、「倉木莉々子と申します」と腰を折り、そこでようやく源之助に視線を送る。

　白髪交じりの豊富な髪を自然な感じにまとめた源之助が、莉々子に射るような目を向けた。その眼差しにひるみながら隣へ視線を動かしてみれば、百合が優しい笑みでにこやかにうなずいてくれる。対照的なふたりだ。

「莉々子さん、そんなに緊張しなくてもいいのよ。リラックスしてお話ししましょう」

「は、はい……」

　百合にそう声をかけられ、もう一度それとなく源之助を見てみれば、口を真一文字に結び、いかにも不機嫌そうな様子。そんな顔が目の前にあったのでは、リラックスできたものではない。そそくさと目線を自分の手元へと落とした。

「ほら、源之助さんがそんな怖い顔をしているから、莉々子さんがびっくりしちゃっているじゃないですか」

「いえ、私は……」

　恐縮して慌てて否定するが、莉々子の声は彼女の耳に届かないようで、百合がおもむろに源之助の顔に手を伸ばす。なにをするのかと思えば、百合は彼の両頬を引っ張った。

「ほらほら、もっと笑ってくださいな。源之助さんはせっかく素敵な笑顔をお持ちでいらっしゃるんですから」

　源之助に無理やり笑顔を作らせる。

「や、やめなさい、百合ちゃん」

　源之助が百合を〝ちゃんづけ〟で呼ぶとは思いもせず、その意外性に驚く。

　源之助は朝ソリの社員からみれば、雲の上の存在と言える人間。その人物が百合に頬をつねられて、口では拒みながらまんざらでもない表情をしている。いや、むしろ喜んでいるようだ。

「嫌です。それじゃ笑ってくださいますか？」

「……わかったから。ったく、百合ちゃんには敵わんな」

　かわいらしく小首を傾げる百合に、頭をかきながら源之助が照れくさそうにする。なんだか新婚夫婦のよう。莉々子たちより、よほど仲がよさそうに見える。

　隣に座る直人が「いつもこんな感じなんだ」と少し呆れ顔で莉々子に耳打ちをした。

　百合のおかげで表情を緩めた源之助が軽く咳せき払ばらいをしてから、「望月源之助だ」と口を開く。重々しく言った割には、表情は先ほどと比べものにならないくらい柔らかかった。

　懐石料理が運ばれてくると、百合は源之助にしょうゆを注いであげたり、小皿を取ってあげたり、甲斐甲斐しく世話を焼き始める。そんな百合に向けられる源之助の眼差しは、愛しくてたまらないといった感じだ。莉々子への視線と違って当然とはいえ、〝好き好きオーラ〟が溢れている。莉々子はそんなふたりにくすぐったくなった。

「直人から話は聞いているよ。総務部で頑張ってくれているそうだね」

「は、はいっ」

　突然話を振られて面食らいながらも、莉々子は背筋をピンと伸ばして元気よく返事をした。

「イベント関連のことや備品管理などをさせていただいております。みなさんが仕事を円滑に進められるように日々努めています」

「それは頼もしい」

　恐れ多い源之助にそんな言葉をかけてもらえるとは思ってもいなくて、莉々子はつい気をよくする。

「とても感じのいい娘さんだ」

　源之助は腕組みをして満足そうに大きくうなずいた。

「そうなのよ、源之助さん。とても素敵なお嬢さんなの」

　源之助と百合の予想外の言葉に恐縮してしまう。

「源之助さんも、ふたりのことは祝福してくださるでしょう？」

「まぁ、そうだな」

　少し甘えたように言う百合に、源之助はさっきからデレデレし通しだ。多くのグループ企業を束ねる大手商社のトップにはとても見えない。

「それじゃ、お見合いの席に乗り込んできたことは、もう水に流してあげるわよね？」

　源之助は「え？」と目を剥いてから、それには「うーん」と腕組みをする。

「お相手にも謝罪は済んでいるんですし、源之助さんクラスの大物が、そんな小さなことにいつまでもこだわったりなんかしないわよね？」

「……当然じゃないか、百合ちゃん。そんな些細なことにいつまでも腹を立てていたら、男として失格だからね」

　百合は源之助に隠れ、莉々子たちに向かってにっこりと微笑んだ。〝してやったり〟といった表情に見えなくもない。

「まぁ、そういうわけだから、莉々子さん、直人をよろしく頼んだよ」

「はい！」

　まさかの快諾をもらえて、莉々子は一気に身体から重しが取られたような感覚だった。直人と付き合っていくうえで一番の不安材料だったことが解決し、やっと心から笑える気がする。

　喜びいっぱいに直人を見つめると、彼は莉々子の手をそっと握った。




　四人での食事を終え、莉々子たちはそのまま最上階のラウンジへやってきた。カウンターに座り、ロゼで乾杯をする。

「どうなることかと思いましたけど、直人さんのご両親から許していただけて本当によかったです」

「俺はふたりが許そうが許すまいが、莉々子を手放すつもりはないけど」

　胸を撫で下ろす莉々子に、直人がいたずらっぽく笑う。

　戸籍上は父親ではないかもしれないが、直人も許してもらえて本当は嬉しいはず。それは、彼の明るい表情からも伝わった。

「百合さんたちは結婚されないんですか？」

　聞いたところによると、源之助の結婚を推し進めた両親は亡くなり、前妻と離婚したのも二十年近く前。ふたりを阻む要因は、なにひとつないだろう。仲睦まじそうなふたりには、結婚が自然な流れだと莉々子には思えた。

「少なくとも父のほうは、それを願ってるだろうな」

　先ほどの様子を見ていれば、莉々子にもよくわかる。百合を好きで好きでたまらないといった感じは、手に取るほどだった。

「百合さんはどうですか？」

「母さんはどうだろうな。ここまでくると意地を張っているだけのように思えなくもない」

「それなら、直人さんからそれとなく話してみるのはどうですか？」

　今さら結婚なんてと遠慮しているだけであって、直人から言われれば気持ちが変わる可能性がある。

　ところが直人は、どこかそんな話には興味がないように莉々子の手を握った。

「今夜はふたりのことじゃなく、俺たちの話をしよう」

「……私たちの話？」

　直人はバーテンダーに「ちょっと借りるよ」と窓辺の方を指差したかと思ったら、不意に立ち上がり莉々子の手を引く。そして、グランドピアノの椅子に腰を下ろした。

「莉々子もそばにいて」

　そう言って、莉々子も隣に座らせる。

　直人はゆっくりと息を吸い、吐き出すと同時に鍵盤の上に指を躍らせた。どこかで聞いたことのある優しい曲調が、莉々子の耳にスーッと入ってくる。

　直人の演奏に聴き入っているのは、彼女だけではなく店内の客も同様。直人の指先が舞う姿は美しく、ピアノを弾く彼に見惚れた。

「今のはなんて曲ですか？」

「リストの『愛の夢』のジャズアレンジ」

「すごくよかったです……」

　ショパンの別れの曲も今のリストも、すごくおしゃれで優雅。できることなら、もっと聴いていたい。

「莉々子」

　ふと立ち上がった直人が莉々子の手を取る。その目がいつになく真剣に思えて、わけもなく鼓動が乱れた。

「……どうかしたんですか？」

　見上げた先には直人の揺れる瞳がある。

「結婚しよう」

　なにを言われたのか、莉々子はすぐに理解ができなかった。予想外の言葉がキーとなり、頭がバグを起こしたよう。目を見開いたまま直人を見つめ続けた。

「おい、聞いてるのか？」

「は、はい。でも信じられなくて……」

　直人との結婚は、夢のまた夢だと考えていた。そばで支えることを密かに誓ったことに間違いはないが、こんなに早くその言葉をもらえるとは思いもしなかった。

「莉々子と結婚しなければ、守れるものも守れないと今回のことでよくわかったんだ」

　恋人に対する脅迫文では、脅迫罪に問えなかった。直人はそのことを言っているのだろう。

「莉々子のことは、なにがあろうと俺が全力で守り抜く。そう決めた」

　嬉しすぎる言葉の数々に莉々子の胸がいっぱいになる。

「……ありがとうございます、直人さん」

「それは了承の返事ととっていいんだな？」

「はい」

　莉々子が返事をして直人に抱き寄せられた瞬間、店内から拍手が湧き上がる。見ず知らずの人たちからの祝福が照れくさくて、直人と顔を見合わせて微笑み合った。

　ふたりは幸せな気持ちのまま、ひとつ下の階のロイヤルスイートルームへ移動した。

　一度目に訪れたスイートルームで直人と恋が始まり、二度目は愛を確かめ合った。三度目の今夜は、直人からのプロポーズ。幸せの階段を一歩ずつ上がり、この先もまだ続く階段をふたりで上っていけたら、と莉々子は願う。

「莉々子……」

　素肌を重ねたベッドで、直人の腕に抱かれて名前を呼ばれる以上の喜びは、きっとない。髪を優しくすく手も、甘い言葉を囁く唇も、直人のすべてが愛しい。

「直人さんが私を守ってくれるように、私も直人さんを守ります」

　間断なく続くキスの合間を縫って想いを伝えると、直人は熱のこもった瞳を細め、ゆっくりと莉々子に身体を沈めていった。
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サプライズウエディング




　ふたりが結ばれてから秋、冬と季節が過ぎ、春の始まりを頬に感じる三月の終わり。莉々子は直人とふたりで都内のブライダルサロンへ来ていた。

　陽光が大きな窓から差し込む白を基調としたサロンには、土曜日の午後にぴったりと思わせる穏やかで幸せな時間が流れる。パーテーションで区切られた木目調のテーブルは、挙式予定のカップルですべて埋まっていた。

　ふたりがそこを訪れている理わ由け。それは、百合に源之助とのサプライズ挙式をしかけるためだった。

『今さら結婚なんて』と言っていた百合の本音は、そうではないだろう。きっと源之助との結婚を願っているはず。そう考えた莉々子が直人と相談し、源之助に話を持ちかけたうえで準備が進められている最中だ。

　源之助はこの話にとても乗り気で、『百合ちゃんのウエディングドレス姿が見られるなんて夢みたいだ』と、大企業でグループを束ねるトップとは思えないほどデレデレした顔を莉々子たちに披露した。

　源之助から『挙式のことは、キミたちにお願いしたい』との命を受け、直人と莉々子はいっさいの準備を託されている。百合が普段から好んで着ているワンピースを直人が持ち出し、ウエディングドレスのサイズ合わせはばっちり。百合に似合うものを選べたと、莉々子も満足していた。

　チャペルの選定は直人が全面的に引き受け、あとは二週間後に迫った当日を待つばかり。ブライダルサロンでの打ち合わせも、今日でほぼ完了だ。

「楽しみだな……」

　クッションのよく効いた革張りの椅子に座り、当日の進行をおさらいしていた莉々子がニコニコ顔でつぶやく。自然とほころぶ顔は隠しきれない。

　百合さん、どんな反応をしてくれるかな。あのドレスを着たら、きっと綺麗だろうな……。

　色白美人の百合のこと。想像するだけでもうっとりとしてしまう。

　当日は、莉々子たちの式場の下見に付き合ってもらうというウソで百合を誘い出し、直人がチャペルまで連れていくことになっている。

　そこで準備したウエディングドレスに着替え、源之助の待つチャペルのバージンロードを歩き、長く育んできた愛を改めて誓い合う。ステンドグラスから零れる優しい光、パイプオルガンの音色……。

　なんてロマンチックなの！

　その日のことを思い浮かべては自分のことのように浮かれるのは、直人との結婚式に重ねているせいもあるだろう。昨年のクリスマスに婚約を済ませた莉々子の左手の薬指には、エンゲージリングが光っていた。

「やけに嬉しそうだな」

　隣に座る直人がまぶしそうに莉々子を見つめる。

「はい、すごく嬉しいし楽しみです」

　直人とのことを温かく見守ってくれた百合には幸せになってほしい。

「俺は、莉々子との結婚のほうが楽しみだけど。なんなら俺たちも一緒に式を挙げるか。ウエディングドレスは手配済みだから問題ないだろう」

　冗談とも本気ともつかないことを直人が言う。

　実は百合のドレスを選んでいるときに、莉々子のものも一緒に決めていた。時間的に余裕があるため最初はそんなつもりではなかったが、たまたま見かけた人気デザイナーの最新モデルに莉々子がひとめぼれ。直人にもよく似合うと太鼓判を押してもらったため、そのデザインで現在製作中だ。

　一緒に挙式をという直人の提案に心惹かれないわけではないが、今回の準備はすべて百合と源之助ふたりのためのもの。

「私たちは、百合さんの幸せを見届けてからです」

　動かされかけた心を引き止め、いたずらに目を輝かせる直人を莉々子がたしなめた。

「では、当日は今お話ししたように進めて参りますので」

　最終確認を終え、ブライダルコーディネーターがにこやかな笑みを浮かべる。

　あとは式の当日、百合をうまく誘い出すことさえできれば大成功。本当に楽しみで仕方がない。こんなにワクワクするのは、どれくらいぶりだろう。

「はい、よろしくお願いします」

　スタッフに頭を下げてサロンを出ようとすると、ちょっと外で待つようにと、直人は莉々子ひとりを先に外へ出した。

　傾きかけた日差しの暖かさと、気持ちが華やぐ計画。莉々子が心を弾ませながら大きなガラス扉越しに見ると、直人はスタッフと真剣な様子で立ったまま話していた。

　なんの相談なのかな……。

　じっと眺めていると、ふと直人と目が合った。涼しげな目元に隠れた甘さを知っている莉々子の頬は、それだけで熱くなる。

　ふたりが付き合うようになって間もなく一年。普段はクールな直人が莉々子にだけ向けるその眼差しには、きっとこれからもドキドキし続けるのだろう。

　くすぐったさを感じながら莉々子は微笑み返した。




「莉々子もいよいよ社長夫人かぁ」

　真紀がしみじみと言いながらグラスを傾けるのは、ボニータ。店員おすすめのポルトガル風トマトリゾットを取り分けながら、莉々子は「まだ先の話だけどね」と返す。

　当初は秋を予定していたものの、実は莉々子の父親が今になって難色を示している。大企業の社長と結婚して、莉々子が本当に幸せになれるのか懐疑的になっているのだ。父親を説得できなければ、結婚が流れてしまう最悪の事態も考えられる。

　また朝ソリでは、この四月に物流不動産開発を手がける建設部隊と物流オペレーションを手がける物流部隊が統合し、建設・物流部門が発足することになっている。

　これにより、ユーザー視点に基づいた施設計画・商品企画・ソリューションの機能がより一層発揮できるようになるが、それにより直人が忙しいのも事実。その連携がうまくいくまでは、結婚式を挙げることは厳しい可能性もあった。

「仕事はどうするの？」

「子供ができるまでは続けさせてもらおうかなと思って」

　直人はもちろん、部長の木村にも了承を得ている。木村にいたっては、『莉々子ちゃんがいないと、うちの総務部は成り立たないからね』と、褒めすぎとも思われるありがたい言葉をかけてもらえた。

「とかいって、ハネムーンベイビーができちゃったりして」

　瞬間的に莉々子の頭に浮かんだのは、直人との甘い時間。それも濃厚なシーンで、顔の温度が一気に跳ね上がる。

「ま、真紀ってばやめてよ。結婚式だって、どうなるかまだわからないんだから」

　莉々子が恥ずかしさに頬を染めると、真紀は「あ、今ものすごくエッチなことを考えたでしょ。莉々子ってば、やらしー」といたずらっぽく笑った。

　直人さんとの子供はもちろん欲しい。でも、結婚したらしばらくはふたりだけの時間を持ちたい気持ちもある。ふたりでショッピングに映画に旅行。ル・シェルブルのラウンジで、彼の弾くピアノを聴くのもいいな。

「でも、まさか莉々子があの望月社長と婚約しちゃうなんてねー」

　その驚きは莉々子自身も同じ。

「私もいまだに信じられない」

　すべての始まりは、莉々子が祥真に振られた雨の夜。あの夜がなかったら、こんな未来は待っていなかったと思う。

　あの夜、あの店で、あの時間に直人が居合わせたこと。莉々子が店を飛び出したこと。直人が朝ソリの社長だったこと。ひとつひとつの出来事が、今につながっているのだから。

「莉々子、幸せになってね」

　まじめな顔をして改まって言う真紀に、莉々子は「まだ早いから」と笑い飛ばした。




　そうして二週間が過ぎ、いよいよその日はやってきた。

　雲ひとつない、抜けるような青空。これほど清々しい空は、春の不安定な陽気には珍しい。百合と源之助の普段の行いが相当いいのだろう。

　百合を迎えに行った直人よりひと足先にチャペルへ着いた莉々子は、都会の片隅に忽こつ然ぜんと現れた森に建つ、その真っ白な佇まいに思わず息を呑んだ。木立の奥に見える高い三角屋根。壁に施された精緻な模様。空を味方につけた白亜のチャペルは、洗練された美しさを惜しげもなく披露している。

　莉々子が見せてもらったのは写真だけ。実物を見るのは初めてだった。

　こんなに素敵な教会だったなんて……。直人さんのセンスはさすがだな。

　約束の時刻まで、あと十分。

　百合さんの驚く顔が早く見たいな。

　莉々子は胸を躍らせて、その到着を待った。




　莉々子がチャペルを見上げて感動していた頃、直人は百合と源之助を乗せて車を走らせていた。

「ねぇ直人、莉々子さんは大丈夫？　気づかれていない？」

　後部座席に源之助と並んで座る百合とバックミラー越しに目が合った直人は、「ああ。まったくと言っていいほど」と答え、ここ最近の莉々子を思い浮かべ口元をほころばせる。

　莉々子は疑念を抱くどころか、サプライズをしかける喜びでいっぱいだ。

「そう、それはよかったわ。莉々子さん、まさか自分の結婚式が今日だなんて思ってもいないでしょうね」

　百合はふふふと笑いながら「直人のワガママには困ったものだけど」と付け加えた。

　ったく、それはどっちだっていうんだよ……。ふたりがいつまでも結婚を引き延ばしてきたから、こんなことになっているんじゃないか。

　直人はバックミラーを通して百合を軽く睨むが、当の彼女はまったく気づかない。普段から空気をあまり読まないところはあるが、今日は莉々子を驚かせることに気持ちがいっているから余計だ。

　源之助が二十年前に離婚したときに思いきって結婚の道もあったはずだが、百合はそうしなかった。彼女は事あるごとに『結婚はしない』と繰り返し、今に至る。

「まぁ百合ちゃん、そう言うなって。直人の気持ちは私には手に取るようだ。百合ちゃんとの結婚を私がどれほど待ちわびていたかわかっているのかい？」

「だって、結婚してもしなくても、私たちの気持ちは変わらないじゃない」

「紙一枚の効力がどれほどのものか、百合ちゃんだって十分知っているだろう？」

「……ええ、まぁそれはそうだけど」

　その紙一枚のために別れた過去のあるふたりには、それがどれほど大切なものなのか身に染みているはずだ。

「百合ちゃん、絶対に幸せにするから」

「源之助さんったら……」

　濃い眉を吊り上げ、険しい表情を浮かべていることの多い源之助が、目尻をだらんと下げて百合の肩を抱く。朝菱商事の人間が見たら、おそらく普段の彼と同一人物だとは思わないだろう。

　……見ていられないな。

　直人は呆れてため息をつき、「ともかく、母さんはしっかり騙されてくれないと困るぞ」と釘を刺した。

　源之助と百合の結婚式が今日あることに間違いはない。ただ、そのあとに直人と莉々子の式も予定されているのだ。

　婚約直後にふたりの結婚に難色を示し始めた莉々子の父親の元に通い詰め、直人が説得に成功したのは一カ月前のことだった。莉々子を心から愛していること。絶対に幸せにすること。誠心誠意想いをぶつけ、ようやく許しを得た。

　百合たちの結婚を見届けてから直人と結婚したい莉々子と、婚約を済ませた莉々子とすぐにでも結婚したい直人。どちらの希望も最大限に尊重できるのが、今回のサプライズ挙式だった。

　当初は莉々子の提案どおり百合たちの結婚話が内密に進んでいたのだが、嬉しさのあまり源之助がついぽろっと百合に話してしまったのは、ちょうど莉々子の父親の承諾を得た頃だった。『結婚なんて今さらしなくてもいい』といつものように拒んだ百合だったが、それでは自分たちも結婚できなくなると焦ったのは直人だった。

　源之助とふたりがかりで説得し、逆に百合から『そんなに早く結婚したいのなら、一緒に式を挙げちゃったらどう？』と持ちかけられ、直人はその提案に喜んで乗ることに。莉々子の両親や友人たちにも協力してもらい、逆サプライズが進む運びとなったのだ。

　源之助ほどの年月には勝てないが、直人は莉々子とのこの日を待ち焦がれてきた。それこそ、四年前のあの夜からと言っても過言ではない。

　やっと本当の意味で莉々子をこの手に。

　直人はハンドルを握る手に力を込めた。




　チャペルの控え室には百合のために選んだウエディングドレスが用意されている。マーメイドラインのシックなデザインは、余計な装飾のないシンプルなもの。華やかな顔立ちの百合の美しさを引き立ててくれるに違いないと、莉々子は確信していた。

　スタイリストの準備も万端。あとは本人の到着を待つばかり。

　もうそろそろ着く頃かな。

　午前十一時。胸元にビジューの施されたペールブルーのワンピースに身を包んだ莉々子が腕時計で時刻を確認したときだった。控え室のドアが開き、直人に連れられた百合が顔を覗かせた。

「百合さん、望月社長、今日はありがとうございます」

「とっても素敵な教会ね、莉々子さん」

　両手を揃えてふたりに頭を下げてから莉々子が続ける。

「私も今日初めてここに来たのですが、あまりにも素敵すぎて、もうため息しか出ません。直人さんとの挙式もここがいいな、なんて」

　夢見るようにうっとりしてから、莉々子はハッとして自分の口を押さえた。

　直人さんとの挙式〝も〟なんて言っちゃった。今日は下見に付き合ってもらった設定なのに……！

　ハラハラしながら百合を見つめると、莉々子の失言にはまったく気づく様子がないことにホッとする。

「あら？　この綺麗なドレスは？　もしかして、今日はこれを試着して模擬挙式でもあるの？」

　ウエディングドレスの存在に気づいた百合が、目を輝かせてドレスの裾を指先で持ち上げる。

「いえ、違うんです。それはその……」

　助け船を求めた莉々子は直人を見た。

「母さん、今日は母さんの結婚式なんだよ」

「……え？」

　直人の言葉に、百合は丸く見開いた目を激しく瞬かせた。

「百合ちゃんがこれを着て、私とこの教会で今から式を挙げるんだ」

「……源之助さんと私が？」

　小首を傾げた百合の手を源之助がそっと取る。

「百合ちゃん、私と結婚してくれるよね？」

　しんと静まり返る控え室。百合がどう答えるのか、ふたりのそばで莉々子が緊張に固唾を呑む。

　断るはずはないと思いながら、もしかしたらという焦りは消せない。

　お願い、百合さん……。

　これが演技だと知らない莉々子は、祈るようにふたりを見つめる。

「……結婚式の当日にプロポーズなんてどういうつもりなのかしら」

　やれやれといった様子で肩をすくませながら、百合がため息交じりに返す。

「おかしいな。私はこれまで何度も百合ちゃんにアタックし続けていたんだけど。……ダメかい？」

「ダメなはずがないじゃない。喜んでお受けするわ」

　顔を覗き込むように見つめる源之助に百合がそう答えた瞬間、莉々子の肩から一気に力が抜ける。止めていた息を大きく吐き出した。

　よかった……。

　莉々子が胸を撫で下ろすその前で、百合が直人に『私の演技もなかなかでしょ？』という意味を込めてウインクを投げたことに、莉々子はまったく気づかなかった。




　ステンドグラスから差し込む光が、チャペル内にプリズムを作り出す。参列者は直人と莉々子のふたりだけ。厳かな空気の中、神父の前に並んだふたりが誓いの言葉と口づけを交わし合う。

　出会いから三十数年の時を経てようやく結ばれた源之助と百合を前にして、莉々子は胸の奥から熱いものが込み上げてくるのを抑えられなかった。

　本当に素敵……。

　隣に立つ直人が莉々子の肩を抱き寄せ、髪を優しく撫でる。その肩に莉々子が頭を預けると、直人が髪にキスを落とした。幸せなふたりを見ているだけで、莉々子たちまで幸せな気分になる。そんな中……。

「さぁ、次は莉々子さんの番よ」

　神父の前で誓いを終えた百合がいきなり莉々子に振り返る。

「……はい？」

　キョトンとする莉々子の手を取った百合が、そのまま引っ張った。

「えっ……？」

　振り返って見た直人は意味深な笑みを浮かべるばかり。なにがなんだかわからないまま、莉々子は百合に手を引かれてチャペルを横切る。

「あの、百合さん？　私の番っていったい……？」

「いいから私と一緒に来てちょうだい」

　ドレスの裾をつまみ、ふふふと笑いながら百合が早足で歩く。チャペルの通路にふたりのヒールの音が高く響いた。

　……一緒に来てって、どこへ？

　頭の中は混乱に揺れる。源之助と愛を誓い合ったばかりの百合が、なにをしようとしているのか想像もつかない。

　手を引かれてやってきたのは、ついさっき百合が身支度を整えた控え室だった。

「莉々子さん、入って入って」

　妙にウキウキしている百合を不思議な思いで見つめ、その目をゆっくりと控え室の中へ向けると、そこにはあるはずのないものが存在を大いにアピールしていた。

　どうしてあれがここに……？

　ドアを開け放ったまま呆然と立ち尽くす。

　花びらのようなドレープが幾重にもなったプリンセスラインのウエディングドレス。それは、莉々子がひとめぼれして注文したものだった。仕上がりは夏の終わりになると言われていたドレスが、莉々子の前できらびやかな光を放っている。

「さぁ、莉々子さん、お支度しましょう」

「……支度って、あの？」

　戸惑う莉々子を大きな鏡の前に座らせ、スタイリストに「お願いします」と百合が頭を下げる。

「どういうことですか？」

「これから莉々子さんと直人の結婚式を執り行うのよ」

「……はい？」

　莉々子の目が点になる。

　直人さんと私の、結婚式？　だって今日は百合さんの……。

「ふふふ。驚かせてごめんなさいね。サプライズ返しなの」

　百合の言葉に莉々子はますます大混乱。

　もしかして百合さん、今日のことを知っていたの？　驚いたようにしていたのは演技……？

「直人ったら、莉々子さんのことが大好きでたまらないみたい。ともかく莉々子さんは綺麗に仕上げてもらうのよ。あ、もちろん、そのままでも十分かわいいけどね。それじゃ、またあとで」

　百合さんは微笑みを残して、優しい空気ごと控え室から出ていってしまった。

「では、よろしいでしょうか？」

　鏡の中で女性スタイリストと目が合った莉々子は「は、はい……」と答えるよりほかになかった。

　百合の結婚を祝う日のはずが、どういうわけか自分の結婚式に早変わりで、莉々子の頭も心もいまだパニックだ。

　そういえば、ブライダルサロンで……。

　百合たちの挙式の打ち合わせを終えたあと、必ずと言っていいほど莉々子に席を外させ、直人がスタッフと話し込んでいたことを思い出した。

　あれはこのためだったの……？

　信じられないような急展開を迎えて、莉々子の胸が徐々に高鳴っていく。

　緩くカールした髪はルーズなアップスタイルにされ、晴れの日にふさわしい華やかなメイクが施されていく。ドレスに袖を通し、スタイリストの手によって見違えた自分の姿を見て、遅ればせながら大きな喜びが込み上げてきた。

　私、直人さんと結婚するんだ……。

　最後に髪に花を挿したところで、タイミングよくドアがノックされた。

「莉々子、入るぞ」

　直人の声に「はいっ」と声が裏返る。

　気を利かせて出ていくスタイリストと入れ違いで中に入ってきた直人の姿を見て、莉々子の鼓動が飛び跳ねた。直人がいつにも増してドレッシーな装いに変身していたのだ。

　上品なグレーとホワイトのパイピングがされたショートフロックコートに、ワインレッドのアスコットタイ。それはまるで、直人が着るためだけに用意されたかのよう。両サイドを整髪料で固めた髪が光を浴びて艶めき、いつも以上に華麗だった。

　その直人もまた、純白のドレスに身を包んだ莉々子をひと目見て息を呑む。

「……似合わないですか？」

　心も身体も準備がないままドレスを着たため、直人にどう思われているか心配だ。

　莉々子の言葉で我に返った直人が、感嘆のため息交じりに首を横に振る。

「……いや、似合いすぎてどうしたらいいかわからない」

　熱い眼差しを注がれ、恥ずかしくなる。こんなにまじまじと見られるのは初めてだ。

「でもどうして？」

　この急展開の訳が知りたい。

「莉々子の希望は叶かなえたはずだぞ？」

　……私の希望？

　直人の言葉に一瞬考えた莉々子だったが、それがなんであるかすぐに思い当たった。

「……百合さんたちの結婚式のことですか？」

「ああ。母さんたちの結婚より先に式を挙げたくないとね。希望どおりだっただろう？」

　たしかに間違いはない。百合さんたちの結婚式はこの目でしっかり見届けた。ただ、だからといって、その直後だと誰が想像するというの。

「不満か？」

　首を思いきり横に振る。直人との結婚に不満があるはずがない。莉々子だって、できれば早く結婚したかった。冗談交じりに『一緒に式を挙げちゃうか』と直人に言われたときに心が揺れたのもそのため。

「でも、お父さんが……」

　まだはっきりと許してもらっていないのに、ふたりだけでこっそり式を挙げていいものなのか。不安は隠しきれない。

「ちゃんと許しを得ているよ」

「えっ？　でもお父さんはなにも……」

　数日前に電話で話したときも、これまでと変わった様子はなかった。直人の仕事の都合さえつけば、秋には式を挙げたいと言う莉々子に、『うーん……』と押し黙るばかりだったのだから。

「莉々子の実家に通い詰めて、何度も俺の想いをぶつけてやっとね。秋まで待つつもりは最初からなかったよ」

　直人はそう言って莉々子の手を引いて自分の方へ寄せ、腰を抱いた。

　私の知らないところでお父さんを説得してくれていたなんて……。

　思いがけない最高のプレゼントに莉々子の喜びが最高潮に達していく。

「直人さん、ありがとう……」

　嬉しすぎて、ほかに言葉が見つけられない。

「すごく綺麗だ、莉々子」

「……直人さんこそ素敵です」

　莉々子は直視することすらできず、鼓動の高鳴りは制御不能。

　うつむき加減の莉々子の頬にそっと触れた直人の指先が、顎へと伝っていく。そのまま顔を上げさせられた莉々子は、直人の熱い眼差しに捕らえられた。苦しいほどに胸が張り詰める。

「莉々子、幸せにするから」

「私も……、私も、直人さんを幸せにします」

　幸せはもらうばかりじゃなく与えたい。

　ふわりと微笑んだ直人の唇が莉々子に重なる。優しい口づけは、これから待っている未来を予感させた。

　絶対という言葉は、この世に存在しないのかもしれない。でも、莉々子には確かな自信があった。

　直人さんとなら、きっとどんな時間でも寄り添って過ごしていける。

　そんな想いで胸をいっぱいにしていると、控え室のドアがノックされ、ふたりはそっと身体を離した。

「莉々子、そろそろどう？」

　そこから覗かせた顔に、今日何度目かの衝撃が莉々子を襲った。

「真紀!?　どうしてここに？」

　予想どおりのリアクションに直人と真紀がクスッと鼻を鳴らす。いたずらっぽく顔を見合わせるふたりを前に、これもまた直人の仕業ということがすぐにわかった。

「それじゃ莉々子、俺はチャペルで待ってるから」

　甘い余韻を置き去りに直人が出ていくと、真紀が「莉々子、すっごく綺麗！」と興奮気味に莉々子をぐるっとひと回り。そして、思い出したように「そうだ、みんなが待ってるから急がなくちゃ」と言って手をポンと叩いた。

「みんな？」

「そう、みんな」

　思わせぶりに笑う真紀に連れられチャペルへと向かった。




　パイプオルガンの奏でる音楽の中、ベールを被った莉々子がバージンロードを歩く。その隣には、目頭を熱くした莉々子の父親の姿があった。

　参列者の席には、木村や松永を始めとした総務部のみんなはもちろん、友人たちの顔もある。ついこの前、真紀が『幸せになってね』と真顔で言ってくれたことを思い出した。フライング気味の言葉は、今日のこの日があったからなのだ。

　莉々子ははやる気持ちを抑え、その間をゆっくりとした足取りで直人の元へと歩く。

　出会いは四年前。一夜の過ちが、こんなに大きな幸せを莉々子にもたらせるとは思いもしなかった。二度と恋なんかしないと誓ったあの日が遠く霞んでいく。

　幾度となく直人に助けられ、守られ、こうして自分がここにいることを噛みしめながら、莉々子は足を進めた。

　父親から託された莉々子の手を取り、直人が引き寄せる。直人の甘い眼差しに莉々子の鼓動がトクンと弾んだ。

「健やかなるときも病めるときも、富めるときも貧しきときも、死がふたりを分かつまで愛し合うことを誓いますか？」

「……誓います」

　神父の言葉に莉々子の唇が震えるのは、込み上げる直人への想いのせい。指輪の交換も誓いのキスも、直人が優しく導いてくれた。

　みんなに祝福され、ブーケトスを終えた莉々子の手を引き、直人がおもむろに歩きだす。

「直人さん、どこへ行くんですか？」

「いいからおいで」

　いたずらな笑みを浮かべる直人は、内緒とばかりに唇に人差し指を当てた。

　参列者からの「新郎新婦が脱走したぞー！」という声を背中に受けながら、チャペルの裏手へ続く小道を引っ張られる。すると、どこからか薄いピンク色をした小さなものが、莉々子の前へはらりと飛んできた。

　これは……桜……？

　手のひらで受け止めたそれは、桜の花びらだった。

「ねぇ、直人さん」

　莉々子が呼びかけると同時に、目の前が一気に開ける。そこに広がる光景に言葉を失くした。立ち並ぶ満開の桜の木から、花びらがハラハラと散っていたのだ。

　青空の下、そよ風に吹かれて舞う桜。緑の芝生は一面ピンクの絨毯だ。そのコントラストの美しさは目を見張るほど。

「綺麗……」

　思わずつぶやいた莉々子の元にも花びらがふわりふわり。

「結婚式を挙げるなら、絶対にこのシーズンだと決めてた」

　直人が照れくさそうに笑う。

　私が、この景色が大好きだと言ったことを覚えていてくれたの？

　咲き誇っている姿よりも、儚く散っていく姿。その景色を好きだと言ったのは、昨年の春だった。

　再会後に直人と交わしたキスを思い出す。あれはふたりの恋が始まった瞬間だった。

「気に入ったか？」

「はい……！」

　直人の粋な計らいに心が震える。

「莉々子」

　囁くように名前を呼ばれて見上げれば、そこにはまっすぐに注がれる直人の甘くて真剣な瞳があった。

「莉々子、愛してる……」

　最上級の愛の言葉に莉々子が「私も直人さんを愛しています」と答えた瞬間、強く吹きつけた一陣の風。それは、桜の花びらで包み込むように莉々子たちの周りを舞う。

　その光景に莉々子が見とれていると、直人がフッと笑みをこぼした。

「花びらがついてるぞ」

　そう言いながら指先で莉々子の唇に触れたかと思えば、続けざまに直人の唇が押し当てられる。ぬくもりを感じた途端、優しいキスからとろけるような情熱が注がれた。

　この先もずっと、直人さんとふたりで永遠に想いを紡いでいく。これ以上の幸せはない。

　桜が舞い散る空の下、莉々子はそう思った。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは。紅カオルです。このたびは、書籍六作目となる本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。




「紅さんの思い描く最高のヒーローとは？」

　担当の中尾さんから質問され、真っ先に私の頭に思い浮かんだのが、〝どんなときでも、いかなる状況でも、まさにヒーローのごとく助けてくれる男性〟でした。

　ピンチのときに颯爽と現れ、華麗に救出するスパイダーマンのような男性。そんな男性がイケメンだったらなお最高です。

　そういったイメージで描いたヒーローが、今回の直人でした。強く明るく逞しいヒーローというよりは、ちょっと陰のある部分もあわせもつ直人。アクションシーンはほとんどないのですが、とにかくヒロインの莉々子を助けまくります。仕事上はもちろんのこと、身の危険を感じる事件でも。そのため、莉々子にはちょっとかわいそうな思いをさせすぎてしまったかな？という心配もあります。その分、問題が解決したあとはたっぷり直人に愛され甘やかされて、サプライズから始まったハッピーウエディングを描かせていただきました。

　また今回は、『溺愛副社長と社外限定!?ヒミツ恋愛』のヒーローであるホテル御曹司の京介もチラッと登場しています。彼も莉々子の救世主のひとりですね（笑）。そちらの恋模様が気になられた方は、あわせて読んでいただけると嬉しいです。




　書籍として本作を無事に世に送り出せたのは、いつものごとくたくさんの方々のお力添えがあってこそです。いつも親身になり相談に乗ってくださる編集の中尾様、ライターの高橋様、ヨダ様、美麗なカバーイラストを描いてくださった白崎小夜様。皆様のおかげで、素敵な書籍が完成いたしました。本当にありがとうございます。

　最後になりますが、読んでくださった皆様、いつも感謝の気持ちでいっぱいです。読者様の存在が執筆を続ける活力。この場をお借りして心からお礼申し上げます。




　また次作でお目にかかれることを祈りつつ……。本当にありがとうございました。





紅くれないカオル


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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